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藤 岡東圃 博士 校 及 著 「異本 山家 集」？ If 一計 卷 末の 「西 行 論」 は、 從來西 行の 

傳記 として 書かれた ものの 白眉に 相違ない。 その 冒頭 「最もよ く 西 行 を 知る に 

ま、 歷史 傳說の 如き はさ も あらば あれ、 直下に その 作歌に 接する に 如く はなし」 

の斷案 は、 さすがに 炯眼で ある。 後學の 筆者、 此の 一言 を 服膺し、 主として 西 

行 家集の 歌と 歌 序と に 重點を 置きつ つ、 研究に 從事 させて いただいて 來仁。 

筆者の 西 行 研究 も 久しい もの だが、 微力の 悲し さ * 涉々 しく 進展し ない。 あ 

る 時 は 一所 Li 停滯 し、 ある 時 は 行き 過， X」 て 逆展り もした" 西 行 は、 筆者の 擔ふ 

荷と して 重過ぎる のか も 知れぬ。 ともかく、 今日までに 學び 得た ところ をー卷 

LiK 縮して、 公に する。 


小 著 內容の 執筆 は、 第一 に 「傳關 係歌杪 一、 第二に 「事實 一、 第三に 「評 傳. 一 

の 噴 序で 進められ 仁。 讀者 諸君に も、 煩 を 厭 はや、 この頃 序 を 追うて 讀んで 下 

され 仁なら ば、 と 希 ふ。 さう して、 誤謬 乃至 不備の 點を 指摘して 下さる のみな 

らゃ、 更に 積極的 助言 を も 惜し. まれないならば、 筆， 者が 今後 0 硏究 にと つて、 

忝い 二と である： 歷 史家に あらざる 筆者が 西 行〇實》 を 研究す る は、 いふ 迄 も 

なく、 西 行 を眞に 理解し、 正當に 批判 せんがた めの 用意に 他なら ぬつ 換言 

すれば、 後日 「歌聖 西 行 論」 を もの せん 力 仁め Q 墓 礎 を 築きつつ ある も Q と 知つ 

ていた だき 度い。 

昭和 十四 年 十月 
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西 行評傳 


一 西 行の 一 生 

西 行 七十 餘 年に 亙る 長き 生涯の 敍述 は、 適當 なる 期 別の 下に 行 はれねば なら 

ぬ 。何人と いへ ども、 「生の 間に は、 幾度 か 生活 及び 心境の 變化 を、 時として 

は 飛躍 さへ を經驗 する。 . 其 處に傳 記 上の 期 別 を 生やる。 

歌人 西 行の 生活 及び 心境の 變化 乃至 飛躍 は、 その 詠歌の 上に 最も 明らかに 現 

はれて 居らねば ならぬ 害 だ。 もしも、 西 行の 遺詠の 全部が 制作 年次 別に 整理 さ 

西 行 評 傅  - 


れ てるたならば、 問題 は 至極 簡單 であったら う。 不幸に して、 山家 集 は、 r 也の 

古 の 殆どす ベ てが さう である 如く、 私共の 註文 通りに は出來 上つ てるな.；^ 

つた。 極めて 非條理 な、 非學問 的な、 非傳記 的な 編纂 方法に よって 後世に 傳へ 

られ に。 遺詠に して 制作 年月 を 推定し 得る もの は、. 大方、 此の 小 著の 卷末 こけ 

けた 「西 行 傳關係 歌抄」 〇 歌 だけに 過ぎな からう と 思 ふ。 大部分 は、 三十 歲の 

i- 力 フ 十歲 (に： ^力？ へ 判斷 する 事 Q 不可能なる ものに 屬 する (讀 者が 手 こ 

盲斷 する 事 は 別と して。) 

こ、 に 於いて 私 は、 「傳關 係 歌抄」 と 甚だ 豊富なら ざる 歷 史的 資料と を 参考 

として、 西 行 傅の 期 別 を 大膽に 決定せ ねばならぬ 立場に 在る。 

第一、 在 2°  0  £K 元 永 元年 I 保 延六年 

8  1  i  fi  «  f 1 歲 I 廿 三 歳 


台 記康治 元年 三月 十五 日條 「答 曰、 廿五」 から 逆算して、 誕生 は 鳥 羽 天皇の 

元 永 元年 某月 某日と いふ こと 明らかで ある。 平清盛 も 此の 年に 生まれた。 後の 

待 賢 門院なる 藤原璋 子が 中宮に 立た せられた の も 此の 年の 事であった。 翌ニ年 

五月 廿 八日、 中宮の 御腹に、 後の 崇德院 なる 顯仁 親王 生 坐 遊ばされた。 すな は 

ち、 院は西 行と 殆ど 御 同年で あらせ 給うた ので ある。 

「西 行 法師、 本 族 は 佐 藤、 名 は 義淸、 鎮守府 將軍藤 原 秀鄕の 孫 云々」 と 大日 本 

史には 略記して ゐ るが、 尊卑 分脈に 據れ ば、 詳細 次の 如し。 西 行 本 族の 佐 藤氏 

は、 佑 大臣 魚 名の 後、 俵 藤 太 秀鄕に 出。 義淸 fl. と 則^い は 秀鄕九 代の 裔に當 る。 

父 は 左 衞門尉 康淸、 母 は監物 源淸經 女。 一人の 兄 あり、 仲 清と 云。 義淸の 子 一 

人、 櫂 律師 隆蕩。 義淸の 肩に 「歌人、 鳥 羽院下 北面、 佐兵衞 尉、 母 同 仲淸、 

依 道心 俄發心 出家、 所々 經行、 法名 圓位、 號大寶 房 又號西 行」 と 註。 曾祖父 公 


淸の 時より 家名 佐 籐を稱 す。 義淸 五代の 齟 謹 文 行の 母 は 同じく 魚 名流 藤^ 

利 仁 I 守 £ の 女と ありつ すな はち、 義淸の 血 は秀鄕 • 利仁兩 雄の それ を 引いて 

ゐる。 奥州 御館 系 BilfSJg に は 則淸の 子隆聖 及び 一女と して あり、 秀鄕流 系 

圖^? 遠 I に は 西 行の 子隆聖 僧都 一 說弟 として ある 事 を參考 にせねば ならぬ。 

隆 S も 歌 をよ み、 新 古今 集 冬 歌に 一 首载 せられて ゐる。 

、  SS しらず  權 律師 隆聖 

朝 ごとの あか 井の 水に 年 くれて わが 世の 程の くまれぬ る 哉 

義淸の 母監物 源淸經 女と いふ は、 いかなる 人 か。 「分脈」 を 調べる と、 淸和源 

氏輯光 流に、 上 西 門院 藏人賴 綱の 衣子 藏人 淸經 とい ふが 見える。 けれども、 こ 

れ では、 義淸の 祖父 ，のた るに は、 時代が 少しく 下り 過ぎる 乎と 思 ふ。 

佐 籐義淸 が 社會に 踏み出し 仁の は、 加冠 直後、 十五 • 六歲、 時の 權 大納言 德 


大寺實 能の 隨身 となった 時であった。 さう して 宮中と 德大寺 家との 御緣 をた ど 

り、 やがて 鳥羽院 i の 北面 武士  IT^I として 奉仕す る 事と なった。 德大寺 家と 

佐 藤 家との 主 從關係 は 義淸に 始まった 次第で なく、 父 康淸、 或は 祖父 季淸の 頃 

からの 因 緣と考 へられる。 德大寺 家 は 藤 原 北 家の 名門、 殊に、 當時は 鳥 羽 中 {呂 

璟子 §1 の 御 生家と して、 府中に も 後宮に も 勢力 を 持つ てるた であらう 事 は、 

想像す るに 難くない。 北面 義淸が 兵法に 精し く 射 御の 術に 練達せ し諷爽 たる 武 

士 であった 事よ、 台^;5:-康，ぱ年111„^、び4^濫文治ニ年八月十五日條 こ tr^  LJg  、  - . 

- - ？  tf 月 寸 五曰條 こ 鍾嘉賴 三年 七月 十九 曰条 によって 孫 力めら れ 

る。 

義淸 I が 天賦の 詩才 を 現 はし 始めた の も、 北面 時代の 事であった。 山家 集 末 

尾の 「百 首」 は、 おそらく 此の 時代の 所產は 31 と考 へられる が、 遺詠 中の 處 

女 作、 


君が 住む 宿 の 埒 に は菊ぞ 飾 る ひじり の宮 と いふべ 力る ら も 

は 保延ニ 年、 十九 歲、 鳥 羽の 南 殿に て 詠まれた ものである。 藤 原 俊 成 § ^との 

交際 も 此の頃から 始まった 事 は、 俊 成 筆の 御 裳 濯 河 歌合 判詞の 冒頭に 「今、 上 

人圓 位、 壯年 Q 昔より 互にお のれ 知れる によりて、 二世の 契 を 結び を はりき。」 

「昔、 天 承 長 承の 比 ほひより、 ^,く0如く斯の道に仁づ？ひて、 或 時は藐 姑射 

の 山の 花 Q もレ て」 つらなり、 或 時 は 雲居の 月の 前に 見 W れし友 も、 昔の 夢に の 

みなりぬ るに、 人の 數 にも あらす、 桑の 門 0 すて 人となりながら、 今まで 世に 

ながらへ て、 かやう のす すろ こと を 書付 侍る」 云々 によって 明らか だとす る說 

が 多い。 俊 成 は 永久 二年生、 西 行よりも 四歲 長者で ある。 山家 集に 厦衣現 はれ 

俗名 源 次 と、 ふ 世捨人 は、 西 行の 大切な 心 友の 一人で ある 力 傳 f は 全 

广 です 兵衞季 ® 

く傳 はらない。 二人 I に 出家？ らの 豪で、 一緒に、 法 輪 寺の 霊に S 

とい ふ f  |し£ が ある 鎖 r 出 離 後 も 永く 莫逆の 友であった。 西 行の 


交遊 は 殆ど 皆 貴族と 云って よい 中に、 西 住の 如き 一 介の 寒 衲は眞 に 異色で あら 

ねばならぬ。 

保 延五年 五月 十八 日、 鳥 羽 皇子 體仁 親王 (後の 近衞 天皇) 降誕 遊ばされ、 間 も 

なく 皇太 弟に 立た せ 給うた。 御 兄崇德 天皇、 時に 寶算廿 一。 保 元亂の 遠因 これ 

に^りと、 愚管杪 より 大 日本史に 至る まで、 古今の 史書に 書いて ある。 體仁親 

王の 御 母 儀 は、 權中納 言 藤 原 長實の 女に して、 歌人 顯季の 孫 女、 御名 を 得 子と 

申し、 後の 美 福 門院で あらせられる。 因みに、 得 子 は 永久 五 年生 f 新 g^h。 . 

又、 此の 年， I の 何月であった か、 鳥 羽 離宮 東 隣に 接して、 安樂 壽 院本 御 塔 

(三重 寶塔) が 竣工した I 陵。 これ は、 上皇 萬 歳の 後、 御 舍利を 納められん がた 

めに、 躬みづ から、 あらかじめ 建立し 給うた 佛塔 なので ある。 さう して、 本 御 


塔の 南 隣に 新 御 塔なる もの を 御企畫 遊ばされた が、 こ G 方 は 美 福 門院の 御 骨 を 

納められん がた めであった e  (新 御 塔の 续ェ はすつ と 後れて、 久安 三年と も 云 

ひ、 鳥 羽院崩 後の 保 元 二 年であった とも 傳 ふ。) 本 御塔续 成の 直後、 上皇に は 

これ を檢 分し 給 ふべ く、 大納言 實 能し.) 御 警衛の 北面 佐 藤義淸 と、 その他 少々 ば 

かり を隨 へられて、 安樂 壽院に 御 微行 遊ばされた g 家。 義淸、 これが 最後 0 供 

奉に ならう とは豫 期して るた か、 ゐな かった か。 出 離 Q 心 持、 に、 たしかに to 

頃から 動いて ゐた。 出家 は 翌年 決行され た。 

,r 家集 末尾の 「百 首」 中に、 

すみか 

月の 夜 や 友と をな りて いづく にも 人知ら ざら む 栖處敎 へよ 

いざさら ば 盛り S ふ も 程 も あら じ藐 姑射が 嶺の舂 にむ つれて 

山 ふかく かねて 心 は 接り てき 身 こそ 浮世 を 出で やらね ども 


雲に つきて うかれの み ゆく 心^ば 山に かけて をと めむ と ぞ思ふ 

これら を讀 むと、 彼が 何事 を考 へつつ あつたか は、 大方 わかる。 保 延六年 春の 

歌に、 

世に あら じと 思 ひける 頃、 東 山に て 人々 霞に 寄 

せて 思 ひ を 述べけ るに 

そら 

空になる 心 は 春の 霞に て 世に あら じと も 思 ひ 立つ かな 

おなじ 心 をよ みける 

世 を K ふ 名 を だに もさ はと どめお きて 數 ならぬ 身の 思 出に せむ 

義淸の 菩提心 は 一年 前、 二 年 前、 或は もっと 以前から、 漸くに i しつつ あつ 

たの だ。 族 人 憲康の 暴 死に 遇ひ慯 然として 悟った など 云 ふ 類の 出家 物語 は、 小 

說に屬 する。 出 離の 年 は 保延六 年、 廿 三歲、 月日 は 十月 十五 日と 云 ふ 事、 台 記 

康冶 元年 三月 十五 日康、 及び 百谏沙 卷丄 {Y 保， ハ年 十月 十五 ョ、 佐 藤 右兵衞.) こ よ つ 

/ フエ 一 つ rpME.*  B-f  rE 參.^ ^ュ, 〈尉 憲淸 出家。 年廿 三、 號西行 法師」 によつ て 疑 


問な し。 東鑑 その他 異說 あれ ども、 採る に 足ら や。 

鳥 羽院に 出家の いとま 申す とてよ める 

惜 むと て惜 まれぬ ベ き 此の世 か は 身 を 捨て てこ そ 身  >ゲーも^ けめ 

上皇 C 勿覽に 供す る 歌と して は、 畏 多い ほど 理窟 張って 居り、 且つ 棄鉢 にも 聞 

える おそらく、 こ 〇 ー軟を 差 出して お 暇 を 願った ft; 第で はなから う 上皇 義淸 

の 才を愛 し、 儉 非違 使に 補 せんこ し 給う 仁の を、 彼 固辭し 奉つ 仁と いふ 傳 

說も、 も ヒょり 傳說に 過ぎまい。 父 •  一  1^ 父 • 曾祖父 いづれ も使廳 Q 役人で あつ 

たので、 かやう に 辻 揍を合 はせ たので あらう。 西行說 話の 常套手段 だ C 

義淸は 身分 こそ 低 けれ、 德大寺 家 〇 因緣 をた どって、 崇德 天皇に 尺し 奉つ 

た 事 は 明らかで ある-. - (土 御門 內 裏に a? 候して 歌 を 詠んで るる。) 天皇 もす ぐれ 

た 歌人に まし まし； r 天皇の 御 境涯に 對し 奉り、 出 離 前後 を 通じて 深く 御 同情 


申 上げた 事 も、 明らかで ある。 天皇が 義淸の 出 離 を 惜しみ 給うた であらう 御 事 

も、 史乘 にこ そ 殘ら、 ざれ、 十分に 拜 察出來 る。 ともかく、 義淸は 一 切 G 繫縳を 

ふりほどいて、 緇衣を 纏った。 法名 を圓 位と いひ、 大寶房 又は 西 行と 號し たこ 

と は、 尊卑 分脈に 載せて ある 通り。 出家の 原因 は 何で あつたか。 西行傳 記の 中 

でも 解決 最も 困難の 問題で ある。 それだけに、 又、 いか やうに も說 をな し 得よ 

う。 愚按 によれば、 當 年の 世相に 甚く 一般 厭世観と 政治的 原因と あって、 これ. 

に 悲痛なる 戀 愛が 點 火した ためと 觀 察し 度い。 詳しく は、 別項 「西 行 出家の 原 

因」 參照。  、 

第一 I、 山 3 家 直後 時代 兀 IMS?  一  I 

出家 後の 數 年間、 西 行 は 洛外 を 居所と した 故に、 これ を 洛外 時代と 名 づけて 

も 支障ない。 薤髮 した、 その 年の 暮に は、 鞍馬の 奥に 居た が、 r 筧の 氷りて 水 


まで 來、 ざり ける に、 春になる まで は斯く 侍るな りと 申け る を M きて」 

わりな しゃ 氷る 筧の水 ゆ ゑに 田 ふ ひ 捨てて し 春の 待た るる  に 

と、 悲鳴に 近い 聲を 出して ゐる C 台 記に 「重代 勇士」 「家 富 年若」 云々 と 書かれ 

た 西 行、 その 富裕な りし 家 を 捨て、 北面 〇 勇士で 無くなり、 ー寒衲 となって み 

ると、 修行 も 容易な 業で ない。 「水まで 來ざ りけ るに」 と 嘆息した Q は、 むし 

ろ 憫然で ある。 翌永治 元年 g 二 £ に は 東 山に 移って、 雙林寺 ゃ長樂 寺と 程近い 

所に If を 結んだ。 (或は、 兩寺 Q いづれ かの 坊に 住み込んだ のか も 知れぬ。) 

世 を 遣れて 東 山に 侍りし 頃、 年の 墓に 人々 まう. で 來て述 

懷し 侍りし に  - 


モ S!_IJ よ、 *vJS  も リふ く 

化 力より は賑 しい。 (雙林 寺に は 鳥 羽 皇女 緣雲尼 公 さ へ お 

はし まし； r) 新發 意の 顏を 見ようと て 「人々 まう で來」 る やうな 有樣 だ" 舊知 

の 女官な ども 見え； i かも 知れぬ。 それでも、 歲暮 はさす がに 感慨に 堪 へない。 


在俗 時代の それと は 異なって、 佛壇を 掃除したり する 「いとなみ 一 に忙 ン、。 

年明けて、 春 にもな つた。 人に 誘 はれて 白 河 法 勝 寺 あたりの 花見に 出かけ 

たが、 

散る を 見て かへ る 心 や 櫻 花む かしに 變る しるしな るら む 

と述懷 したのに よれば、 心境 漸く 坊主ら しくな りつつ あるの が 窺 はれよう。 さ 

て、 洛東 にもお ちつき 得す、 此の 年の 秋に は 嗟 峨小倉 山の 麓に 移り、 さらに 大 

堰川を 渡って 法 輪 寺の 邊 にも 住んだら しい。 

山里 は 秋の 末に ぞ思ひ 知る 悲し かりけ りこが らしの 風 

とい ふ 秀吟 は 「法 輪に て」 の 一首。 又、 北山と も嵯 蛾と も わからぬ が、 出家 直 

後の 作に、 

遁世の のち 山家に てよ み 侍け る 

山里 は 庭の 梢のお とまで も 世 をす さみた るけ しきなる かな 


「山家 集」 とい ふ 命名 は此 Q 歌の- 詞 書に 由 來 すと いふ 說も ある" 西 行 は 遁世 後 

一 二 年 〇 間に、 かやう に、 鞍馬 • 東 山. 嗟， S と、 轉々 居 を 移した が、 それ を修 

道 Q 仁め とむ づ かしく 解釋 する に は 及ばぬ。 田舍 書生が 東京に 出た 當座、 む や 

みに 下宿屋 を蒈 へる と 同じ やうな 心理に 基く。 それ は ともかく として、 西 行 は 

ここで 偽らざる 告白 をし 仁。 曰く、 

世の中 を 捨てて 捨てえぬ 心地して 都 離れぬ わが 身なりけ り 

，て たれ ど 隱れて 住まぬ 人に なれば 猶 世に あるに 似た るな りけ り 

新 發意西 行が 洛外 を さまよ ひっつ ある 間に、 天下 は 容易なら ぬ 形勢と なって 

行った、. 永 治 元年 1、 は歷 史上 重大 Q 意義 を 持つ 年で ある。 三月 十日 鳥 羽 

院寶算 三十 九に して 出家 遊ばされ、 法皇と なり 給うた。 十二月 七日 待 賢 門院 御 

所 生 Q 崇德 天皇 寶算廿 三に して 讓位 遊ばされた。 美 福 門院 御所 生 Q 幼き 皇太弟 


s 卽 位し 給うた。 西行豫 想した ところの 動亂に 向って、 歷史 の步， みは 進ん： U 

の だ。 

康治 元年 J 五 i の 二月 廿 六日、 櫻 花 爛漫の 頃、 崇德 上皇の 御 母 儀 待 賢 門院に 

は、 御壽 四十 二に て落铹 遊ばされ、 西 行の 知人なる 女官 堀川 局 その他 もお 供し 

て 尼と なった。 寂しい 御 事で ある。 輕 蛾の 西 行 は 無論 これ を拜 聞した。 加 之、 

中納言 局と いふ 女房から 御 結緣の ためと 勸 めら れ、 顯廣 I 等と 共に、 法 華經廿 

八 品の 歌 を 詠 じた， 秋  1  称 謹。 女院に 奉った もの かと 想像され る。 三月 十五 日に は、 

一品 經 供養 を 勸 めんと、 今 を 時め く內 大臣 賴 長の 門に 立った。 台 記 同日の 條 

こ、 

十五 日 15- 申、 令， 一 侍 共 射 一， 弓、 西 行 法師 來云、 依 At,; 一品 經ー、 兩院 以下、 貴 

所 皆 下 給 也、 不， 嫌 二 料紙 美蔥 一、 R 可， 用 二 自筆 1、 余 不二 輕 承諾 一、 又 余 問， 年、 


答 曰、 サ五 g、"^、 抑 西 行者、 本 兵 衞尉義 淸也聽 s:、、  a 二重 代 勇士-仕 こ 法 

皇；、 自ニ俗 時 一入 二心 於佛道 1、 家 富 年若、 心無， 愁、 遂以 遁世、 人 歎 二 美 之 一也、 

右文 後半 は 西 行 出家 G 年 を 決定す る も 〇 で 貴重で ある。 但、 私が 此處に 抄出 

、つ 

した 所以 は、 前半 一 品經 云々 G 部分 を 参考に し 度い からで ある。 一 品經 とい ふ 

G は 法 華 經廿八 品 を 一 品づっ 一 軸に する 事 (諸人 寄 集， まって 各 一 品 を 歌に よみ、 

功德 とする 事) に 相違ない。 台 記に よれば、 此 G 時、 府に 一品の 歌 を 詠 じて 

自筆して もら ひ 度い、 料紙 〇 善 惡は問 はぬ、 と 西 行から 申入れ た、 と 云 ふ 意味 

に 取れる。 さて、 此 Q 台 記に 記され； i 一品 經 和歌と、 長 秋 詠 藻 及び 聞 書 集に 載 

せられた 廿八品 和歌との 關 係が 如何な Q であらう か。 兩 家集に は 各廿八 品づっ 

詠んで あるから、 賴 長に 勸 めた 一 品經 云々 と は 別個の も Q と考 へられる けれど 

も、 殆ど 時 を 同じく して ゐ るので、 少々 存疑。 翌ニ 年、 春 長け て 櫻 花 も 散る 頃、 


西 行 は 菩提 院翁 齋院 統子內 親王 醜 の 御所に 伺候し、 女房 等と 別れの 歌 を 詠 

みか はした。 內 親王 は崇德 上皇の 御 同 母 妹で あらせられる。 西 行 は 關東奥 羽の 

大 行脚 を 思 ひ 立ち、 お 暇 を 言上に 參 殿した のであった。 崇德院 の 御 返 位、 引續 

いて 母后 門院の 御 出家、 . これら を 聞く につけて、 西 行 は 京洛の 地に 居た たまら 

なくなった。 修行 かたがた 僻遠の 地に 立 去らう と發 心した ので あらう。 

鈴 鹿 山 憂世 をよ そに ふり 捨てて いかにな り ゆく 吾が 身な るら む 

伊勢大神宮に 參詣 し、 二見 浦の 暮春 をめ で、 伊 良 胡 崎に 松 魚釣り を觀、 鷹の 渡 

る 話 をめ づ らしが り、 やがて 海道 を 下って、 秋風 ふく 頃に 白 河 を 越えた。 

白 河の 關屋を 月の もる 影 は 人の 心 をと むるな りけ り 

この 一首 は 「關屋 の 柱に 書付」 けた 由 だが、 關 守に とがめられなかった の を 見 

ると、 都の 歌 僧と して 此の頃 旣に、 少々 ばかりで も、 名 を 知られて ゐた ものら 

しい。 平 泉まで 行って、 同族 藤 原 氏に 投じた であらう 事 は 間違 ひ あるまい。 押 


.領 使基衡 なほ 存命で、 其の 子 秀衡は 此の 時 四十 八歲 (西 行よ、 り も廿ニ 年長者) で 

あつ 仁。 白 河 鳥 羽兩帝 Q 御宇、 長治大 治の 間に 建立せられ た 毛 越 寺 • 中尊 寺 は 

金 碧 未だ 褪せす、 華麗 人目 を駭 かし、 都育ちの 西 行 も 陸 臭 藤 原 Q 豪奢に は膽を 

奪 はれ 仁で あらう。 平 泉に いつ 迄 厄介に なって ゐ たか、 歸路は 東海 か、 木曾路 

か、 北 越 か、 さやう 〇 詳しい 事 は 不明 だけれ ども、 崇德 上皇 詞花 集の 歌 を 召さ 

るる 頃 ；ま f、 西 行歸洛 して ゐた事 は、 山家 集 出 〇 寂 超 • 想 空 等と 〇 贈答 歌に よ 

つて 推定され る。 話 は 少しく さき Q 事た が、 ここでつ いでに 述べる と、 仁 平 元 

年奏覽 Q 詞花集 (顯輔 撰) に、 西 行の 歌 一首、 「讀人 しらす」 として 採られた。 

世を捨 つる 人 はまこと に捨 つるか は 捨てぬ 人 こそ 捨 つるな り けれ 

久安 元年 八月 廿 二日、 待 賢 門院 三 條高倉 第に て 崩す、 御壽 四十 五； E。 失意の 

御 境涯 中に 晏駕と 恐察され る。 御 遺骸 は 衣笠 山の 東香隆 寺に 納め まゐら せた。 


塘：： iC 局 • 兵衞局 • 中 納言局 • 帥 局な どい ふ 女房 達、 世 を はかなんで 洛西仁 和 寺 

の ほとり、 或は 嵯峨 野の 奥に 隱粞 した。 奥 羽 行脚から 歸 つた 西 行 も、 丁度 この 

頃、 おなじく 西 山邊に 草庵 を營 んでゐ たもの らしい。 おの づ から、 女房 達と. K 

との 往來 は繁 かった g 家。 一例 を 擧げれ ば、 女院 崩御の 翌春、 高 倉 第に て 「南お 

もての 花ち りけ る 頃」. 西 行と 堀川 局と は 懷舊の 歌 を 詠み か はして ゐる。 それ か 

ら、 堀川 局の 家集 を繙 くと、 當， 時の 人情の いかに 輕 薄であった か を 窺 ひ 得る。 

女院御 遺愛の 法 金剛 院 Jff の 庭 は、 やがて 夏草の 茂る に 任せて、 人影 を 見ない。 

御 忌の 日に、 たまく 近衞 天皇 石淸水 行幸の 御 事が あった。 廷臣 宫女ら は 皆 行 

幸の 供奉へ と 爭ひ奔 つて、 女 院の新 陵に は詣 でる 人 も 無い。 西 行 は、 むろん、 

かやう の 次第と 知って ゐ たので ある。 

西 行 は 出家して、 世相 を靜觀 すると、 人間の 淺間 しさ を 一層 深く 翬 る やうに 


なつた。 f; こ 關東臭 羽の 旅に よって、 苦しい 修行 もし、 さまん \〇 謹き も した 

今な ま 「都 難，^ 1 ぬ」 身で は ある けれども、 若いながら 僧， 侶と して Q 貫祿も 漸く 

加 はって 來 たらしい。 それ は 堀川 局 Q 彼に 對 する 態度に よっても 想像し 得る。 

仁 和 寺の 坊にゐ た 彼女が、 或 時、 西 行の 許へ、 

西へ 行く しるべと 賴む 月影の 空賴め こそ かひな かり けれ 

と 言 ひ 贈った。 約 二十 歲も 年上 Q 女から、 「西へ 行く しるべ」 と賴 まれる やう 

になった Q である。 又、 彼女 重患の 時、 

この f にて 語ら ひお かむ 杜鵠死 手の 山路の しるべ ともなれ 

とい ふ 歌 を 示した。 いま は 0 際に 正覺 0 手引して 下さいと、 西 行に 哀願した の 

である。 いくら 舊 知の 間柄で も、 お 世辭で 言へ る 文句で は 無い 

さら-ま、 西 行 は 如何なる も 0 であった か、 今日から 到底 究明し 難く、 


到に その 方面に 暗い 私に 取って は、 殆ど 不可能 事と 云 ふ 方が よい。 唯、 遺詠 等 

- 力ら 歸納 して、 朧氣の 事 を 言 ひ 得る のみで ある。 西 行の 生涯 を 通じて 旣觀 すれ 

ば、 主として 眞言 宗に歸 依し、 空 海 を 理想的 宗敎 人と 渴 仰した 事に 疑問 は， い。 

法名 圓位は 天台 圓敎六 位の 證果 を瞻 仰した もの、 號西行 は 西方 往生の 淨土的 思 

想 を 暗示す る もの。 菩提心 論 • 心經 • 千 手經を 諷誦す るかと 思 へ ば止觀 • 觀， ひ 

の 題 下に 吟詠し、 顯密 ニ乘の 間に 自在に 出入す る。 法 華 經廿八 品 • 十 念 成就 • 

六道 障碍 • 地獄 繪 • 俱舍論 • 本 地 垂迹、 歌 ふ 所、 心の 嚮ふ 所、 紛然 又 雜然、 何 

力 何だか、 かいもく 分らぬ とも 言へ るが、 後述の 如く、 半生 を 高 野に 送り、 最 

後の 依 止 を 眞言 宗の弘 川 寺に 求めた 事から 考 へて、 西 行 を 眞言 密乘の 行者と 斷 

する 事の 根本 は 動かぬ 害 だ。 

槪觀 はさう として、 出家 直後の 行動 を 遺詠に 現 はれた 所に よって 跡 づける に、 


先づ 鞍馬 (北山 寺) に隱れ たらしい が、 鞍馬 寺 は當時 天台の 支院 であった。 其處 

から 直ちに 居 を 移した 東 山、 その 雙林寺 も 長 樂寺も 靈山も 皆 天台 別院で あった： 

やがて 反對 Q 西 山に 庵 を 結んだ ので あるが、 法 輪 寺 も 大覺寺 も 祌護寺 も 悉く 眞 

言 Q 道場であった： 仁 和 寺 はいふ 迄 も な い，^ かやう に 西 行轉々 の迹 をた どると、 

おの づ から、 彼が 信仰 〇 推移 も わかる やうに 思 はれる。 さう して、 初めて、 本 

一. A じ 坐り込ん だの は、 鍉醐 理性 院 であったら しい。 この 名刹 は、 永久 三年 僧 賢 

覺の開 創に かかる 眞言 宗の 寺院であった。 傳燈廣 錄の傳 法嗣祖 統派續 八卷、 醋 

翻 理性 院 三世 宗 命の 條下、 忖 法の 人々 を擧 げたる 中に、 鎌 倉 二 郞源衣 兵 衞季正 

入道して 西 住と いひ、 理性 法 脈 を 得 云々 と 記して ある。 又、 聞 書 集に、 

酸 胡 に 東 安寺と 申して 理性 房の 法眼の 房に まかりたり 

ける に、 遽に 例なら ぬ 事 ありて 大事な りければ、 同行 

に 侍りけ る 上人 達まで 來ぁ ひたりけ るに、 雪の 深く 降 


りたり ける を 見て、 心に 思 ふこと ありて よみけ る 

賴 もしな 雪 をみ るに ぞ 知られけ る 積る 思の ふりに けりと は 

かへ し  西 住 上人 

さぞな 君 心の 月 をみ がくに はかす く 四方に 雪ぞ しきけ る 

、西 行 理性 院 にて 重患に 陷り、 西 住 等が 看護した ので あるが、 傳燈 廣錄の 記事と 

併せ 讀 めば、 西 行 も 亦 理性 法 脈を傳 へられた 一人なる こと、 疑問な くわ かる。 

西 行 西 住 は 互に 心 友、 形影 相 離る ベ からざる 者、 各 勝手な 宗派に 入る 害 はない。 

次に、 西 行の 女友達の 事 を 述べねば ならぬ。 山家 集に 女 (高貴の 御 方々 は 除 

いて) の 名が 十三 人出て 來て、 世捨 人の 生活に 脂粉の 氣を 撒布して ゐる。 「世 

の 中 を 捨てて 捨て 得」 なかった の も、 無論、 脂粉の 氣の ためだ。 他に 理由 は 無 

い。 捨てぬ 以前に 捨て 得ぬ 云々 と 言った のなら ば、 種々 の 理由が 立つ。 一^の 


も Q を 捨てて しまって から、 なほ 捨て 得ない とい ふ 0 は、 若い 西 行に とって、 

他に 理由 G 有るべき 害が 無い。 此〇 普遍的 人情 を 度外視して 西 行 を 論じても、 

決して 肯綮に 當る 道理 はない 0 であるが、 學者達 は * 々敢 へて 此 0. 無理 を 押さ 

うとす る。 尤も、 脂粉 Q 氣 なる も 0 が、 必 やし も戀愛 Q 雰圍氣 と は 限らぬ。 十 

三人の 中に 西 行 Q 戀人は 居ない。 唯、 異性と 社交して ゐ ると いふ 事 だけで も、 

「捨て 得ぬ」 魅力な 0 であった。 それ は、 人間 Q 本能と も、 戀愛 Q 惰性と も 解 

，する 事が 出來 る。 さて、 山家 集に 現 はれる 十三 人の 女性の 中で、 西 行が 最も 

懇意に した Q は、 神 紙 伯 源顯仲 Q 女の 二人 (堀川と 兵衞) であるが、 二人とも 西 

行の 愛人た るに は 適せぬ 程の 年長者で ある。 大治 三年 J 一 g の西宫 歌合に、 兩 

巾 幅 共に ませた 歌 を 出して ゐ るので も 明らか だ。 妹の 兵衞 にしても、 西 行と は 

十五 六歲違 ひさう だ。 

斯うして、 第二 期の 西 行 は、 相當の 僧侶に なりつつ あり 乍ら、 同 寺 こ， 聚落 を 


離れ 得なかった。 由來" 戀愛 をしても 捨て身に なり 得 や、 佛 者の 修行しても 顯 

密の 一 方に 專念 する こと 出來 す、 新院に 親しみ 奉りながら 美 福 門院 關 係の 御殿 

にも 出入し 錢、 平家に 同情しながら 源氏 を 捨てす、 西 行の 性行に は、 不卽 不離 

の妙諦 はあって も、 一徹と いふ 事 は 無かった。 但、 これ は 私の 觀方 である。. 

西 行傳中 最も 興味 あり、 最も 不可解で あり、 且つ 最も 複雜な もの を埋藏 して 

ゐ るの は、 出家 前後から 三十 歲 前後に 亙る 所の、 此の 期間 I 二で あると 愚考す 

る。 西 行 を 超人と する も 凡人と する も、 此の 時期の 极ひ 方で 決定す る。 私 は、 

ひきおろ 

彼 を 地面に 低く 引下し すぎた かも 知れない。 けれども、 それ は、 彼 を 超人 扱 ひ 

にす るよりも 眞實に 近 かる 可し と 信す るが 故に 他なら ぬ。 

西 &  傳  -S 


第三、 高 野中、 3 時代 • 前期 お ？き：！ 器 一 5き 

久安 Q 中頃から 洽承四 年の 春まで、 三十 餘年、 西 行 は 高野山 を 中心に して 生 

活し たも 0 と 推定され る。 別項 「西 行の 旅行」 參照。 而 して、 仁 安二 年 g 十 Q 

四國 行脚 を 分界 點 として、 こ 0 三十 年間 を 前後 二期に 分つ 事が 傳記 上妥 當と考 

へられる。 

高 野 云々 とい ふ 文字が 初めて 見られる Q は、 山家 集 下 上、  ， 

天く だる 名 を 吹 上の 神なら， は 雲 晴れの きて 光 あら はせ 

とい ふ 歌 Q、 長い 詞書 G 中で ある" それによ ると、 待 賢 門院 中納言 局が 小き 山 

の 麓 を 住み 捨てて 紀州天 野 g| に隱れ たの を 帥 局が 訪問した。 この 時、 西 行 

「御山より 出合」 つて 案內 し、 粉 川 寺から 吹 上の 浦 あたりまで、 尼の 局 達と 一 猪. 


に步 き、 暴風雨に 見舞 はれた。 女房 等の 出 離が 女院 崩御の 直後であった 事から 

考 へて、 吹 上 行は久 安の 頃と 一 應 決める より 致し方ない。 (撰 集抄第 四に、 中 

納言局 短命な りし 由 を 書い て あるが、 年月 は 示して ゐ ない。) 

野 山 入り は、 勿論、 眞言 祕密の 修行の ためと 考 へねば ならぬ。 西 行 出生より 

も 少しく 時 を 早くして、 一代の 宏器覺 鎖が 現 はれ、 高 野 Q 法燈を 昔日の 光に か 

へし、 密嚴淨 土を唱 へて、 康治ニ 年 十二月、 • 四 十九 歲 にて 示 寂した § 行の 廿^。 西 

行 は 覺鑌寂 後に 入 山した ので あるが、 遺 德を慕 ひ、 密嚴淨 土を欣 求す るに 至つ 

たで あらう 事 は、 十分に 想像し 得る。 それから、 西 行の-修道 は 易 行であって、 

當年 一 部の 世捨 人が 除 障 解脫の 方便と した 苦行なる もの. は、 彼に は經驗 したら 

しい 形跡が 無い。 まづく 無言の行の 程度であった らしい。 

無言な りけ る 比、 時鳥の 初聲 をき きて 


時鳥 人に 語らぬ 折に しも 初音き くこ そか ひなかり けれ 

この 時期 I 三に 於いて、 西 行 は屢ナ 〈皇室の 御 悲しみ 1 い 遇 ひ 奉った 3 久壽ニ 年 

七月、 美 福 門院 御所 生の 近衞 天皇に は寶算 僅に 十七に て 崩御 あり、 西 行 は 秋の 

野べ を わけて 船 岡 知 足 院の新 陵に 詣で、 

磨かれし 王のう てな を 露 深き 野べ にう つして 見る ぞ 悲しき 

し) 书ひ 奉った。 玉 葉 集に は此 G 歌の 詞 書に 「春宫 と 申しし 昔より 今の 露け さ， ま 

で 思 ひつ づけて」 云々 と 書いて るる。 幼くて 春宫に ましました の は、 保延 師家 肺 

の 頃であった。 翌保 元元 年 七月 二日 鳥 羽 法皇 晏駕、 鳥 羽 安樂 壽 院本 御 塔に 葬り 

奉る， 御 支度 0 如く 鳥 羽 殿に 安樂 壽院 とて 御 終焉 Q 御堂の 御所 志お かせ 給 ひた 

りけ るに てうせ させ 給に け. - li 管赚。 西 行; Ji^ 高 野から 出で、 大葬に 供奉した C 

1 かくれさせお はしまして、 やがて 御所へ 渡し 


まゐら せけ る 夜、 高 野より 出合 ひて りたり ける、  、 

いと 悲し かりけ り C 此後 おはし ますべき 所 御らん 

じ 初めけ る その かみの 御と もに、 右大臣 さねよし、 

大納言と 申しけ る さ ぶら はれけ り。 忍ばせお はし 

ますこと にて、 又 人 さ ぶら はれ ざり けり。 其 折の 

御供に さ ぶら ひける 事の 思 ひ 出 でられて、 をり し 

も此 夜に 參りぁ ひたる、 昔 今の こと 思 ひつ づけら 

れ てよ みける 

今宵 こそ 思 ひしら るれ 淺 からぬ 君に 契の ある 身なりけ り 

院 北面 時代な りし 保延五 年の 或 日 を 追懐して、 感に堪 へぬ ので ある。 四 箇年餘 

を 過ぎて、 永曆 元年 十一月 廿 三日、 美 福 門院 御壽 四十 四に て 崩。 鳥 羽 新 御 塔に 

納め 奉るべき 害で あつたの を、 女 院みづ からの 思 召に よって、 高 野へ とい ふ 御 

事に 決まった。 十二月 四日、 大雪の 朝、 御舍利 は女院 かねて 忍びて 建立し 給 ひ 

し 所の 菩提心 院 御堂に 着き 給うた。 折から 高 野 在住の 西 行 は、 この 悲しき 御 有 

樣を拜 して、  - 


け ふや 君お ほふ 五つの 雲 晴れて 心の 月 をみ がき 出 づらむ 

と 心中に 念じ 奉った。 女人 〇 身に まします とも、 今 は 五 障の 雲 長く 收ま り、 三 

明の 月 高く 晴れ 給ぶべし、 Q 意で ある。 京からの 御供に は、 鞠 聖成通 や 畫伯隆 

信な どが ゐ； ijlls。 側近に 藝術 0 巨匠 等の 侍して ゐ仁事 は、 女院 Q 御 性向 Q 

一面 を 窺 ふに 足らう。 中 村 直 勝 氏 著 「南朝 Q 研究」 に 安樂 壽院 研究の 一章 を 含 

み、 そ Q 中に 「永 暦 元年 十一 廿 三日、 美 福 門院 崩 じ 給 ふ。 御 遺骨 は豫め 定め 

られ仁 る 所 に從ぅ て 安樂 壽院新 御 塔 に 置か せ ら る ベ き で あ つ た が 、 何故か 御 遺 

言で あると 稱 して 高野山に 渡し 奉る 事と なった から、 安樂 壽院 Q 方で は、 新 御 

塔の ために 置かれし 六 口の 三眛 僧と 力 を 併せて 御 骨 を 新 御 塔に 留め 奉らん と努 

力した が 其效 なく、 同年 十二月 二日 高 野 傳法院 に 渡されて 了った §贿，」 と述 

ベ て ある" 參考 まで。 


永 萬 元年 七月に はニ條 上皇 寶算廿 三に て 登 退。 洛西 香隆寺 側に 奉 葬。 五十 日 

の 御 はて、 晩秋の 月夜に 御陵 墓に て佛事 あり、 西 行 も參り あはせ て、 

今宵 君し での 山路の 月 をみ て 雲の上 を やお も ひ いづら む 

西 行、 遁世の 後 も、 かやう にいつ も 晏駕の 高貴に 悲しみ を 寄せ 奉り、 又、 御 

陵墓 へ の 恭禮を 怠らぬ 事 は、 院 北面と して 禁裡に 多年 奉仕し^ 關係も あらう け 

れ ども、 根本に は、 皇室に 對 する 敬虔の 念の 致す 所と 観るべき であらう。 

西 行 今 は 都 を 離れ、 脂粉の 氣 にも 殆ど 遠ざかった。 佛者 としての 修行 は當然 

深くな つた ものと 考 へられる。 (高 野 を 中心とす るの も、 勿論 そのため だ。) 心 

友と して は 西 住と 寂然と が 居った。 西 住が 一緒に 高 野に ゐた 事の あるの は、 山 

家集に よって 明らかで ある。 所謂 大原三 寂の 中で は、 寂然と 最も 親しくした C 


寂然 は 近 衞院崩 後に 出家した ものと 推定 せられる ゆ ゑ、 彼が 大 原から 西 行 f 野 

に 歌 を 贈ったり、 或は 高 野まで 尋ねて 來仁 〇 は、 久壽ニ 年 秋より 以後 G 事で あ 

ら ねばならぬ。 ともかく、 聚落 を 離れ、 寂然 や 西 住 を 莫逆の 心 友と して 暮ら， マ 

に 至つ-. -. ズ、 西 行 も 真個の 世捨 人ら しくな つたと 云へ る。 それから、 ズ壽 元年 

五月に は中院 右大臣 雅定 に、 保 元 二 年の 末 頃に は 舊主右 大將公 能に、 平 治 元年 

十月に は侍從 大納言 成 通に、 各 出 離を勸 めた 顯家。 西行旣 に、 かやう に 立派な 

人々 の 善 智識と なる 自信 を 持った の だ。 長 寛 二 年の 頃、 阿 闍梨兼 堅が 高 野 を 出 

で 仁 和 寺 僧綱に 補せられ た 由 を 聞いて、 西 行 5 針、 

装 裟の色 や 若紫に そめて ける 苔の 袂を おも ひか へ して 

これ は、 出家 G くせに 顯位を 欲しがる 俗物に 對 して、 一矢 を 酬いた 皮肉と 解釋 

出來 る。 少く とも、 西 行 は 紫 衣に 眼 を くれぬ 寒 衲で自 から 满 足して ゐ た，、 新 古 

今 集雜歌 下、 


西 行 法^ 山里より まかり 出で て、 昔 出家し 侍りし 其 

月日に あたりて 侍るな ど 申したり ける 返事に 八條 院高會 

浮世いで し 月日の 影の めぐり 來て變 らぬ道 を 叉 照ら すらむ 

八條院 障子 內 親王 は 鳥羽院 皇女、 御 母 儀 は 美 福 門院、 保延 三年 降誕。 近衞 天皇 

の 御姉宫 にあたら せられる。 法皇の 御 鐘 愛 厚く、 御領の 庄園 全 國に數 百 箇所、 

臺盤 所の 豊か さは 申す 迄 もなかった。 應保 元年、 ニ條 天皇の 御淮 母と して 院號 

を 奉られた。 俊 成の 女 健 御前 (建 春 門院 中納言 日記の 筆者) など も、 此の 八條院 

に 奉仕した。 西 行 も 折々 伺候した と 見える。 さて、 女房 高 倉の  一 Am であるが、 

窪 田 空 穗氏著 「新 古今 和歌 集 評 釋* 下」 六 三 〇 頁 「山里から 都へ 來る西 行 をめ 

ぐり 來 てと いひ、 又 照らす といって ゐ るので、 出 山の 釋迦の 再生と いふ 意を寓 

して ゐる ものと 取れる。 法師と しての 西 行が、 何れ 程の 境まで 到り 得て ゐ たか 

は 分り かねる 事で あるが、 その 當 時の 人の 一部に は、 かう した 尊敬 を 寄せられ 

てゐ たとい ふ 事 は 分る。」 「圓位 ひじり 云々」 と 長 秋 詠 藻に 尊敬して 書かれた の 


は 入滅の 際 Q 事で あるが、 ともかく、 高 野 時代から も高德 Q 上人と して 鄙に 

知られ仁事は疑問無さ^^？っでぁる。 

崇德 上皇に は、 西 行 出家 後 も 再三 尺し 奉った こと、 山家 集から 窺 ひ 得る。 

保 元亂、 上皇 仁 和 寺に 入って 薙髮し 給 ふや、 當 時鳥 羽 法皇 Q 大葬に 食し 奉， るべ 

く r: 京して ゐた西 行 は、 とる もの も 取り あ へ す 雙闹 へ と 駆けつけ； i。 

世の中に 大事いで 来て、 新院 もらぬ さまにならせ おは 

しまして、 ぐし おろして、 仁 和 寺の 北院 にお はし ま 

しける に、 まゐ りて、 兼 堅 阿鬧梨 出 あ ひたり C 月 あか 

くて よみけ る - 

かかる 世に 影 も變ら すすむ 月 を 見る わが 身 さ へ 怨めしき かな 

かやう の 場合、 上皇の 御 跡 を 慕 ひ 奉る 事が 一身上 G 冒險 なる 事 は、 緇 衣の 西 行 

といへ ども 十分 承知して ゐ たに 相違ない。 過去の 御 恩 を かへ りみ、 又 眼前 G 御 

境涯に 同 » し 奉り、 息せ き ffi けつけ 仁と ころに 西 行の 眞 面目が ある" それば 力 


りで はない、 讚岐 遷幸の 後 も、 折々 御た より 申 上げて ゐる。 「讚岐 へお はし ま 

して 後、 歌と いふ ことの 世に いと 聞え ざり ければ」 ，家と 歌道の 廢れ ゆく の を 

嘆息して ゐる。 上皇 遠 所に て佛 道に 專 念し 給 ふ 由を拜 聞して は、 

若人 不嚼 打、 以何修 忍 辱 

世の中 を 反く たより やなから まし 憂き 折 ふしに 君が あはす は 

淺ま しゃい かなる 故の 報に て かかる 事し も ある 世な るら む 

ながら へ て 終に すむべき 都 か は 此の世 はよ しゃ とても かくても  • 

とい ふ數首 をお 贈り 申 上げた。 寂然が 讚岐 まで 伺候した 際に も、 西 行 はこれ に 

歌 を 托した。 寂然 も 上皇への 御 同情者で あつたと 見える。 これと あべこべに、 

內 大臣 實能 は、 賴長 失脚して 薨ゃ るの 後、 代って 左 府を拜 命した。 西 行の 心 は、 

かやうな 事から も 漸く 舊 主の 家から 離れて 行ったら しい。 長 寛 二 年 八月 廿 六日、 

崇德 上皇 讚岐松 山に 崩 じ 給 ふ、 寶算 四十 六。 


ffi  行  ，  三 六 

仁 平の 頃、 西 行 は 安藝 一宮 (嚴島 明祌) に參詣 した。 歌に よって 察する と、 季 

節 は 秋ら しい (ン 家集に 「播 磨の 書寫 山へ， まゐ ると て、 野中の 淸水を 見け る こと 

一昔に なりに ける」 云々 と ある は、 嚴島詣 0 途中 0 事であった らうと、 私 は 勝 

手に 決める ので あるが、 ぶ 當の事 は 到底 わからない： (平淸 盛 は、 これより 數 

年後、 永 i 曰 元年 八月 嚴島詣 をした" 西 行、 此 G 時 一緒に 行つ 仁と 想像す る こ、 こ 

も、 人々 〇 自由で ある J 高 野 を 居住 G 中心 一 i し V」 置いて、 諸方へ 行脚した で 

あらう。 家集に 現 はれて ゐる大 峰 修行 や 熊 野 詣 • 那智瀧 入 堂 や、 數衣 口野 行 

など、 槪ね高 野からで あらう と、 これ も 勝手に 想像す る。 

第 四、 高 野中 心 時代 • 後期 ^41  一 お 一 ill 

六條 天皇の 仁 安二 年 十月 十日 夜、 西 行 は賀茂 社に 詣で、 月光 〇 下、 法 施して、 


かしこまる 四手に 淚の かかる かな 叉い つか はとお も ふ 心に 

の 一首 を 手 向けた。 四國 行脚に 出ようと して、 お 暇 乞の 参拜 である。 こ. の 時、 

心 友の 西 住 は 近親に 病人あって 同行 出來 なかった やうで も あり、 或は 同行した 

けれども 途中から 引返した やうで も ある 2 家。 さう して、 やがて 入滅した。 往 

生 は 立派であった。 ともかく、 西 行 は 播磨路 を 通り、 備前兒 島の 八幡 社 こて、 

昔 見し 松 は 老木に なりに けり 吾が 年 へ たる 程 も 知ら 1 て 

と 一昔前の 旅行 を 追懷 し、 長 竿に 袋 をつ けて 11 とる 漁師の いとなみ を 見て は. 

立て そむる あみと る 浦の 初 竿 はつみの 中に もす ぐれた るかな 

と 「淚 こぼれて」 沙門ら しく 殺生の 罪 を 悲しみ、 牛 窓の 瀨戶 にて は、 

さだえ 棲む せとの 岩壺 求めいで ていそぎ し 海 士の氣 色なる かな 

小鯛ひく網のぅけ繩ょりめぐJ;^浮きしゎざぁる鹽崎の浦 

と 自由な 風體を 詠み、 それより 海 を 渡って、 讚 州に 着き、 「」< ム 山と 申す 听に院 


おはし， まし けん 御 跡 尋ね けれども、 か たもな かりければ」 と 哀しみつつ、 

松 山の 波に 流れて 來し 舟の やがて 空しくなり にけ るかな 

1^ 山の 波の けしき は 變らじ を かた 無く 君 はなり ましに しけり 

の 一 一首 を 淚と共 に 捧げ 奉り、 白 峰 御陵 一 )、 ぬ かづ き て は、 

よしや 君 昔の 玉の 床 とても かからむ 後 は 何に か はせ む 

と佛 者ら しく 諦觀 した。 「西 行 は新院 0 御 墓 白 峰と いふ 山寺と 聞きて 尋ね 參り 

仁り ける に、 あやしの 下 萌〇 墓よりも 猶草繁 し」 云々 と勿體 ない 御有樣 を參考 

本源 平 盛衰 記に 書いて ある。 弘法 大師 誕生 地 0 善 通 寺 や 大師 行 道 所 Q 世 坂な ど 

を 巡 遭し、 その 邊 に 草庵 を 結んで 暫 らく 修行した。 

今より はいと はじ 命 あれば こ そか かるす まひの 哀をも 知れ 

1^ しも あれ うれしく 雪の 埋 むかな かき 籠りな むと 思 ふ 山路 を 

ここ を 叉 吾が 住み 憂くて うかれい なば 松は獨 になら むと すらむ 


かやう にす ぐれた 歌の 數々 を 草庵 雪 裏で 詠み、 やがて. 「土 佐の 方 へ やまから ま 

し」 と 思 ひ 立った けれども、 それ は果 さす、 再び 內 海に 浮かんで、 九州の 一角 

を 踏んだら しい。 

はら か 釣る 大和 田 崎のう け 繩に心 かけつつ 過ぎむ と ぞ思ふ . 

元旦に 內膳 司から 筑 紫の 腹 赤の 贄を 奉る ので あるが、 その 魚 を 捕る 漁師 等は權 

柄づ くで 威張り、 他の 舟な どが その 繩に 觸れ ると 喧嚷 をし かける。 西 行 これ を 

見て、 「心 かけつつ 過ぎむ とぞ思 ふ」 と 心境 を 吐露した の だ。 人と 爭ふ心 はと 

くに 無くなって ゐる。 

. 私 かに 按 ふに、 廿三歲 の 出家と 五十 歳の 四國 行脚と は、 人間 西 行の 轉機を 劃 

する 二つ の最要 事件であった。 讚岐 行の 目的 は 崇德院 の 御 跡 を 弔 ひ 奉る 事と 信 

仰 上の 理想な りし 空 海の 遺蹟 を巡禮 する 事と に 在った 事、 言 ふ 迄 もない。 人間 
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西 行 は 此の 行脚に よって 一段と 深化し、 同時に、 必然の 結果と して 歌人 西 行 も 

一倍 偉くな つた、〕 遺詠 中の 傑作、 多く は 仁 安 以後に 屬 すと 愚考す る 「- 藤 岡 作 

太郞 博士 G 西 行 論に、 「崇德 上皇の 一 生 は. 西 行 Q 半生に 苦悶の 情 を斷た ざら し 

め、 世を棄 てた る 人 をして、 終に 全く 世を棄 つる 能 はぎら しめぬ" 渠の 歌に 悲 

哀痛 苦の 辭多 きも これに 基く こと 蓋し 鮮少なら ざり しなる ベ しつ され ど 上皇 崩 

御の 後 は、 悲痛の 種 ここに 去りて、 過ぎ去りし 禍福 は 今 は 仁 得道 解脫の 因と な 

り、 世事と 全く 相 離れて、 ひたすら 無我なる 自然に 接した るな らん。 山家 集 を 

撿す るに、 上皇 崩御まで は 人事に 關 する 歌な ほ少 から や、 その後 はこの 種の 詠 

殆ど これな き 所以、 恐らく はこ こに あらん か」 と ある は、 味讀に 値する。 但、 

長 育 以後の 西 行に 人事 詠 殆ど 無しと する は、 いかが かと 思 ふ。 

、 

四國 行脚から 何時 歸 つた か。 仁 安三 年 早々 の 事と 推定し 度い。 


花 を 見し 昔の 心 あらためて 吉 野の 里に 住まむ と ぞ思ふ 

の 歌に 「國々 めぐり ま はりて 春 かへ..^ て、 吉 野の 方へ まからん としけ るに、 人 

の、 この 程 は いづく にか 跡と むべき と 申しければ」 と詞 書して あるの は、 此の 

時 かと 一 應筌想 をめ ぐらして みたけれ ども、 勿論 證據は 無い。 吉 野に は 幾度 も 

出入して ゐる。 この 歌、 康 治の 奧羽行 脚から 歸 つた 時の 事と も 想像 出來 ない 事 

はない。 「人の」 と ある を 捨てた 妻の 事と 考 へるならば、 一 ほ 康治天 養ら しく 

なる。 すべて、 かやう の 事の 決定が、 西行傳 中の 難問で あり、 同時に 興味深い 

點 でも あらう。 

第 四 期の 西 行 は、 檢校 とか 僧都と かに は無關 心と しても、 眞言 密乘 の學 僧と 

して 倍々 重き を 加へ たらしい。 安元 治 承の 間、 五辻 齋院 頌子內 親王が 御 父 帝 鳥 

羽院 菩提の ために 高 野 東 別 所に 蓮華 乘院を 建立し 給 ふや、 西 行 は 齋院の 御指圖 


を 承って 大義 房 賢宗 と共に 其 Q 事に 當っ た。 金剛 峰 寺 所 藏〇 寶簡 集に よれば、 

ムリ ¥ 元年 紀州日 前 宮造營 の 役 を 高 野 〇 領に賦 課され 仁が、 西 行 出京し、 そ 0 免 

除 を當局 に請顆 して ゐ る " 彼 が 寺 {^ に 重 き を 成 し て ゐ仁 こと を 窺 ひ 得る で あら 

う、」 仁 和 寺 御室 覺性法 親王 や 崇德院 皇子 元 性 法 印に しばく 謁して ゐる 0 も、 

ほか 

西 行が 眞言 〇 高德 なりし が 故に 他なら ぬ" 當時 0 西 行、 もはや、 單に ありし日 

Q 御緣を たどって 高貴に 近づく とい ふやう 〈 ^ 心 境 \-〔 - は 無かった ： さ うして、 兩 

皇子に 於 かせられても、 東密 0 法 統を繼 ぎ、 利他 0 妙 行 を 專修し 給 ふ Q であつ 

VT 

嘉應元 ly- 三月、 後白河 院高野 御幸 Q 盛儀 あり、 西 行お そらく これ を拜 した 事 

であらう， - 院に は、 更に 承 安元 年 六月 一 日 熊野詣 Q 御つ いで を 以て 攝津 住吉 

御幸 あり、 西 行 は 翌日 その 御 あと を拜 して、 


絕 えたり し 君が 御幸 を 待ちつ けて 祌 いかばかり 嬉し かるらむ 

と 感激に 咽んだ。 後白河 院は待 賢 門院の 御所 生に あらせ 給 ふ。 おなじ 年の 十月 

紅葉の 頃、 上 西 門院が 御 母 儀 故 女院， g のた め 仁 和 寺 法 金剛 院 御堂の 供養し 給 

ふや g、 西 行 これに 會し、 兵衞 局と 懷舊の 歌 をよ みか はした。 五十 歲を揄 えて 

も、 とかくに 昔 は 忘れ 難いので ある。 

0 

西 行 は 又、 平家の 人々 と相當 懇意であった らしい。 承 安二 年 三月 入道 靑 盛が 

攝津福 原 第に て 千 僧 供養し、 尋で和 田 濱に萬 燈會を 催した 時、 西 行 も 招かれて 

これに 會し、 

消えぬ ベ き 法の 光のと もし 火 を かかぐ る 和 田の 岬な りけ り 

と 詠 じた。 前述 日 前 宫造營 賦役の 事に 關し、 西 行が 京都から 檢校房 光に 宛てた 

る 文書 を檢 する に、 淸盛西 行の 間に 個人的 交友の 關係 ありし 事 を前是 として 居 
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ら， 、ならぬ やうに 解せられ る。 治 承 二 年 (或は 三年 )© 暮、 西 行 雪中 を 高 野に 

登る と 聞いて、 時忠 呼から 惜別の 一首 を 贈って ゐる。 ， 並大抵 Q 間柄で は 

tl 一 ささう だ。 槪 して、 西 行 平家に 同情して ゐた事 は、 さまた、 \ の理. 田 Li より 尤 

も /  ^-っれ vo。 

高 野 在住 中 Q 一  挿話と して、 ，h< の やうな 事 もあった。 

みやた てと 申しけ る はした ものの、 年 高くな り 

て樣か へ などして、 ゆかりに つきて 吉 野に 住 ゆ 

C け 田 ：5 ひかげぬ やう なれ ども 供養 をの べん 

料 に とて、 くだ 物 を 高 野の み 山へ 遣し け る に、 

花と 申す くだ 物 侍りけ る を 見て、 申しつ か はし 

ける 

折槽に 花 の ,,、 だものつ みて けり 吉 野の 人の 宮立 にして 

か へ し  みやた て 

、い ざ し く はこべる みやた て を 悟り 開け む 花 に た ぐ へ て 


まことに、 味の 深い 謄答 である。 「はした もの」 と は、 女官で 無く、 身分の 氐 

い 召使の 謂に 相違ない。 勿論、 西 行 在俗 時代の 舊 知であった。 さやう の 女が 老 

いて 尼に なり、 吉 野の 奥に 浮世 を わび 住ま ひして ゐ るのと、 野 山の 高德西 行と 

の 間の、 佛 供養に 關 する 交渉な ので ある。 人間 西 行の 溫 かみ もよ く 表 はれて ゐ 

る。 江 口の 時雨 西 行 は 巷間に 有名 だが、 あんな 干 乾ら びた やうな、 生臭い やう 

な、 さう して 類型的な 話 は 面白くない。 「みやた て」 とい ふ 名 も 可憐 だ。 「遊女 

たへ」 の 比で ない。 

嘉應 以後、 高 倉 天皇の 御宇、 西 行 は 何事 をか密 奏したら しい。 

高 倉 院の御 時、 傳へ 奏せ さする 事 侍りけ るに、 書 

きそへ て 侍りけ る 

跡と めて 古き を 慕 ふせなら なむ 今 も あり へ ば 昔なる べし 

「何事 を か」 と 言っても、 勿論 政治 上の 事で なく、 實は、 歌道に 關 する 奏上に 


相違ない ので ある。 それ は、 右の 歌の 內容 から も 推定し 得る。 「世々 の 跡 を 求 

めて、 古き 事 を 大切に 慕 ふ 事に 致し 度い もので ご. ざいます る。 さて、 さう 致し 

ますと、 現^の 跡 も 亦 おろそかに は考 へられません。 今日と いへ ども 年が 經 

ちます と、 昔になります。 後世から 見ます と、 今日が 又 古き 事になる ので ござ 

いますから」 とい ふ 意味で ある。 按 ふに、 勅撰集 0 御 事 あり 度し と 奏上し 仁に 

相違ない つ 他の 解 釋は附 かぬ Q である。 新 院讚岐 遷幸 Q 後、 「歌と いふ ことの 

世に いと 閜 え ざり ければ」 と 嘆息した 西 行なの だ。 俊 成と 舊 くから 懇意の 西 行 

なの だ。 但、 壽 永の 頃 千 载集撰 進の 院宣が 俊 成に 下った、 そ G 遠因が 西 行の 密 

奏に 在りとまで 言つ 仁なら ば、 妄想に 近い。 歌に 對 する 西 行の 關心 は、 むしろ 

妄執と 稱 してよ い。 或は、 讚 佛乘の 方便と も 解 釋出來 る。 高僧 傳 中の 圓位 上人 

となり 得 やして、 文學 史上の 歌聖 西 行に 終つ 仁の も、 これが 仁め だ。 高 野 後期 

に 於、 て、 皮よ 「戀百 十 首- なる もの を 作った。 これ は嘉應 から 安元に 亙る 數 


年間の 或 年の 作で ある 事 は、 建 春 門院 少納言 局 (信 西の 女) が 此の 大作 を 借覽し 

た 由の 後記 あるに よって 推定され る。 尤も、 當 年の 百 首 歌の 類 は、 、仏す しも 一 

度に 作らす、 多年の 作 を取纒 めて 編輯した 場合 も あるから、 「戀百 十 首 1 にも 

幾分 か舊 作が まじって ゐる かも 知れぬ。 それにしても、 大部分 は 近作に 相違な 

い 0 さて、 此の 歌 群 中に、 

哀 とて 人の 心の なさけ あれな 數 ならぬ に は よらぬ 嘆き を 

危 さに 人目 ぞ 常によ かれけ る 岩の かど 踏む ほきの かけ 道 

とにかくに K はま ほしき 世 なれ ども 君が 住む にも 引かれけ るかな 

かやうな 歌 を 見せられ ると、 出家 前の 悲戀 の惱 みが、 たと ひ 過去の 事と して 振 

返った ものと しても、 五十 餘歲の 西 行に 影の 如く 附纒 つて ゐる 事が 窺 はれる。 

彼 は 畢竟 歌人で ある。 歌の ついでに、 もう 一 つ、 安元 二 年： 山 無 動 寺に 修行 中 

の慈圓 くお と 歌の 贈答 をした。 沙石 集に 「西 行 法師 遁世の 後、 天台 眞言の 大事 


を傳て 侍りけ る を、 吉 水の 慈鎭和 尙傳 ふべき よし 仰せられければ、 まづ 和歌 を 

御 稽古 候へ、 和歌 を 御 心得な くば 眞言の 大事 は 御 心得 候 はじと 申け る、 故に 和 

歌 を 稽古し 給 ひて 後傳 へんとの たま ひける となんい へり」 と ある は、 不信の：^^: 

石 集 だけあって、 いささか 莫迦げ てゐ る。 かやうな 事を眞 面目く さって 勿體っ 

ける から、 「和歌」 が 莫迦に される ので ある。 眞言 祕密 を唱 ふる 心 持で 和歌 を 

詠 やべ しと 言 ふ 方 は 差 支ない 5 龍；； ic 乍 併、 和歌 を 稽古せ ねば 高僧に 成れぬ と 

いふ は、 逆 定理の 誤 露で あらねば ならぬ-,) 西 行 は、 こんな 事 は 言はなかった。 

萬 一言ったならば、 彼 も 莫迦で ある。 それから、 歌人 〇傳統 として 慈 鎭は西 行 

を亞ぐ ものな りと する ー說 も、 閬 違って ゐる。 出家で 歌が 好きであった と 云 ふ 

事が 相似して ゐる だけの こと だ. - 少しく 究めれば、 二人 は 人間と しても 歌人と 

し て も 素質の 違 ふ 事が わからね ばなら ぬ 害 だ。 


*t£、 免 E-  4lt  *K 治 承 四 年— 建久 元年 
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晩年 時代 は、 伊勢 在住の 六 箇年餘 と 關東奧 羽 行脚 以後の 約四箇 年と に 截然 二 

分出來 る。 

西 行、 三十 年間 生活の 中心とした 高 野 を 出で、 安德 天皇 卽 位の 前後、 治 承 四 

年 i 一針の 春、 熊 野に 詣で、 「新宮 より 伊勢の 方へ まかりけ る」 こと は、 山家 集 

によって 明らか だ。 又、 「高 野 を 住みう かれて 後- 伊勢 國 二見の 浦の 山寺に 云 

云」 「伊勢のに しふく 山と 申す ところに 云々」 など を 綜合して、 山 田 二見の 邊 

に 定住した こと も 疑問 無し。 晚 年の 久しい 間 を 何故 伊勢に 定住した か。 和 光 同 

塵 • 本 地 垂迹の 時代 的 信仰に よって、 大神宮の 忝 さに 佛 門の 西 行の 牽 付けられ 

た 事が、 言 ふ 迄 もな く 第一 であった らう。 それから、 當時、 伊賀 伊勢に かけて 


同族 佐 藤氏が 多かったら しい。 伊勢 平氏 靜 と 言つ 一 ほ、 平家の 支族 も盤蹈 

してる たらしい。 祌宫 の祠官 g 財 ^ や 僧侶に、 かねてから 西 行の 歌 弟子が 少く 

なかった。 菩提 山 神宫寺 再興の 良 仁 上人 も、 かねてから 鞠聖 1^ 通 や 西 行の 知人 

であった。 此の 高 德に依 止して 最後の 修行 をしょう と悲顚 したの かも 知れぬ。 

これらの 便宜 を 西 行 伊勢 移住 Q 誘因と 觀て よから う。 それ 二しても、 何故に 野 

山 を 見捨てた かの 消極的 理由 も 存在せ ねばならぬ。 按 ふに、 仁 安 前後 s% 丑 針 

から G 高 野 は、 彼に とって 漸く 住み 憂くな つて 來 たらしい。 再 輿の 偉 僧 覺變の 

寂 後、 一山 〇 空氣 はいつ まで 淸淨を 保ち 得た か、 疑問で ある。 琳賢 ゃ淨心 〇 如 

き 先輩 Si ひ も 相 衣いで 世 を 去つ 仁： 高野山 往生 傳 によれば、 淨心 上人 は紀州 

花圜 村の 人、 豫て 死期 を 知り、 永 萬 二 年 七月 十三 日、 佛 前に 端坐、 結 印して 入 

滅す、 年 六十 九と ある。 西 行 は 此の 人の 感化 を も 蒙った に 相違ない。 承 安四 年 

に は 東 寺との 關 係から 騷動 起って、 後白河 院に 解狀を 上る とい ふやうな 事に も 


なった。 西 行 は、 むろん、 苦々 しく 思ったら う。 加 之、 嘉應 元年の 末に は 鳥 羽 

皇子 覺性法 親王が 薨去 あそばされた。 法 親王 は 仁 和 寺 御室と して、 法 統の關 係 

上、 折々 高 野に も 入御あった。 待 賢 門院 御所 生と いふ 事から しても、 西 行 は. 法 

親王に 親しみ 奉り、 山 崎 紫金臺 寺の 御所に も 伺候して ゐる g 家。 又、 崇 德院皇 

子に して 覺 性の 御 法 弟なる 元 性 法 印 も 高 野に 籠り 給 ひ、 寒夜、 西 行に 小袖 を 賜 

はった 事 さへ ある g 家。 元 性の 薨年は 不明 だが、 山家 集 その他に 全く 御 消息の 

絕 えて ゐる 事から 考へ ると、 早世し 給 ひし ものと 拜 察せられる。 いはば、 かや 

うな 保護者 達の 亡くなられた 事 も、 西 行が 「高 野 を 住みう かれ」 た 原因と 観て 

よから う。  . 

保 元 平 治の 動 亂を高 野の 山 房から 觀た西 行 は、 引續 いて 起った 源平 鬪爭 • 後 

者の 滅亡 を 伊勢の 草 嵐から 眺めねば ならなかった。 保 元 平 治 そのものに 關 して 


s  .  &  五 二 

歌 ふ、 (，"つた 西 行 も、 源平の 戰爭は 人し きに 互った 仁め か、 それに 就いては 折 

拆の感 お. 1 を 遺して るる。 福 原 遷都 Q 由を傳 聞して、 

雲の上 や ふるき 都に なりに けりす むらむ 月の 影 はか はらで 

露し げく 淺茅 しげれる 野と なりて ありし 都 は 見し 心地せ ぬ 

と 慨嘆し、 賴朝擧 兵 以後 Q 戰 亂を淺 ましく 思って は、 

世の中に 武者 起り て、 西 ひんが し 北 南、 いくさなら 

ぬ听 なし。 打ち 憤き 人の 死ぬ る數 きく 夥し、 まこと 

とも甍 えぬ 程な り 0 こ は 何事の 爭ひぞ や、 あはれ な 

る ことの 樣か なと 覺 えて 

死 手の 山 こ ゆる 絕間は あら じかし 亡くなる 人の 數績 きつつ 

又 

沈むな る 死 手の 山川 みなぎりて 馬 筏 もや かな は ざるら む 

木 曾と 申す 武者 死に it りに けりな 

木 曾 人 は 海の いかり を しづめ かねて 死 手の 山に も 入りに ける かな 


短慮の 旭將 軍が 敗 死 を、 かく 冷やかに 批評した ので ある。 宗盛 父子が 近 江で 斬 

られた 時、 淸宗の 母なる 人に 同情して、 

夜の 鶴の 都のう ち を 出で であれな この 思 ひに は 惑 は ざら まし 

養 和 元年 閏 二月 淸盛 薨去の 時には、 何も 歌って ゐ ない。 . 

治 承 文治の 間、 大火 • 饑饉 • 旋風 • 地震等 相 接して 京洛 を 見舞った。 方丈 記 

に 羅列され たこれ 等の 事 を、 西 行 は 一首の 歌に もして ゐ ない。 按 ふに、 佛 者の 

彼、 天災 は 天意と あきらめ、 それよりも 人類の 相剋 を 痛， ましく 感じた が 故で あ 

らう 0  - 

久しく 消息 を中絕 して ゐた 後宮の 女房が、 西 行 晩年の 歌に 色彩すべく、 最後 

の 横顔 を 見せ； i。 待 賢 門院 崩 後に 上 西 門院の 女房と なった 老 媼兵衞 局で ある。 


門院の 御所 Q 噂な ど 伊勢まで 傳 へられ 仁が、 元 暦の 頃、 「兵衞 G 局 武者の 折 ふ 

し， y せら 飞に けり。 契りた まひし 事 ありし もの をと、 あはれ に覺 えて」 

さきだた ば しるべせ よと ぞ 契りに しお くれて a ふ あとの 哀れ さ 

によって、 ft の 女官 往生 Q 際に は 西 行 引接の 善 智識と ならん と、 かねて 約束し 

て 置い； i こと を 知り 得る。 三十 餘年 前、 姊の 堀川 局と も、 さう であった。 

西 行が 和歌への 執着 は、 晚 年に 及び、 ますく 深くな つた。 これ は、 想像 以 

上の 現象な ので ある。 壽永ニ 年 春、 後白河 法皇から 歌集 £載 撰修の 勅が 俊 成に 

下された 事 を、 伊勢の 西 行 早速 聞き込んで、 自分の 詠 藻 を 撰者の 許へ 送り 屆け 

花なら ぬ 言の葉 なれ どお のづ から 色 も ある やと 君 拾 はなむ 

と 言 ひ 添へ て やった。 西 行が こんな 事し なくても よさ さうな もの だと、 首 を か 

しゲる 人が あるか も 知れぬ。 井 娃杪第 六 「或 人 云。 千載 集の 比、 西 行 在 東國け 


るが、 勅撰 あると 聞て、 上洛し ける 道に て、 登 蓮に 逢に けり。 勅撰の 事尋 ける 

に、 はや 披露して 御 歌 も 數多入 たると 云へ り。 鴨 立つ 澤の 秋の 夕暮 とい ふ 歌 入 

たり やと 問 ひければ、 見え ざり しと 答へ ければ、 さて は 見て 要な しとて、 これ 

より 又 東國へ 下りけ ると 云。」 東國と ある は 伊勢の 事と 解す るなら ば、 この 揷 

話 をまん ざら 妄譚极 ひに は出來 ない。 西 行に して は 暑苦し 過ぎる 話 だが、 歌の 

執念に 關 する 限 トノ、 ありさうな 事な ので ある。 千載 集に は 十八 首 採られた" 俊 

成 手盛りで 三十 六 首 採った に 比 ベ ると、 步 合が惡 過ぎる かも 知れない。 (尤も、 

これ は兩 者の 歌の 優劣に は關 係ない こと だ。 ) 文治 元年の 頃の 發案 かと 思 ふ、 

西 行は當 時の 有望なる 歌人 慈圓 • 寂 蓮 • 隆信 • 定家 • 家隆 • 公衡 等に 勸 進して 

百 首 歌 を 詠まし めた。 これらの 歌人の 家集に 「伊勢 百 首」 とか 「二見 浦 百 首」 

とか 題して 載せられて ゐる のが、 それで ある。 西 行 田舍に 閑居しても、 當 年の 

歌界 (現今なら ば 歌壇) に關 して 觀る べき 要所 はちゃん と 觀てゐ る。 彼が 撰拔し 


仁數者 は將來 〇 和歌 を 左右し. u 中框 である。 淡泊な 人間で は、 こんな 企て は 出 

來も せす、 しもし ない： 西 行 Q 暑苦しい 半面な 〇 だ。 又 彼 は、 伊勢 G 草庵で 自 

分 Q 新 舊の作 を 整理し、 諸 社 十二 卷 G 自作 歌合 を 緩 暴した。 十二 卷な りし 事 は 

拾 玉 集に 「圓位 上人 0 十二 卷 0 歌合」 云々 の 歌 序 あるに よって、 疑問ない。 乍 

併、 十卷は nil 減して、 ニ卷 のみ 後世に 遺された。 御 裳 濯 河 • 宫 河ニ卷 Q 歌合に 

仕立てて、 京に 送り、 一 を 俊 成に、 ーを定 家に 判せ しめた。 世捨 人に も 似合 は 

ごふぎ やう ほか 

ぬ、 小面 倒な 事 をした もの だ。 皆、 歌へ Q 妄執が なさし めた 業 行に 他なら ぬ。 

「ことに 其 i チ河內 の ひろ か はと 云 ふ 山寺に て 煩ら ふこと ありと 聞きて、 急ぎ 遣 

し； i りし かば、 限な く 喜びつ か はして」 云々 と 長 秋 詠 藻に 書かれて るる。 最期 

0 一 丙牀に 於いて さへ、 歌合の 事 を 心に かけて る 仁樣 子が 讀， まれる： 更に、 伊勢 

閑居 中 G 最も 大切な 仕事 は、 おそらく 彼が 家集 を自 編し 仁で あらう とい ふ 事で 

ある。 全く、 私見に 過ぎない が、 これほど 歌に 執着した 西 行が、 七十 歲をま 0 


あたりに して、 家集 編纂 を 思 ひ 立たぬ 害が 無い。 兩 歌合の 如き も、 此の 仕事の 

副產 物で あつたに 過ぎな からう。 さて、 西行自 編の 家集が、 六 家集 本山 家集 や 

周嗣 本山 家集の 原本と なった か、 或は 自編後 やがて 集と して は 湮滅して さやう 

の 影響 を 遺さなかった か、 これらの 事 は 何とも 決定し 難い。 唯、 斯うい ふ 事 だ 

け は 云 ひ 得る。 山家 集 ゃ周嗣 本の 歌 序の 中には、 いかにも 西 行 自身が 書いた で 

あらう、 西 行 自身で なくば 書き 得ない、 と 推定され るも^ 不少。 集と して 湮滅 

しても、 所謂 歌集 切と いふ やうな ものと なり、 散らばって 諸 所に 遺った 事 だけ 

は 確實と 愚考す る。 なほ、 於 伊勢 西 行自編 歌集なる ものが、 將來 現出 しないと 

は 限らぬ。 昭和の 御代に なつてから も、 聞 書 集 や 聞書殘 集の 發 見せられ たこと 

を 思 ひ 合 はせ るが よい。 

西 行 は 歌に 樂 遊し 仁者と 一 般に 解せられ る。 興に 乘 じた 卽吟の 夥しい こと も 


isMK である。 乍， 併、 樂 遊と 云っても 良 寛な どの 態度と は 又 違 ふ。 根柢に、 锻鍊 

と 苦^と 妄執と 〇 嚴存 して ゐ仁事 を 忘れて はならぬ。 されば こそ、 多く Q 秀吟 

を 遺した、 - 殊に、 晚 年の 作と 推定され る も Q に 傑作が 多い。 「地獄 畫を 見て J 

0 大 連作 や 「嗟 蛾に 住みけ るに、 仁 はぶれ 歌と て 人々 よみけ る を」 十三 首の 如 

き、 和歌 史上お そらく 類例な く、 老 哲人 觀と 歌聖 Q 手腕と が渾 然として こ 

こに 融合して ゐる。  • 

文治 二 年 Q 秋 立つ 頃、 六十 九 歲の西 行、 伊勢 を發 足して、 東海 奥 羽 〇大 行脚 

に 上つ 仁。 これより 先、 治 承 四 年 十二月 平 重 衡に燒 かれた 東大寺 大佛殿 Q 再 輿 

を、 重 源 上人、 後白河 法皇 Q 勅に よって 立願した。 西 行 は 重 源との 約に もとづ 

き、 沙金勸 進 〇た め 奥の 秀衡を 訪問し ようとい ふ 0 である-」 途す 力ら 

年た，^ て 叉 越 ゆべ しと 思 ひき やい のちな りけ り 佐 夜の 中 山 


風に なびく 不二の 煙の 空に きえて ゆく へ もしらぬ わが 思 かな 

の 如き 絕唱を 詠 じて、 中秋 明月の 頃し も 鎌 倉 着.' 總追 捕使賴 朝に 謁した。 東鑑 

文治 二 年 八月 條に 云、 

十五 日、 己 丑、 二 品 御 參詣鶴 岳宫、 而老潸 一人 徘徊 鳥居 邊、 條之、 以景季 令 

問 名字 給 之處、 佐 藤兵衞 尉憲淸 法師 也、 今 號西行 云々、 仍 奉幣 以後、 心靜遂 

謁見、 可談 和歌 事 之 由 被 仰 遣、 西 行 令 申 承 之 由、 廻 宫寺奉 法 施、 二 品 爲召彼 

人 早速 還 御、 則 招 引 營中及 御 芳談、 此間就 謂道幷 弓馬 事、 條々 有 被尋仰 事、 

西 行 申 云、 弓馬 事 者、 在俗 之當 初、 愁雖傳 家風、 保延 三年 八月 遁世 之 時、 秀 

鄕 朝臣 以來 九代嫡 家相 承 兵法 燒失、 依爲 罪業 因、 其 事曾以 不殘留 心底、 皆 忘 

却 了、 詠 謂 者、 對花月 動感之 折節、 僅 作 三十 一字 許 也、 全 不知 奥旨、 然者是 

彼 無 所 欲 報 申 云々、 然而恩 問 不等 閑 之 間、 於 弓馬 事 者 具以申 之、 卽令俊 兼 記 

置其詞 給、 粹 被專 終夜 云々、 

西 行 評 1^  五 九 


十六 日、 庚 寅、 午刻 西 行 上人 返 出、 頻雖 抑留、 敢不 物、 令 二 品 以銀作 猫 被 宛 

贈物、 上人 乍拜領 之、 於 門外 與放遊 嬰兒、 西 行 是請重 源 上人 約諾、 東. フ寺举 

爲勸進 沙金赴 臭 州、 以此便 路巡禮 鶴 岳 云々、 陸奧 守秀衡 入道 者、 上人 一族 也 

營 中に おける 西 行の 面目 躍動して ゐる。 さて、 ちょいと 餘 計の 事 を 言 ふが、 此 

の 有名な 銀 猫 は、 果して 兒 童に 吳れ たので あらう か。 同じく 東 鑑に據 ると、 文 

治 五 年 八月 廿 一日、 泰 衡平 泉 館に 放火して 逐電し、 翌廿 二日 賴朝 その 燒跡 を檢 

分す ると、 坤 の 隅に 倉廩 一宇 火 を 免れて 殘 つて ゐ仁。 內 部に は、 紫檀 0 厨子 • 

犀の 角 • 象牙の 笛 • 金の 沓 • 金 造り Q 鶴 等々 0 珍 寶眼を おどろかし、 さう して 

「銀 作り G 猫」 もあった。 東鑑 の記錄 だから 疑 あるまい。 西 行、 墨染 0 袖に 包 

んで、 奥 Q 秀衡へ 引出物に した か。 伊勢から 俊 成の 許へ 濱 木綿 を 送っても ゐる 

なかく、 こまかく 氣 0 つく 男で もあった. の だ。 沙金勸 進と 云へば 古風に 聞え 

るすれ ども、 今日で 云へば 寺へ 寄附 〇勸 誘 だ。 まんざら 俗才 無くて 出來る 役目 


ではない。 

十月 十二 日 平 泉 着。 鎮守府 將 軍秀衡 方に 寄寓した が、 卽日、 折からの 雪 を 犯 

して、 衣川の 砦 を 一見した。 「河の 岸に つきて 衣河の 城し ま はし 仁る 事柄、 や 

うか はりて、 物 を 見る 心地し けり」 と 山家 集に あるの は、 只の 寒衲で 無い。 總 

追甫 に 弓馬 を談 じて 來た傑 僧で ある。 流罪で 當國に 來てゐ 仁 南都の 僧と 中尊 

寺に 會談 し、 さて 越年して は、 さすがに、 

常よりも 心細く ぞ おも ほ ゆる 旅の空に て 年の暮れ ぬる 

と 感傷した。 ここに、 私共の 空想 を 達しく させる に 足る 最も 興味深い こと は 

西 行來と 殆ど 時 を 同じく して 義經 主從 が、 これ も 東大寺 廬遮那 佛勸進 0 山伏と 

なって 諸國の 新關を 欺きつつ、 秀衡の 許に 投じた と 云 ふ 史的 事實 である。 東鑑 

文治 三年 二月 十 曰條に 「前 伊豫 守 義顯、 日來隱 住所々、 度々 遁追捕 使 之 害訖、 

西 一,^: 評 傳  カー 


遂經 伊勢美 濃 等國赴 奥州、 是依 特陸奧 守秀衡 入道 權勢 也、 相 具 妻室 男女、 皆假 

姿 於 山 臥 K 兒童 等。」 賴 朝が 院宣 を 乞うて 義經 Q 搜捕 に，^, かった の は、 文治 元 

年 十一月からの 事であった。 柬鑑に 「義 顯」 とした G は、 ョ クァラ ハレル ヒ緣 

起 を 祝 ひ 鎌 倉 方で 改名した 故で ある. - 平 泉 潜入の 風聞が 鎌 倉に 傳 はつた Q は大 

分 後の 事で、 實際高 館 入 は 前年 ii£ の 末と 歷 史家 は 觀 察して ゐ る。 「義經 が 潜 

匿して ゐる だら う。 早く 出せ」 と 幕府から 厦 衣 追究され 仁 けれども、 秀衡 はい 

つも しら. まつ くれて 、「奥州へ は來て ござらぬ」 と 返事した" そ 〇 秀衡 が、 なん 

で 義經を 他人に 逢 はせ る もの か。 況して、 つい 先頃 賴 朝と 面談して 來仁 凡人な 

らぬ西 行に 引合せる 害が 無い。 西 行 は 後世の 文人に 絕 好の 史劇 「義經 と 西 行」 

を 書かせる 機 緣を與 へす して、 沙金勸 進の 工夫 を 凝らす のであった へ』 對 岸束稻 

山の 櫻 花 を 賞し.。 三月に は 出 羽 最上 鄕の 瀧の 山まで も 行った。 さう して、 おそ 

くも 年內 JSf に は 京都に 歸り、 しばらく、 嵯蛾 Q 邊に 住んだら しく 考 へ られ る。 


1 明惠 上人 傳記」 を 信す るなら ば、 此の頃、 彼 は §w 尾の 高辨 §1 にしば く會 

ひ、 「我 歌 をよ むは、 遙に 尋常に 異なり。」 「我 亦 此の 虛筌の 如くなる 心の 上に 

於いて、 種々 の 風情 を 色 どると いへ ども、 更に 蹤跡 なし。 此〇 歌卽 如来の 眞 〇 

形體 也。 さらば、 一首よ み 出で て は 一 體の佛 像 を 造る 思 をな し、 一句 を 思 ひつ 

づけて は 祕密の 眞言 を唱 ふるに 同じ。 我 此の 歌に よりて 法 を 得 事 あり。 若し こ 

こに 至ら やして 妄りに 人 此の 道を學 ばば、 邪路に 入るべし と 云々。」 高 辨に對 

して 老 哲人が 體驗を 語った 事 は、 面白く も あり、 ありさう でも ある。 乍 併、 西 

行往々 にして、 平氣で 粗末な 卽興歌 を 吐き出した 事實 にか へ りみ ると、 「 一 瞪 

の 佛像を 造る 思 をな し」 云々 は、 相手 を 喰 ひ 過ぎて ゐ ないか。 

文治 三年の 何月 頃 か、 奥州から 歸 つお 西 行 は、 I 二 年の 間、 華洛 のほとりに 

名殘の 居住 をして、 同 五 年の 何月 頃 か、 河 內石川 郡 弘川寺 g 城 § とい ふ 眞言の 


寺に 引 籠った も G と 推定され る。 (文治 五 年 七月 廿日 上 西 門院 崩御 あそばされ 

たが、 或は、 其の 時 以後 河內へ 移った と 想像 出來ぬ こと も あるまい。) 此 G 山 

寺に は、 他日 Q 後鳥羽 天皇 護持 僧なる 签寂 上人が ゐ仁。 西 行 は 此の 高僧 を 最期 

G 善 智識に 依 止せん と 念じた Q かも 知れぬ。 翌建久 元年 二月 十六 日、 七十 三歲 

にて 大往生 を 遂げた；^ f| 顏； I 玉。 悲報 は、 何人よ. -も先 づ俊成 Q 許へ 達せら 

れ たらしい。 俊 成 Q 挽歌、 慈鎭， と 寂 蓮との 間 及び 定 家と 公 衡 との 間に、 西 行 示 

寂に 關 して 贈答され た 歌が ある。 臨終 立派で、 十 念亂れ ざり し 事 は、 拾 玉 集に 

「文治 六 年 二月 十六 日、 未の 時、 圓位 上人 入滅 臨終な ど、 まことにめ でた く、 

存生に ふるま ひ 思 はれたり しに 更にた が はす、 世 Q 末に ありがたき よしな む 申 

し 合け る」 拾遺 愚 草に 「建久 元年 二月 十六 日 西 行 上人み まかりけ る、 を はり 亂 

れざ りけ るよ し 聞きて」 と あるに よっても、 明白 だ。 

願く は 花の もとにて 春 死なむ その きさらぎの 月の 頃 


と.， > ふ 人口に 膾炙した 一首 は、 「此の 二三 年の 程」 に 詠まれた ものなる 事、 拾 

玉 集に 記されて あり、 長 秋 詠 藻に も 「かく 詠みたり し を を かしく 見 給 ひし、 こ 

とに 二月 十六 日 望の 日 を はり 遂げけ る こと あはれ にあり がた く覺 えて」 云々 と 

書 力れ てゐ る。 「存生に ふるま ひ 思 はれたり しに 更にた が はぬ」 入滅な の だ。 

墓所に ついては 異說 ある けれども、 弘川 寺の 域內に 葬った 事 は 疑問ない。 享保 

b 末、 似 雲と いふ 特 志の 僧、 西 行の 古墳 を發 見した とい ふ 物語が ある けれども 

委細 は 省く。  ， 

西 行の 厘采 いか やうに も 想像 出來 よう けれども、 愚見に よれば、 出身と 閹 

歷 とに 鑑み、 眉目 淸秀、 稀代の 美丈夫で あつたに 相違ない。 と 云っても、 勿論 

業 平 型で は 無い。 凛と した 偉丈夫であった らう。 頗る 健康に 惠 まれて ゐた事 は 

七十 歲で奥 羽 を 踏破した S でも わかる。 神宮 文庫 藏の傳 土 佐廣周 筆の 肖 象 ま、 


寫眞に 撮つ 仁の を 見た 感じで は、 普通 〇 寒 衲で、 何 0 奇も ひさ さう である.^ 集 

古 十 種 所載 Q 河內 H 金剛 輪 寺 釋迦堂 安置 木像 も、 本物で なく 畫 にして あるた め 

か、 びんと しない。 弘川寺 西 行 堂 安置 Q 傳文覺 刻 木像 (これ も 集 古 十 種に 出) は 

曾て 一見した が、 頑丈な 面貌 をして ゐる だけで、 全然 氣品 を缺 く。 むしろ 文覺 

自身 0 像と 觀る 方が 適當. た。 京都 帝室 博物館 藏の傳 頓阿刻 木像 は、 諷逸 0 味 は 

十分 こ 現 はして a る けれども、 全 風格 を |i ぶよす がに はもの 足らぬ。 これらい 

づれ も、 西 行 〇 風 丰に關 する 私 0 まぼろし を 具象して はくれ ない。 


二 西 行と 交渉 ありし 人々 

人間 西 行 を 知らん がた めに は、 種々 の觀點 から 考察せ ねばならぬ。 遺作 (ぬ 

歌) の檢 討から する も 一 つ。 信仰 修道の 方面から する も 一 つ。 1 了 卸の 足， F  、ら 

する も 一 つ。 さう して、 彼が 往來 交渉した 人々 を 調べて 見る も 一 つ。 此 Q 對人 

關係は 極めて 重要な 事柄で、 西 行 傅の 半分 は 此の 中に 暗示され てゐ ると 斷定し 

て 宜しい。 私 は 繁雜を 厭 はす、 これ を 克明に 調べ 上げて 見よう。 資料 は、 勿論 

假託書 • 僞 書 • 小說の 類 を 斥けて、 信すべき 文獻 のみに 麇る。 

西 行の 一生、 いかなる 人々 と交涉 あつたか を、 山家 集. 周嗣本 異本 山家 集. 

藤 岡 氏 異本 山家 集 追 而書加 西 行 上人 和歌. 聞 書 集 .聞 書殘集 • 御 裳 濯 河 歌合. 宮 


歌合 • 新 古今 集 • 新 勅撰集、 その他に 收 めら れ仁 遺詠の 詞睿 から 調 ベ ると 

衣の 如くで ある。 交涉 あつ 仁人々 とい ふの は、 西 行と 同時代に 生存して ゐ 仁人 

人に 限る 意味で、 弘法 大師 • 能 因 法師 • 赤 染衞門 • 良暹 法師 • 周 防 內侍等 0 故 

人 は 勿論、 大原議 Q 、さる SSKJ  Q 如 IAS い。 括弧 內の數 字 

は、 き) 詠 n 詞 害に 現 はれ 仁る 回數を 示す。 詳しく 云へば、 詞 書中に 名の 明示 さ 

れ仁 場合、 及び、 西 行と G 贈答 歌の 作者と して 名の 示された 場合、 これらの 回 

數 である。 

0 皇 室 

鳥羽院 (2) 

0  0 院 5 第 七十 五代 ノ 天皇。 鳥 羽院/ 皇子 一一 シテ、 御 母 儀 ハ待賢 門院 0 

崇德院 女房 ハ 00) お i 一一  崇德院 御關係 /所-一 只 「女房」 トシ テ載セ ラレ タル ハ 院 


ノ祸製 ナルコ ト殆ド 疑無シ o 高貴 ノ御 歌ヲ單 一一 「女房」 トシ テ出 サレ タル 例ハ 歌合 

等  一！ 多シ。 

近衞院 (1) 第 七十 六代ノ 天皇。 鳥 羽院ノ 皇子 一一 シーア、 御 母 儀 ハ美福 門院。 寶箅 

僅  一二 ニー 1 シテ卽 位シ給 ヒキ。 

後白河 院 (1) 

二 條院 (2) 

高 倉 院 (Co 

待 賢 門院 (2) 鳥羽院 中宮、 御名 ハ璋 子。 德大寺 公 實ノ女 一一 シーア、 實能ノ 妹。 崇德 

院*後白河院*覺性法親王.銃子內親王等ノ御母儀0 久安 元年 八月 崩ズ、 御壽 四十 

五。 

美 福 門院 (1) 鳥羽院 皇后、 御名 得 子。 權中納 言 藤 原 長 實ノ女 一一 シテ 歌人 顯季ノ 孫 

女。 近衞院 • 八條院 暸子內 親王 等 ノ御母 儀。 永曆 元年 十 一 月 崩ズ、 御 壽四ト 四。 

上 西 pfe 統子內 親王 (U) 鳥羽院 皇女。 御 母 儀 ハ待賢 門院。 初 御名 向子。 大治三 


年賀 茂齋院 一一 卜定、 天 承 元年 退ず セラ レテ ヨリ、 菩提 院前 齋院 卜呼バ ル。 菩提 院 ハ 

仁 和 寺內ノ ー支院 ナリ。 叉、 山家 集， 一一 淸和院 (勢 加院 トモ) 前 齋院卜 アル モ此 ノ.^ 親 

王ノ 御事ト 覺ュ。 保 元三 年、 御 准 母。 平 治 元年 院號ヲ 奉 ラル。 永曆 元年 法 金剛 院ニ 

テ落 シ 給フ。 文治 五 年 七月 崩ズ、 御壽 六十 四。 

覺性法 親王 (2) 仁 和 寺 御室。 鳥羽院 皇子 二 シテ、 御 母 儀 ハ待賢 門院。 嘉應 元^ 十 

一 一月 薨、 御壽 四十 一 。 

法 印 元 性 (5) 崇德院 皇子。 

r.^ 庙 院姬宫 (1) 保延 三年 降誕。 鳥羽院 皇女 瞭子內 親王、 御 母 儀 ハ美福 門院。 應保 

元年、 ニ條 天皇 ノ御准 母 トシ テ院號 (八 條院) ヲ奉 ラル。 建曆 元年 六月 薨ズ、 御壽七 

十五。 

0 德大寺 家 

實 能 (2) 權 大納赏 公實ノ 第三 子、. 鳥 羽 崇德兩 帝 「二 仕へ、 右大臣 左大臣 左大將 

內 大臣 等 タリ。 保 元 二 年 七月 十五 日 病 二 ヨリ 出家、 九月 二日 仁 和 寺 菩提 院ュ 薨ズ、 

年 六十 二。 


^ 能 (4) 實能ノ 嗣子、 右大臣 右 大將。 ず 終 朗詠 ノ 達者 0 永 曆ニ年 八月 十一 ほ 

薨、 年 四十 八。 ソノ子 一一 實定 ァリ、 女 一一 多 子 (二 代 后) ァリ。 

實 行 (1) 公實ノ 子、 仁 平 久壽ノ 間 太 政 大臣。  ， 

公 重 (1) 公 實ノ孫 一一 シテ、 權中納 言 通季ノ 子。 

0 入道 信 西 一族 

紀伊 二位 局 (1) 少納言 藤 原通憲 JJI  ノ 後妻 從 二位 朝 子。 待 賢 門院 一一 仕フ。 叉、 後 

白 河 院ノ御 乳母。 信 西 死後 七 年、 仁 安元 年 正月 十日 歿ス。 成 範. 修範ノ 母 C 

成 範 あき (1) 信西ノ 子。 吉野山 ノ櫻樹 ヲ移シ テ其ノ 都 一一 環 植ス、 櫻 町中 納言 

ト呼バ ル。 平 治亂後 兄弟 等 一 時流 罪。 文治 三年 薨、 年 五十 三。 小 督局ノ 父 ナリ。 

條 範 (3) 信西ノ 子。  - 

腎 一 i き (2) 信西ノ 子。 仁 和 寺 僭 綱、 文治 五 年 法印大 僧都、 壶坂興 福 寺 別 

當 0  - 

建. 春 門院 少納言 (2) 信西ノ 女。 


o その他 公卿 

宗 輔 (1) 籍 S ^氏。 保 元 平 治 ノ間太 政 大臣 タリ。 

定 信 (1) 藤 原 氏。 宮內權 大輔。 能書。 久 安二 年 六月 卒 0  、 

家 成 (1) 顯季ノ 孫  一丁 ンテ、 中 納言。 和歌 管鉉ニ 長ズ。 久壽 元年 五月七日 出 

家、 同廿 九日 薨。 四十 八歲 C 

基 家 (1) 中 御門 通 基ノ子  一丁 ビア、 持 明 院家ノ 祖ナリ C 母 ハ待賢 門院 女房 大蔵 

局 0 

成 通 (6) 藤 原 氏。 正 二位 權 大納言。 太 政 大臣 伊通 ノ弟 ナ、 .^。 平 治 元年 十 H: 出 

家シテ 栖蓮ト 號シ、 應保ニ 年 十！！ T 薨、 年 六十 六。 風姿 美  一丁 ンテ 車^ 時 一一 異装ヲ 作 

• ス 鞠ノ聖 ナリ。 

範 綱 (3) 籐原 經尹ノ 子、 若狹 守兵 庫 頭。 入道 シテ 丙 遊ト 號ス。 親 》s ギ： 人ノ叔 

父。 聖人 幼時 範辆  > ー養ハ ル。 

. ゆ. 2 季 (10  ^^.^^v^o  ^难. U 太ノ 長子 Q 


雅 定 (2) 村 上 源氏、 祌祇伯 顯仲ノ 兄 雅實ノ 次子 二 シテ、 堀川 局兵衞 局等ノ 近親 

ナリ。 右大臣、 左 大將。 仁 平 四 年 五月 出家 ス。 笙 一一 祕法ヲ 得 タル 舞樂ノ 達者 ナ. リ。 

三 河 入道 (1)  . 

通 親 (1) 村 上 源氏、 久 我家。 鎌 倉 初期 ノ 主要 政治家。 

0 平 氏 

忠 盛 (1) 

時 忠 (4) 建 春 門院 平 滋子及 ビ淸盛 妻 時 子 ノ兄。 平氏 ユア ラズン バ人ニ ァラズ 

ト 放言 セシ 人物。 時人 コ レヲ平 關白卜 呼ブ。 

淸 盛 (1) 西行ト 同年  一 r シテ、 元 永 元年 生。 承 安二 年 三月 淸盛幅 原 二 テ千僧 供 

養ノ 時、 西行コ レー 一食 セル モ、 淸盛卜 個人的 二 面接 シ タル ャ否ャ 疑問 ナリ。 

宗 • 盛 (1) 

淸 宗 (1) 宗盛ノ 子。 宗盛 父子 共 一一 西 行ノ詠 ニ關係 アル ノ ミー ーテ、 面接 等 ノコ 

ト 勿論 無シ 0 


賴 政 (1) 

義 仲 (1) 西 行ノ 歌ノ對 象卜ナ リシ コ卜 有ル ノミ。 

歌 人 

鲁 

俊 惠 (2) 永久 元年 生。 養 和 二 年尙齒 會ノ時 七十 歲。 年 不明 ノ 

俊 成 (7) 

寂 念 ^ お (6) 藤 原 爲忠ノ 子、 俗名 爲 業。 

寂 然 S 爲忠ノ 子、 賴業。 

寂 超 (5) 爲忠ノ 子、 爲隆。 

隆 信 (1) 寂超ノ 子。 ソノ母 俊 成 一一 再婚 シテ定 家 ヲ生ム 。隆信 ハ大畫 

其 ノ子信 實モ畫 S で-呼 バル。  ， 

寂 0  (1) 俗名 定長、 俊成ノ 猶子. タ リシ コネ ァリ。 


慈 親 (2) 

定 家 (2) 

0 曾  S 

阿. 彌陀房 (1)  . 

空 仁 .ij-  (4) 少輔 別當。 千載 集 作者。 美男 ナ リシ ト 覺ュ。 

理性 房 法眼 (1) 醍醐 ノ僧。 西 行. 住 一一-法 脈ヲ傳 ヘシ 宗命ト 同一人 力。 

西 住 (ひ) 千載 集 作者。 俗名 源 次 兵 衞季政 (季 正卜モ )0 西 行 卜 前後 シテ 出家 セ 

シ モノ ノ 如シ。 山家 集 一一 「同行」 云々 ト アル ハ必 ズ此ノ 人。 

素 覺 (1) 千載 集 作者。 伏 見 修理 大夫俊 綱 ノ孫ニ シテ、 俗名 家 基、 刑 部 少輔。 

覺 雅 (3) 神祇 伯 顯仲ノ 弟、 仁 和 寺 僧綱。 金 葉 • 詞花ノ 作者。 久 安二 年 八月 寂、 

年五ト 七。 

. ^  #  (2) 奈良與 福寺大 僧都、 法 雲 院法印 0 久 安二 年 十二月 寂、 七十 九歲。 


生 光 (2) 太宰府 觀音 寺別當 力。 

靜 忍 (1) 

西 忍聽は r2) 

淨 蓬 (i 

登 違 (1) 詞花 • 千 载* 新 古今 ソノ 他ノ 作者。 

行 蓮 (1) 

兼 賢 i か (2)  $5 綱 補任 抄出 二 ョ レバ、 長 寬ニ年 ノ條ニ 兼 賢ノ名 見ュ。 

靜 141 (2) 藤-京 氏、 大辜頭 宗光ノ 子。 靜空ノ 弟 一一 源 空 弟子 光 空 上人 ァリ。 

勝 命 (1) 新 古今 集ン ノ他ノ 作者。 俗名 美 濃 守 親 重。 佐 渡 守 親 賢 ノ子。 

^ 快 (1) 熊 野 第 十八 別當。 近 衞院久 安二 年 三月 補任、 治山 廿八 年-及 ブ。 

良 仁 (1) 伊勢 菩提 山 神宮 寺ヲ 再興 セシ 人。 鞫聖成 通 トモ 親交 アリシ 事 ハ成通 

ノ 家集 一一 テ明ラ カナリ。 


ちう いん 35 都. (1) 

平 泉に 流罪の 南都 僧 (1) 

0 その他 

氏 良 (1) 荒木 田 氏、 伊勢 神主。 新 古今 集 作者 0 

陰陽 頭 (1) 

0 待 賢 門院 女 一 房 

堀 川 (8) 神祇 伯 顯仲ノ 女  一丁 ビア、 金 葉 集 以降 諸 勅撰集 及 ビ久安 百首ノ 作者 ひ 

初メ 前齋院 怜子內 親王 家 一一 仕 へ 前齋 院六條 卜稱セ シ ガ、 後 待 » 門院 ノ 女房 卜ナ ル。 

康治 元年 二月 院落 倏シ給 フャ、 堀川 從ヒ テ尼ト ナリ、 尋、、 テ久 安元 年 八月 門院 崩ズ 

ルノ 後、 洛西 一一 隱 栖シテ S 年 ヲ明ラ 力 一一 セズ。 西 行 ヨリ モ約 二十歳 年長 ナ ラン。 

兵 衞 (00) 堀川 ノ妹。 千載 集 及 ビ久安 百、 iD:!  ノ 作者。 待 賢 門院 崩 後 ハ上西 門院 一一 

仕へ、 長命 シテ、 元曆 元年 ノ頃 歿ス 0 

中 納 言 (1) 金 葉集ノ 作者。  . 


西  行  七ノ 

帥 局 (To 窗後前 司季艘 ，义、 0  二 建 春 門院 ュ仕フ 0  • 

加 賀 (2) 花圜 左大臣 ト浮名 立 チ、、 -伏柴 ノ加賀 ナリ。 待 賢 門院 崩 後 ハニ代 后-一 

仕へ タル 如シ。 千載 集ノ 作者。 

0 その他 女性 

菩提 院 六角 局 (i  ♦ 

五辻 齋 院宣 旨 局 (2) 

二 庙院三 河內侍 (1) 尊卑 分 K 一一、 源 仲政ノ 女、 法 性 寺 殿 女房 三 河、 賴政等 ノ块、 

シ テ出デ タル ハ：^  ノ人ナ ラン 力、 存 疑。. 

小侍從 (2) 千載 集 以降 諸 勅撰集 ノ 作者。 平家物語 弓 a  ノ條 一一 一一」 現ハ ルル 有名 ノ 

女 歌人。 石 清水 八幡宮 別 當光淸 ノ女。 ク、 我大坎 雅 通？)  • 平經盛 • 櫻 町中 納霄成 

範* 平忠变 • 源 賴政等 卜 深交 アリシ コ 卜ハ、 歌-一 ヨリ テ知リ 得。 

大原尾 張 尼 上 (1) モト 待 賢 門院 女房 ナ リシ 力。 

みや 仁て (2.) ハシタ モノ、 召 仕 ノ女。 


江 口遊 女 (1) 名ヲ 「たへ」 ト云。 

家集に、 或は 捨てた 妻の 事で は 無から うかと 思 はれる 詞誊が 數ケ所 ある けれ 

ども、 勿論、 さう とは斷 言出來 ない。 「相 知りたり ける 人」 「年 比 申され 仁る 

人」 「年 比 聞き 渡りけ る 人」 「ある 宮 ばらに 仕へ 侍りけ る 女房」 などい ふ 類 も、 

いかなる 人々 の亭 かわかり かねる。 私の 調べた 「回数」 だけによ ると、 西 行の 

交涉繁 かった の は、 寂然 • 崇德院 • 西 住 • 上 西 門院 a 堀川 局 • 兵衞局 • 俊 成 • 

成 通 。 寂 念 • 法 印 元 性 • 寂 超 • 公 能 • 時忠 •  i や 一仁 そ 0 他と いふ 順序になる ^ 勿 

論、 これの みに よって 西 行の 對人關 係 を 云々 する 事 は出來 ない けれども、 相赏 

の 參考に は 値する。 

. 西 行 遺詠 を 離れ、 一般の 歷史、 日記、 勅 懐 集、 私の 家集の 類 (撰 集 杪* 西 行 

^^00  七 九  ノ. 


物語 G- 如き 不信 Q もの は 除いて) から も 調べる と， 高責 では、 

五辻 齋院 頌子內 親王： 蓮華 乘院 へ 御 寄附 文書 二 據ル。 

こ 〇 内親王から 或る 御用 命 を 承って ゐる C 歷 史的 人物で は、 

左府賴 長。 4  口 記-一 據ル。 • 

少納言 信 西。 信^^1ノ妻子等ト61行卜 ハ 親交ァリシガ如シ。 勿論、 信 西 トモ 相 知 リシナ 

1 フ ン〇 

藤 原 家隆。 壬 二 集 西 行 勸進百 首-一 據ル。 

重 源？ 東鑑ニ 據ル。 

賴 朝。 東鑑ニ 據ル。 

秀 衡-」 東鑑 一一- 據ル。 (山家 集ノ. 奥^ 旅行 歌 一一 ハ秀衡 云々 トイ フ詞 書見 當 ラズ) 

明 惠-、 明惠 上人 傳記 一一 據ル。 ffl、 上人 傳ナル モノー 一虚 妄ノ 記事 ナキ 力、 砑 究ヲ耍 

ス ベ シ C 


空 寂。 建 久ノ頃 後鳥羽院 ノ寵 遇ヲ恭 ウセ シ签寂 上人 ハ、 文治 ノ頃河 內弘川 一一 居リ 

シ ト覺ュ 。此 ノ寺ヲ 終焉 ノ地 トシ タル 6： 行ハへ 當然、 空 寂ト 懇意 ナ リシナ ラン。 

さほどで も 無き 人物で は、 

祌厥 伯源顯 仲。 堀川 局等ノ 父。  . 

後 德大寺 實定。 古今 著 聞 集 ノ揷話 二 依ラズ トモ、 相 知 レルコ ト明ラ カナリ。 

菩提 院公 衡。 西 行 勸進ノ 百首ヲ 詠ズ。 西 行 示 寂ノ時 公衡定 家ノ間 一一 贈答 歌 ァリ。 

刑 部 卿 賴輔。 西 行 等 トー 品經 和歌 ヲ詠 ズ。  - 

高 野 檢校房 光。 野 山 寶簡集 一一 據ル。 

八 條院高 倉。 新 古今 集-一 據ル。 

などと 相識って ゐた。 野 山 再興の 名僧 覺鑀は 康治ニ 年、 西 行 廿六歲 の 時に 入滅 

したが、 西 行 或は これに 親炙す る 機會を 持った かも 知れぬ。 少く とも、 覺鎮の 

密嚴淨 土に 感化され 仁 事 は 疑問 無い。 高 尾の 文覺と Q 間の 有名な 話が 水 蛙 眼目 


等に よって 傳 へられて ゐる けれども、 眞僞の ほど は 明らかで ない。 源 義經は 文 

治 二 年 三年 Q 交、 西 行 平 泉 着と 殆ど 同時に、 秀衡に 投じた。 (東鑑 文治 三年 二 

月 十日 條。) 義經と 西 行と は 多分 會 はなかった らう" 秀 衡が會 はせ なかった であ 

らう" 萬ー會 つて ゐ たら、 無類 Q 史劇で ある。 

遺詠 Q みに よると、 西 行 は、 同時代の 歌人で は、 專ら俊 成 一族 及び 大原三 寂 

と 懇意に した だけ Q 如くに 見える。 顯輔 • 淸輔 • 顯昭 などと は 家集の 上で は 交 

涉が 無い。 西 行 は 又、 多く 都 をよ そに 暮らした 境遇 上 Q ため かも 知れぬ が、 當 

時 G 歌合と い ふ ものに 顏を 見せて ゐ ない。  . 

西 行 を. 繞る 人々 G 中、 彼の 心 友 は 寂然と 西 住と であった らしい。 ff- に： Is* 成 

通 あ； i りか" 俊 成と は 年齢 も 相 如き、 出家 前から 最後まで 懇意であった けれど 


も， どうも 歌の 上の 交際と いふ やうな 感じが させられる。 俊 成と いふ 功利的の 

人物と、 どこまで 肚の 底が 合った か は 疑問に 屬 する。 

西 行 家集の 詞 書に 西 住 (或は 單に 同行と 書き 示す) のこと は 十數回 出て 來る。 

非常に 仲よ く、 諸國 修行 も 大抵 ー緖 であった らしい 事 は、 同行の 文字が 端的に 

物語る。 然るに、 こ. の 西 住の 傳 記なる ものが、 撰 集 抄 • 十 訓抄の 類に 見える 不 

信の 斷片揷 話 以外に、 殆ど 判明 しないの は、 西 行 研究者に とって 遺慽な 事の 一 

つ だ。  . 

西 住、 俗名 は 源 兵 衞尉季 政 (或は 季正 とも 害く) と 言った。 鳥羽院 北面 武士で 

あつたが、 西 行と 前後して 出家した ものら しい。 さう して、 西 行と 同じく、 醍 

醐 理性 院の法 脈を傳 へた。 山城 淀の 西なる 美 豆 野に 一時 住んで ゐた事 は、 山家 

集に よって 知り 得る。 年次 は 全く 不明 だが、 某 年の 秋、 月の 明らかなる 頃の 事 

、 

で、 その 臨終の 立派であった 事、 西 行 これに 立き ひ、 さう して、 遺骨 を携 へて 


高 野に 登った 事な ど、 西 行 及び 寂然 Q 歌に よって 知り 得る。 すな はち 西 住 入 

滅の 場所 は 野 山 以外であった わけ だ。 

西 住が 相當の 年月の 間、 高 野に 西 行と 共に 居； i であらう 事 は、 或る 月明の 夜 

高野奧 0 院 〇橋〇 上で、 西 行が 西 住 0 こと を 思 ひ 出して 歌った 二 首、 ことと な 

く苕戀 ひわ 仁る 云々 Q 歌 Q 詞書に 「そ 0 頃、 ♦ 西 住 上人 都へ 出で にけ 、り」 云々 と 

あるに よって 推定し 得る。 西 住 下山した 〇 であらねば ならぬ 又、 一 西 ffi 

t 人」 と 呼ばれる からに は、 修道 も 深く、 高德な 人柄であった ことが 想像され 

る。 

西 住 も 歌 を 詠んだ。 西 行 Q 家集に 短歌 二 首と 連歌 二 首と が收 めら れてゐ る。 

そ Q 也、 千载 集に 四 首。 但、 上手と は 云へ ない。 


西 住の 信仰に 就いて、 祐 寶の庳 燈廣錄 G: 鮮 法嗣祖 統派續 八卷、 醍醐 理性 院三 

世宗命 0 條下、 付 法の 人々 を擧 げたる 中に、 鎌 倉 二 郞源衣 兵衞季 有 二 勇名 一、 

保 元 平 治 間 源氏 衰微、 爲ニ 平家 所て 喪、 季正 入道、 與 一一 西 行ー爲 一二 双 一、 曰 二 西 住 一 

得 二 理性 法 脈 一。 これによ ると、 西 住の 出 離 は、 保 元 平 治 以後と 解せ ねばならぬ 

が、 どうも そんなに 後の 事と は考 へられぬ。 聞書殘 集、 西 行が 出家 前に、 西 住 

(當時 在俗) と共に 西 山 法 輪の {4 一仁 を 尋ねた 時、 西 行 「大堰 川 舟に のりえて 渡る 

かな」 としたのに 對し、 西 住 「流れに 棹 を さす 心地して」 と附 けたが、 此の 連 

歌の 左 註に 「心に 思 ふこと ありて かくつ づけた るなる べし」 と ある。 註の 意 は 

季政 やがて 空 仁に なら ひて 出家 せんの 下心 ありての 事なる ベ し、 と解釋 せねば 

ならぬ。 これ は 保延の 頃の 事であった。 平 治まで 持つ わけが 無い。 

西 行と 定 家との 關 係を述 ベ ようと 思 ふが、 先づ 左表 を .一 覽 していた だき 度い。 
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建久元 I  ？ 3  一  二月 十六 日弘 m 寺 二 テ A1:F  I  一  ， 

西 行と 定 家と は 年齢 四十 四歲違 ふ。 普通なら ば 交際 は 成立せ ぬ 「」 况ん や、 晚 

年の 西 行、 たと ひ 身分 を 持たぬ 圓頂緇 衣と いへ ども、 一代の 歌 匠と しての 名高 

く、 且つ 佛 道より いふ も旣に 「圓位 ひじり」 と 呼ばれ 仁 高德 Q 人で ある。 二 ー 

歳になる やなら すの 定 家が、 普通なら ば、 心 やすく 交際 出来る 間柄で は 無い。 

少く とも、 師と仰いで、 高く 遠く 眺める Q 外なかった であらう。 乍 併、 實際ニ 

人 は、 極めて 心 やすくつきあった ものら しい" 勿論、 それ は 俊 成が 介在して ゐ 

たためで ある。 俊 成 は 和歌 Q 權威、 さう して 西 行と Q 交際 は、 天 承 長 *〇 頃、 

佐 藤 義淸の 頃から 始まった 事 は、 御 裳 濯 河 歌合 判詞の 冒頭に 書かれて ある。 

さて、 西 行と 定 家との 交際 だが、 表の 示す 如く、 定家 十七 歲の 頃から 西 行 は 


京都に 居なかった。 高 野 • 伊勢 • 臭 羽と： •： まへ 一して、 上方に 歸 つた G は、 文治 三 

年後 半の 頃と 考 へられる： さう して、 約 ニ箇年 Q 後に は、 河內 0 出 寺に 引 籠つ 

て し ま つ 仁。 定家は 高 野 や 伊勢へ G 文通 によって 西 行と 不斷 につ き あ つてる 仁 

としても、 實際 親しく 面會 して 歌道 0 話を聽 くと いふ やうな 機會 は、 殆ど 無 か 

つたに 相違ない。 治 承 二 年！? 七 S 以前に は屢々 あ ふ機會 があった であらう： 此 

G、 ごく 若い 時分に、 西 行から 敎 へられた も〇 と 推定す る 他ない。 新 古今 集雜 

歌 上、 

月 あかき 夜定家 朝臣に 逢 ひて 侍りけ るに、 新の 道に 

. ^志 深き 事 は いつば かりよりの ことに かと 尋ね 侍り 

ければ、 わかく 侍りし 時、 西 行に 久しく あ ひと もな 

ひて 聞きなら ひ 侍る 由 申して、 その かみ 申しし 事な 

ど 語り 侍りて、 歸り てあした に 遣し ける 法 樣行遍 

あやしく ぞか t さは 月の 暴り にし 昔語りに 夜 や ふけに けむ 


此の 一首 は、 歌と いひ 詞 書と いひ、 まことに 味の 盡 きざる もの を藏 する。 定 

家 は 新 古今 集 撰者の 一人 だから、 勿論 この 詞書を 承認して ゐ るの だ。 若く 侍り 

0  OOCGOOOOCCOOOOOCCOOOO 

し 時 西 行に 久しく あ ひと もな ひて 聞きなら ひ 侍る。 十數歲 0 麟麟兒 が 老いた る 

巨匠から 深い 體驗談 をき かされた ので ある。 歌 柄 こそ 違へ、 定家は 西 行に 育て 

られ たものと 言って 宜しい。 されば にや、 十七 歳で 初めて 歌合に 出た 彼 は、 

深から ぬ 汀に あと を かきとめて 御手洗 川 を 頼む ばかり ぞ  . 

とい ふ 如き 渾然たる 歌 を 見せた。 二十歳の 初學百 首に は、 

いづる 日のお なじ 光に 四方の 海の 浪 にも 今日 や 春 は 立 つらむ 

天の原 思へば か はる 色 もな し 秋 こそ 月の 光な り けれ 

二十 五 歲のー 1 見 浦 百首麵 I に は、 

みわたせば 花 も 紅葉 もなかり けり 浦のと まやの 秋の 夕 ぐれ 

ながめ じと 思 ひし もの を淺茅 生に 風 ふく 宿の 秋の よの 月 


霜 さ ゆる あしたの の 冬 がれに 一 花 さける やまとなでしこ 

二十 六歲の 閑居 百 首に は、 

か へ る さの ものと や 人の 眺 むらむ まつ 夜ながら の 有 明の 月 

騖のゐ る 池の みぎ はに 松 ふゲて 都の ほかの 心地 こそ すれ 

とい ふやうな、 非凡 Q 作 を續々 と 詠み 出した。 千载 集に も數首 採られた" 遠方 

にる た 丙 行 も、 消息 Q ついでに これ 等の 歌 を 知らせて もらって、 「麒麟 兒 なる 

哉。 將來 歌道 Q 巨匠と ならん 者、 釋阿 Q 御曹子 を 措いて 他に ある 可ら す. 一 と 1^ 

嘆した に 相違ない。 文治 三年 Q 夏 か 秋 か Q 頃、 奥州から 歸 つて 來仁西 行 は、 自 

歌を番 へて ニ卷を 作り、 一は 俊 成に、 一は 定 家に 判 を 求めた。 二十 六歲 0 若輩 

にか やうの 敬意 を 表した Q は、 父 俊 成へ Q 阿諛で もな く、 當 人への 甘やかしで 

もな く、 西 行 心から Q 要求であった。 自信 强ぃ定 家 も、 さすがに、 此 Q 時 は、 

むげに 若 かりした め 再三 辭返 した けれども、 竟に 引受けた G であった。 歌合^ 


末に 定家 記して 曰く、 「ひじり 0 契 を 仰ぎ奉る こと も、 此代 一 つの あだのよ しみ 

にも あらす。 佛の 道に 悟り 開けむ あした は、 ひる かへ す緣と 結びお かむ ために 

と 思 ひ、 又は 高き 賤 しき、 そこら 道 を 好む ともがら をお きて、 齢い まだ 三そぢ 

に 及ばす、 位猶 五つの 品に 沈みて、 三 笠 山 0 雲 G ほかに、 ひとり 拾遺 Q 名 を 恥 

ぢ ^ 思 ゆ ゑ あり、 なほ 必 すっとめ おけと 侍りし かば、 宮河 0 靑き奄 こ 契 を 

むすび、 位 山のと どこ ほる 道まで も 御し るべ や 侍る とて、 今き き、 み ひ 人 0 

あざけり を も 知らす、 昔 を 仰ぎ 古き を 忍ぶ 心 一 つに ま A せて、 きつ ナ寺り nj. 

るなん」 云々。 すな はち、 宮河 歌合の 判 をす る 事の 利益に よって、 立身の 果を 

も 得ようと いふ 悲願な の だ。 拾遺 愚 草に、 果して 悲願 ど ほり、 文 台 五 年に 少將 

翌建久 元年に 四 位に 進められた 由 を 書いて ゐる。 近來發 見の 聞 書 集の 表紙 題名 

が定 家の 自筆な りし 事 も、 深い 因緣 であらう。 宫河 歌合に 關 して 西 行から 定家 

に 宛てた 消息文 籍 Igll に は、 どうも 信用 出来ない ムレが ある。 
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ついでながら、 古今 著 聞 集に 「西 行、 俊 1^ 定 家の 判せ る 御 裳 濯河宫 河兩卷 0 

歌合 を諸國 修行 〇 時 笈に 入れて 身 を 放た ざり し」 云々.^ 义、 例の 作り話で あら 

う。 兩 歌合 〇判 がすんで 返される と、 西 行 は 間もなく 示 寂した" 長 秋 詠 藻に、 

「又 同じき 外宮 Q 歌合と て、 思 ふ 心め り、 新少將 g に必. ず 判して と 書きければ、 

しるしつ けて 侍りけ る。 ことに 其 年 gss- 河 內の弘 川と いふ 山寺に てゎづ らふ 

事 ありと 聞きて、 急ぎ 遣したり しかば、 限りなく 喜びつ か はして 後、 すこしよ 

ろしと て、 年の 杲 のころ、 京に 上りて と 申しし 程に、 二月 十六 日に なんか くれ 

侍りけ る。」 すな はち、 內宫 歌合 Q 方 は 二 年 程 前、 文治 三年の 內に 判が すん 

だら しい けれども、 外宫 歌合！ 110 方 は、 やっと 臨終に 間にあった やうな， SI- 第 

だ。 いづれ にせよ、 兩卷 とも、 笈に 入れて 諸國 修行す る やうな 時間 は 無 かつ 

た。 又、 實際、 修行に 出ても ゐ ない。 t 具途 0 旅に 出かけた Q だ。 


定 家と 昔語りして 歸 つた 行遍と いふ 人に ついては、 仁 和 寺 諸院家 記に、 

前 大僧正 行遍。 三 川。 任 法橋眞 弟子。 後 高 野 御室 御 付 法。 東 寺 一 長者。 嘉 

禎ニ年 十二月 廿 六日 補 四 長者。 五十 11。 仁 治 元年 十二月 卅日轉 正 僧正。 五十六。 

寶治ニ 年 三月 廿 八日 轉大。 六十 四。 至 一長 者。 同年 十二月 サ 九日 辭 寺務。 文 

永 五 年 十二月 十五 日 入滅。 ス 十四。 

と 記して ゐ るから、 西 行 示 寂の 時に 行遍は 僅に 六歲 であった。 西 行に 會 つて は 

ゐ ない 0 である。 唯、 定家 か， ら 昔の 噂を聽 いて、 なつかしが つたの だ。 

西 行の 對人關 係 を槪觀 する に、 貴族 權 門の 間に 出入した 事と、 友人 仲間に す 

ぐれた 藝術 家の 多 か. つた 事と は、 根本 事實 として 牢 記せねば ならぬ。 西 行の 交 

涉が 殆ど 貴族 權 門の 男女に 限られて ゐた事 は、 私 0 列擧 した 八十 人ば かり 0 名 

を 一瞥しても 明白で あらう。 これ は、 西 行 Q 生まれた 門地、 及び 仕 MG. 閱歷か 


らして 當然の 結果で あり、 敢 へ て 彼が 榮達 〇 人々 に追從 したと 云 ふ 事に はなら 

ない。 それにしても、 西 行 ほど Q 人間 は、 いま 少しく 浮世 離れした 階級の 知人 

を餘 計に 持って ゐても 支障 は 無かったら うにと 感じられる。 例へば、 . おなじく 

桑門の. 交際に しても、 大部分 は 法眼 • 檢校 • 僧綱 • 大 僧都 • 別當 とい ふやうな 

身分 を 持つ 貴族的 僧侶であって、 一 介 0 世捨 坊主 は、 同行 西 住 以外に 殆ど 見當 

ら ない。 寂然とぃ へども贅澤〈.^出家でぁる。 此處 に、 人間 西 行の 傾向と 時代の 

相貌と を 了 解せ しめる 或 る 直 要な 事實が 潜む。 

西 行の 知人に 鞠 聖成通 Q 如き、 無類の 天才 0 ゐた事 は 喜ばしい。 私 かに 按ふ 

に、 藝 道の 書と して、 成 通 卿ロ傳 日記 ほど 面白い も 〇 は 多く 見られない。 世 阿 

彌 の花傳 書の 如き 哲理 は 語って るない けれども、 一 個 Q 天才の 體驗 から 得た 結 

論 を、 端的に 抛り 出して ゐる。 成 通に 續 いて は、 畫伯隆 信、 三十 六 歌仙 染筆の 


能書 定信、 舞樂の 名手 雅定 V 歌人と して 俊 成 及び 定家" その他、 才能の 點で歷 

史的の 人物 を數 人包藏 する。  . 

待 賢 門院と 美 福 門院との 御關 係が 保 元亂を 捲き 起す 原因の 一 なりし 事に 就 7 

て は、 愚 管 抄以來 歴史家の 間に 異說は 無い。 西 行、 その いづれ に 御 同情 申 上げ 

てゐ たか。 出家 前、 鳥羽院 北面 時代の 心境 はさて 措く として、 義淸が 西 行に な 

つて 以來、 舊 主家 德大寺 氏の 關係を 介して、 待 賢 門院に、 門院 御所 生の 新院 に、 

仁 和 寺 御室に、 上 西 門院に、 新院 の皇. 子 元 性 法 印に 親しみ を 多く 寄せ 奉り、 さ 

うして 兩女院 5 酣 mi の 女房 達に、 待 賢 門院 女房な りし 紀伊 二位 を 通じて 少納 

言 信 西 父子 等に、 堀川 局 姊妹を 通じて は祌厥 伯の 一族に 繁 く往來 した 事 は、 明 

らか である。 就中、 崇德院 との 御 關係は 西 行の 一生 を 決定した とする 說 さへ 散 

見す る。  ， 


然 らば、 美 福 門院 Q 御 側に 對し 奉って、 冷淡であった かと 云 ふに、 必ゃ しも 

さう は考 へられぬ。 出家 前の 心境 はさて i おくと して、 近衞院 崩御 を拜閔 して は 

「露 ふかき 野べ」 を 踏み わけて 山陵に 額 づき、 女院 御， き 利 を 高 野に ぉ迎 へして 

は 挽歌 を 奉り、 女院 御所 生 Q 八 條院官 に は S 衣 伺候した も Q と 推定 せられる。 

かう いふ 事に は 拘泥せ ぬ 西 行であった らしい。 何事に も不卽 不離、 それだけに、 

徹底した 態度と いふ 如き も 〇 は、 西 行に は 問題でなかった。 態度 徹 S とい ふ 如 

き 事に 拘泥す る 西 行であった ならば、 決して 出家 はして ゐな い。 「いざ 事 あら 

ば、 新院 Q 御 味方に 馳せ參 すべし」 と 吐 を 決めて おいて、 保 元 亂には 佐 藤 一族 

を 提げて 起つ； i に 相違ない。 . 

西 行 は 源平 兩氏 0 いづれ に 同情して ゐ たか。 これ も 決して、 徹底して ゐた害 

よ 無、"。 乍胖、 元來 感傷的な、 詩人 的な 西 行と して、. 平家に よ h 多く 好感 を 持 


つて ゐた であらう と は、 何人も ー應 想像す る" 旣に擧 げた 交渉 人名 を 1 瞥 して 

も、 忠盛 • 時忠 とは少 くと も 歌の 上の 交際 をして ゐる。 淸 盛に 招かれて、 わざ 

わざ 福 原まで、 千 僧 供養の 萬 燈會に 列して ゐる。 (淸盛 は 西 行 同族の 雄なる 秀 

衡を鎭 守府將 軍に 推擧 した。) 宗盛 父子の 濫 送を傳 聞して は、 母親 §11 の 夜 鶴 思 

子 籠 中啼の 境遇に 同情して ゐる。 平家の 人々 は 生者必滅、 榮枯 盛衰の 理を 見せ 

て、 瞬間に、 一緒に 消えて 亡くなった。 源 空 淨土宗 を 開く や、 平家 一門 は擧っ 

て 西方 往生の 宗 風に 歸 依した。 佛 者の 西 行、 彼等に 同感 せざるを得ない。 反 之、 

田舍 者なる 源氏に は、 西 行と して 好意 を 持てなかった らしい。 殊に、 關 東の 同 

族 (佐 藤氏) が 前 九 年 役以來 源氏の ため 地盤 を 荒された 怨み も あらう。 旭 將軍義 

仲が 粟： «: に 敗 死す と 聞き、 「木 曾と 申す 武者 死に 侍りに けりな」 と 言って、 冷靜 

なる 批判的 時事 歌 を 詠 じて ゐる。 文治 二 年 八月 十五 日 鎌倉營 中に て賴 朝に 謁し 

た 時の 態度 は 決しても 0 柔 かくない。 翌日、 「頻りに 抑留す と雖 も、 敢て 物と せ 


や」 銀 猫 を 頑 童に 投げ 與 へて 立ち去つ たこと は、 行脚 ^EQ 恬淡と いふよりも、 

一ん ， かん G  < そ 1 と い ふ 氣慨を 示 し て ゐ る か に 見える 。 賴 朝と 西 行と は、 性格 正 反 

割 だ。 西 行に、 たと ひ 源氏で も、 義經 をば 好いた に 相違ない。 


洛外 は 言 ふに 及ばす、 近畿の 地 は、 出家 前から も 相 當に步 いた 事で あらう。 

難 波 • 住吉 • 奈良 • 初瀨 • 吉野 • 高 野 • 熊 野 • 伊勢 あたり へ は、 家集で 知られ 

る回數 よりも、 もっと 多く、 而も 若い 時分から 行った 事で あらう。 それら は、 

今日 究め 難い 事と して、 もっと 遠方の 旅行、 もしくは 大 なる 旅行の 事 を 調べて 

みょう。 西 行の 主なる 旅行 は、 凡そ 左の 如くであった と考 へられる。 

康治ニ 年 ijs。 暮春の 頃 伊勢に 赴き、 山 田 二見の 邊に 暫く 滯 在し、 やがて 東 

海道 を 下り 秋風 吹く 白 川關を 越え、 平 泉に 甚衡。 秀 衡を訪 ふ。 

久安 中頃 £ 十 Ji。 高野山に 在り。 その後 〇 高 野滯在 を 家集 その他に よって 調 
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ベ ると、 衣の 通りで ある。 

〇 久壽ニ 年 以後、 高 野の 西 行と 大 原の 寂然との 間に、 しばく 音信 交通 あり。 

〇 保 元元 年 七月、 高 野より 出で て、 鳥 羽院の 御大 葬に 會す。 

〇 保 元 二 年 九月 以後の 或 日、 德大寺 公. 能が 父母 を 亡くした るに、 西 行 これ を 高 野より 弔 

ふ 0 

〇 平 治亂の 企て を、 西 行 高 野に て 耳に せし 形跡 あり。 (しをりせ でな ほ 山 深く わけ 入ら 

む 云々 の 歌) 

〇 永曆 元年 十二月、 美 福 門院の 御 舍利高 野 菩提心 院へ 渡り 耠ふ を、 西 行 拜す。 

〇 長 寛 二 年、 阿 闍梨兼 堅の 仁 和 寺 僧綱に なりし 時、 西 行 「裝裟 の 色 や 若紫に そめて ける 

云々」 ，vr 言 ひ 送りた る は、 高 野より と 推定す。 

〇 西 行 高 野に て 法 印 元 性に S 次 謁す。 これ は 元 性の 御 年齢より 推測して、 仁 安 • 嘉應以 

後な らんと 考ふ。 

〇 嘉應 元年 三月 後白河 上皇 高 野 御幸。 此の 機會、 殊に 待 賢 門院 御所 生の 上皇の 盛儀に、 

西 行 不在と は考へ 難し。 

〇 安元 元年より 治 承 元年まで 三箇 年に 亙る 間 も、 西 行 は 高 野に 在りし 蒈 なり。 此の間、 


五辻 齋院 より 蓮華 乘院 建立の 事に て 西 行 は 働く やう 御 指圖を 蒙る。 叉， 洽承 元年 三月 

に は、 西 行 は 高 野より 出京して、 日前宮 造營の 課役 を 免除 せられん 事 を 金剛 峯寺 のた 

めに 奔走せ り 0  , 

S うい ふやう に 西 行 高野關 係の 事實を 年次 的に 拾 ひ 上げる と、 三十 歲頃か 

ら 六十 歲 頃まで、 斷續 して 高 野に 居住して ゐ たとい ふ 事が 歸納 出來 る。 と 

いふよりも 此の 三十 年の 長き 間、 高 野 を 中心に 居住しつつ、 折々 京都 や 他 

の 地方に 出かけた、 とい ふ 方が 當 つて ゐ るら しい。 大峯 修行 や 熊 野 邦智詣 

など も、 高 野から した 事が あるら しく 思 はれる。 勿論、 この間、 京都に も 

足溜り を 持って ゐ たに は 相違ない。 一 例 を 擧げれ ば、 聞書殘 集、 今宵 こそ 

心の くま は 知られ ぬれ 云々 の 歌の 詞書 によって、 洛 西太秦 にも 一 時 菴を結 

んでゐ た 事 は 明らか だ。 

仁 平 二 又 三年 gl^g の 頃。 安藝 嚴島明 神に 詣づ。 これ は、 後の 仁 安二 年の 四 
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國行 〇 途中、 潘， 磨で 「昔み し 野中の 淸水か はらねば 一 云々 〇歌 から、 逆算 

して、 初回 〇 西 國行は 凡そ 仁 平の 頃な らんと 推測した 迄で ある" もう 少々 

以前 〇 事 かも 知れぬ。  - 

仁 安二 年 tlj 十。 十月 十日 賀 茂に 參詣 し、 それより 四國 へと 志す" 備前兒 島よ 

り、 讃岐に 渡り、 崇德 院白峯 御陵 • 善 通 寺 弘法 大師 遺蹟 等 を巡拜 し、 年末 

九州 G 一  角， まで 赴いたら しい。 

治 承 二 又 三年 J<〈iii、。  乂、 ヽ 雪 0 深い 時、 京都 を 出て、 f£ 野 山に 入る。 それよ 

り、 治 承 四 年；； やまで 滯留 す。 

^承 四 年 一一 一針つ 春の 頃、 高 野 を 出で、 熊 野から 新宮 に、 新宮 より 伊勢に 赴き、 

二見 G 邊に 庵す.^ 文治 二 年まで 此〇邊 に 居る。 

文治 二 年 針。 秋 立つ 頃 伊勢 發足、 東大寺" t 金勸 透の 仁 め 東海 奧羽 行脚、 十 

月 平 泉 着、 秀衡 に投す C 翌年 三月 出 羽 最上 鄕瀧 G 山まで 行く。 更に 象 潟 ま 


でも 赴いた とい ふ 事 を、 「松 島 や 雄 島の 磯 も 何なら やた だ 象 潟の 秋の 夜 0 

月」 などの 歌に よって、 信じよう とする 人 も あるか も 知れぬ が、 此の 歌、 

出 所 不明、 且つ 何となく 西 行の 作らし くない。 出 羽からの 歸路 及び 上方に 

歸 着の 時 不明。 唯、 文治 三年 內に歸 つた 事 は、 の 事情から 明ら，^ に 推定 

される。 

西 行 は 一生、 始終、 枓擻 行脚で 暮らした やうに 古今 世俗 は考 へる らしい が、 

それ は、 撰集抄 等に 過 まられ た小說 で、 事實に 合致し ない。 旅行ら しい 旅行 は、 

嚴 島まで 一回、 四國 方面へ 一回、 奥 羽へ 二回、 これ だけで あり、 此の 四大 行脚 

の 日數を 通算しても、 三箇 年に 满ち るか 満ちぬ かで あつたに 相違ない。 それら 

に 次いで、 大峰 修行と 那智瀧 入 堂と が あるぐ らゐの もの だ。 その他、 屢 次の 小 

「打 脚 は、 大抵 畿內 Q 事で、 笠と 杖と を特 つた 散步 Q, 如き ものと 想像 すれば 宜し 


西  行，  一 ora 

い。 西 行 とても、 佛遨 修行 その他の 關係が あり、 あても }tf: しに $#r^ ァ りして 

るら れる 害がない。 一生 Q 大^分 は、 洛中と 洛外と 高 野と 伊勢と に 、り 6.^ 二、」 

居た 0 であった。 

四大 旅行 以外に、 旅行ら しい ものあった とすれば、 それ は 北 越へ Q 行脚で あ 

らう C 「あらち 山 さかし くく だる 谷 もな く かじき Q 道 をつ くる 白雪」 「た ゆみつ 

つ 機 〇早緖 もっけな くにつ もりに けりな 越 0 白雪」 Q  二 首に は、 實景が 籠って 

るる。 千载集 離別 歌に、 

夏の 頃 越の に まかりけ る 人の、 .； ^は 必ずの ぼり なむ 待て 

とい ひける が、 冬なる までの ぼり まう で こざり ければ、 遣 

はしける  西  住 

待てと いひて 賴 めし 秋 もす ぎ ぬれば か へ る 山路の なぞ かひ もな き 

西 住が 待ち こがれた Q は、 北 越から 歸らぬ 西 行であった らしい。 諫訪姨 捨ゃ木 


loi 路の 歌が 數首 ある けれども、 凡作で、 少しも 實 感を拌 なって ゐ ない。 かやう 

な 歌で は、 旅行の 證據 にならぬ。 尤も、 歌 は ともあれ、 奧 羽の 歸路 などに 木 曾 

を 通らなかった とも 言 へ ぬので ある。 西 行の 家集に は 山陰 道 方面の 歌が 見えな 

い。 西 行 遺墨 「歌集 切」 に 「け ふまで も 天の 橋 立よ そに のみ 聞き 渡りつつ いか 

で 過ぎ けん」 とい ふ 一 首の 解釋 であるが、 「こんな 絕景を 今日， まで なぜ 來て觀 な 

かった ので あらう。 もっと 早く 來れ ばよ かった」 と 取るならば、 西 行 は 與謝宮 

に參詣 した 事になる。 

西 行の 行脚 及び 生活に 就いて、 なほ 愚見 を 述べねば ならぬ。 一生涯 草紙 や 撰 

集杪 などの 揷繪を 見て、 西 行と いふ 高僧 は、 いつも 破れた 黑 衣を纒 ひ、 雨举の 

漏る 茅屋の 板 床に 胡 坐 かいて ゐる ものと 考 へたら、 とんだ 間違 ひだ。 例へば、 

世 を 捨てた からと て、 富裕な りし マ 家の 財 逢 を その 儘 そっくり 雙林寺 や 理性 院 
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に 喜捨した 衣 第で は 無い。 妻子が 一生 困らぬ だけの も Q は、 ちゃんと 殘 して 置 

いて ある。 自分 だけ は 一 笠 一杖に なった としても、 尾 山 篤 ニ郞氏 Q 指摘した 通 

り、 關東 はおろ か、 日本 國 中に 佐 籐 同族 Q 緣者 達が 廣が つて、 相當 に、 立派に 

してる る、 - 行脚した からと て、 現代 G 貧錢 旅行す るよりも 遙 かに、 Q んび りし 

てるた に 相違ない。 家集 を 探しても、 「草 Q 庵」 云々 とい ふやうな 歌 は、 澤 山に 

無い- そ Q 澤 山に 無い 草庵 Q 歌で さへ、 よくく ひどい 山 〇 臭で、 雪に 降り こ 

めら れ 仁と いふ 如き 場合の 如きが、 いかにも ぴったりし てるる だけで、 他よ、 

寂し，、 はあって も 困却して るる 樣 子に は 毛頭 受取れ ない： 洛外 (東 山 西 山な ど) 

の 生！！^ に、 庵 を 結ぶ と 言った ところで、 果して、 どれ だけ 不自由が あつたか。 

當 年の 洛中 洛外 は 寺坊で 埋まって るた。 白河院 Q 御宇 I！ は、 所 慶の佛 像 ー萬體 

に 上， り、 大小 0 塔 四十 四 萬 六 千 餘甚と 云 ふ。 身分の わからぬ 世捨 坊主 空 仁で さ 

へ、 法 輪に 「庵室」 を 所持して、 讀經 して ゐた。 大抵、 寺 Q 一棟 を 占有して、 


「草の 庵」 と唱 へたの だ と 思へば、 間違 ひない。 それでな いと、 待 賢 門院の 女 

房 達な ど は、 安全に 遁世す る 事が 出来ない。 男で も 同じ 事 だ。 高 野に 移って か 

ら、 どうした か。 申す 迄 もない 大 伽藍で、 寺坊 櫛比、 好き こ Q んで 草の 庵 を 結 

ぶが もの は 無い。 眞言 祕密の 學問を 修めに 「寺」 に來 たの だ。 「苦行」 しに 來た 

ので はない。 或る 嚴 冬の 夜、 折から 御 在 山の 元 性 法 印に 謁し、 小袖 を拜領 して 

ほろ  かさ. 

感激した 歌が ある。 皇子 賜 ふ 所の 小袖 だ。 S 褸の 墨染に 襲ね る わけに は 行く ま 

い。 さて、 伊勢神宮の 邊に 移って、 西 ふく 山に 柴の庵 を 結び、 梅花の 匂 ひ をな 

つかしんで ゐる。 柴の 庵と 云った ところで、 風流の ために 住む ので はない。 生 

活の ための 設備で ある。 蓮 阿 記の 西 公談抄 なる もの、 僞書 とする 人が 多い けれ 

ども、 ともかく 參考 まで ー讀 すると、 「濱荻 を 折 敷きた る やうに て 哀れなる す 

まひ」 云々 と 書いて ゐ るが、 其處で 「和歌の 會」 する 由 も 述べて ゐる。 西 行の 

弟子 は、 祌官 僧侶 等多數 あったらし いから、 會 といへば、 五 人 や 十 人は來 て、 
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茶 ぐらる 飲んだ Q であらう。 加 之、 西 行 は、 晚年、 此處 (伊勢) で 御 裳 濯 河 及び 

宫河兩 歌合 を 編輯し た も Q と 推定 せ ねばなら ぬ C  ( 文治 二 年 伊勢 發 足し て 臭 羽 

行脚に 出てから、 同 三年 末に 俊 成の 判 を 受ける 迄の 間に は、 諸國 移動 中で、 原 

稿 整理 Q 暇な ど は 無い。) さう して、 歌合 0內 容を檢 する に、 

知ら ざり き 雲居の よそに 見し 月の 影を扶 にや どすべし と は 

頼もしな 君 々 にます 折 にあ ひて 心の 色 を 筆に 染め つ る 

道 か はる 御幸 悲しき 今宵 かな 限りの 旅と みるに つけても 

松 山の 波に 流れて こし 舟の やがて 空しくな り に け る か . な 

しをりせ で猶山 深く わけ 入らむ うき 事き かぬ 所 あり やと 

とい ふやうな、 奮 作、 出家 前の 作 さへ もま じってる るに 徵 して、 西 行 は 「柴 0 

庵」 の 中に、 舊稿を うんと 蓄 へて 置いた 事が 推察され る。 これ は、 詠歌 を讚佛 

乘の 方便と する 西 行に とって、 生命よりも 大切な 執着 物で ある。 なかく もつ 


て、 濱获を 折 敷きた る やうの 上に、 雨 ざら しに 出來る もので ない。 奧羽大 行脚 

はどうし たか。 東大寺 沙金勸 進の 旅行で ある。 托鉢で はない。 途中 鎌 倉で は、 

總追捕 使の 營 中に 泊った。 終點平 泉に 着いて は、 鎮守府 將 軍の 客分であった。 

西 行が 笠 を かぶり 杖 をつ き、 こっく 步 いて ゐる： t を 見て、 「えらい 事ぢ や」 

などと 同情して は 間違 ふ。 昔時の 旅、 脚 を 使って 步 くの は 當然の 事、 女人で さ 

へ 脛巾 • 市 女 笠で 海道 を 上下した。 驛每に 宿屋の 設備 あり、 布施 屋と いふ 無料 

宿泊所 も あり、 文字通りの 草枕 を營む 場合 は 極めて 例外に 屬 した。 西 行 とても 

好んで 草枕 をした 答 はない。 かやう に 言った とて、 私 は 西 行 を 贅澤な 生活した 

世捨 人と.^ しめる 次第で はない。 金 殿 も玉樓 も、 茅屋 も 噴 野 も、 西 行に とって 

は 平等の 關心、 ひとしく 客 夢の 結び どころ であった とい ふ 意味な ので ある。 一 

例 を 擧げれ ば、 聞書殘 集に、 爲 業の 常 磐の 山 莊に數 人 集まって 連歌した とき、 

「秋の 夜 ことに 肌寒 かりければ」 西 行 は 寂然と 「背中 を 合」 せ 肌の 溫 みで 寒さ 
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を 凌ぐ と、 其 虞へ 又、 西 住が 雨中 を來 て、 蓑 笠を撋 干に 掛けた 云々 と あるな ど 

は、 いかにも 西 行の 生活ら しい、 佳話 だと 思 ふ。 

ともかく、 西 行 を釋迦 雪山の 難行苦行と 結びつけたり、 風流の 乞食 坊主と 考 

へたり する 事 は、 しない 方が よい。 眞の西 行 研究 は、 小說ゃ 先入主 を 撥 無す る 

事から 發 足せねば ならぬ。 


四 西 行 出 家 の 原因  . 

第一 、一般 厭世 說 

我が 西 行の 生存し； i 時代 は、 平安朝 四百 年の 文化 社會 が麼爛 し、 弛緩し、 頹 

廢 して、 鎌 倉 武家時代に 移らう とする 過渡期であった。 生活 • 思想 共に 動搖 し、 

舊 きもの 崩壤 せんとして、 新しき もの 未だ 建設され なかった。 (西 行 寂 後 二 年に 

して 賴朝 幕府 を 開き、 十五 年に して 定家等 撰 進の 新 古今 集成り、 三十 四 年に し 

て 親鸞が 淨土眞 宗を開 創した。) 加 之、 天變 地異 相 接いで 到り、 西 行誕. 生の 元 

永より 出家の 保延に 至る まで、 七 度の 改元、 天 治 以外 は、 すべて 天災 地 變の厄 

蓮の ためであった。 かくの 如き 類廢的 過渡期に 在って は、 普通 一 投の 人生観 は、 


おの づ からにして、 &れ世 • 遁 避 • 退 嬰 • 保身に ならざる を 得ない。 積極的 社會 

觀を 持す る 者 は、 新しく 家 蓮 を 開かう とする 源平 二 氏 Q 武士と、 新しく 宗旨 を 

創めよう とする 良 忍 • 源 空. 榮西等 0 傑 僧 ある 0 みだ。 かかる 時、 何人も 現世 

を 厭離し 度くなる であらう。 況ん や、 聰明 敏感なる 佐 藤 義淸に 於いて を や。 彼 

は その 親友の 大原三 寂と 同じ 心理で、 榮 華の 生活 を 墨染の 友に やつした。 山家 

集を繙 けば、 二十 歲頃旣 に 萬 法 流 轉 • 無常迅速 を觀 じた 歌 あり、 出家 後に はな 

ほさら 多い。 台 記康治 元年 三月 十五 日 條 「 2 抑 西 行者、 本 ハ衞 尉義淸 也、 以 一一 

重代 勇士, 仕 二 法皇,、 自，； 俗 時, 入，； 心於佛 道；、 家 富 年若、 心無， 愁、 遂以 遁世、 

人 歎 二 美 之 一也」 と 記して あるの を 信じなければ ならぬ、 云々。 

この 一 般 厭世 說 なる ものが 西 行 出家に 關 して 通俗に は 最も 受 入れられ 易い。 

西 行說話 (一 生涯 草紙 • 撰 集抄 等々 の 類) は 此の 原因 說 に出發 して、 西 行の 一 生 


を敍述 した。 さう して、 この 出發點 からする と、 西 行 を、 人間と してよりも、 

歌人と してよりも、 何よりも 先 づ高德 の 修行者に してし ま はねば ならぬ 結果と 

なる。  、 

第二、 戀愛 原因 說 

これ は、 第一 說 よりも i かに 狭き 範圍に 於いて、 一部の 人々 に 信じられて ゐ 

る 原因 說。 源平 盛衰 記の 二三 行 を依據 とする 迄 もな く、 西 行の 家集の 中に しば 

しば 41 口 白して ゐる。 

田 4 ひき や 雲居の よそに 見し 月の 影を袂 にや どすべし と は 

つらく とも あはす は 何の 習 ひに か 身の程 しらす 人 を 怨みむ 

弓 張の 月に はづれ てみ し 影の さやかな りし はいつ か 忘れむ 


數 ならぬ 心の 处 口にな し 果てで 知らせて こそ は 身 を も 恨みめ 

身の 憂さの a ひしら るる ことわりに 抑 へられぬ は淚 なりけ り 

もの 田 4 へ どかから ぬ 人 も ある もの を哀. なりけ る 身の 契 かな 

何と こ は數ま へ られぬ 身の ほどに 人 を うらむ る 心 ありけ む 

身 を 知れば 人の 咎と は 田 4 はぬ に 恨み 顏 にもぬ るる 袖 かな 

哀々 この 世 はよ しゃさ も あらば あれ 來 むせ も かく や 苦し かるべき 

これらの 歌 を審讀 すれば、 西 行 出家 0 原因の 謎 は 解かれる であらう、 云々。 

第三、 政治 原因 說 

西 行 は 元來、 鎮守府 將 軍秀鄕 G 血統に 屬 する 武士 佐 藤義淸 であった。 鳥羽院 

の 北面、 非違 使 を も 望めば 望み 得る 門地であった。 そ G 二 門 は 朝廷 後宮に も 


出入して、 京師に 於け るー實 力であった。 加 之、 その 同族 は 佐 藤と 稱し、 大友 

と稱 し、 小山と 稱し、 下 河 邊と稱 し、 主として 關 東の 地に 盤踞し、. その 最も 雄 

なる 者 は 平 泉に 城郭 を 構へ 奧羽 を知領 して ゐた。 佐 藤 一 門 同族の 武力と 富力と 

は、 實に、 新興の 對抗 勢力なる 源平 二 氏の 間に 介在して、 決定 投票 を 握って ゐ 

たと も 観られる ので はなから うか。 且つ 西 行 は、 老齢の 後、 鎌倉營 中で 弓馬の 

道を說 いた 程の 男、 もしも 武人と して 立ったならば、 賴 政ゃ淸 盛ぐ らゐ の戰爭 

は出來 たで あらう。 從 つて、 永く 俗界に 居たならば、 將來豫 想し 得る 動亂 (保 

元亂. 平 治亂) の 渦中に 卷き 込まれざる を 得ない。 殊に、 西 行 は 崇德院 の 寵遇を 

忝う し、 彼 また 院に 深く 御 同情 を 寄せ 奉って ゐた。 出家 前後の 作と 推定され る 

所の、 

善 惡を思 ひわく こそ 苦し けれ 唯 あら るれば あられけ る 身 を 

吳 竹の ふし 繁 からぬ せ^りせば 此君 はとて さし 出で. なま， し .  . . 


の 二 首の 如き、 明らかに その 心境 を 物語って ゐる" 明哲 保身と 云って しまへ！^ 

淺 薄に 聞え るが、 彼 は 性格 上、 政治の うるさ さに 堪 へられなかった" かう して 

保 元に 先 だっこと 二十 六箇 年、 浮世 を 振 捨てて しまつ； i ので ある。 他年 高野山 

にて Q 作、 

しをりせ でな ほ 山 深く わけ 入らむ 憂き 事 聞かぬ 所 あり やと 

は、 平 治亂の 陰謀 を、 その 直前、 自分と 深交 ありし 信 西 一族 中の 何人から か 漏 

ら されての 感慨に 相違ない、 云々。 

この 政治 原因 說も、 一 部の 研究家に よって 奮く から 主張され てゐ る。 「崇德 上 

皇の御 一 生 は 西 行の 半生に 苦悶の 情を斷 た、 ざら しめ」 云々 と 書いた 藤 岡 作太郞 

博士の 西 行 論 は 明らかに 政治 原因に 觸れ、 尾 山 篤ニ郞 氏な ども 一 時 は 此の 說に 

傾いて ゐた 如く 考 へられる。 


第 四、 綜合 原因 說 

これ は 旣述三 說のー に 偏せ す、 西 行 出家の 原因に は、 無常 觀 もあった らう、 

政治的 原因 もあった らう、 戀 愛の 惱み もあった らう、 それらが 綜合 併存して、 

竟に彼 を 出 離せ しめたと する 說。 「綜合 原因 說」 と は 私の 假 りに 付けた 名稱。 私 

はもと 戀 愛原 因說を 持して ゐた 一人で あつたが、 近來 いろく 者へ た 結果、 第 

四說に 傾きつつ ある。 佐 藤 義淸に 一般 厭世観の あったらう 事 は、 勿論 否定 出來 

ない。 けれども、 同時に 政治 原因の 惱 みの あつ； i 事 も 肯定せられ ねばならぬ。 

愚按 によれば、 この 二つ は 遠因で ある。 さう して、 悲戀の 苦しみと 云 ふ 近因が 

加 はって、 彼 を 世 外に 超脫 せしめた。 (但、 西 行 をして 數 ならぬ 身と 嘆かし めた 

悲戀の 對象者 を、 少.々 ばかりの 資料に よって、 これと 決める 事 は 殆ど 不可能に 

屬 する。) 


諸行無常とか生者必滅とか云ふ觀念だけで遁世出來るも^5で無ぃ。 世相 を湊 

季 と悲觀 する 事 だけで 身 を 捨てられる もので も 無い" 澆季 とい ひ 無常と い ふ 

も、 一般 原因であって、 两行 一人の 個に 卽し たもので は 無い。 個に 卽 した 原因 

無くして 出家した 〇 は、 古今に 迦舰羅 城 Q 王子 だけで ある。 一 例 を 擧げれ ば、 

方丈 記の 作者 は、 人生 Q 無常 や 末世の 變災の 事な ど、 くだく しく 述べて ゐる 

けれども、 彼 は 決して それだけの 事で 日 野 0 草庵に 引 込んだ ので はない。 賀茂 

の 社 司 を 請うて 許されなかった 事が 世 をす ねた 動機で ある。 西 行に 就いて 云 へ 

ば、 「入 心於佛 道」 は 一 般 原因で あり、 政治 關係 及び 悲戀 は懷的 原因で ある。 「心 

無愁」 は 台 記の 書き誤りで あらねば ならぬ 

附、 西 行 獨身論 

數年 前まで 私 は、 西 行 出家の 原因 は戀 愛に 在りと 云 ふ 事 を 生 一 本に 信じて ゐ 


仁。 それで、 戀 愛原 因說を 裏書す る 一 つの 觀方 として、 「西 行獨身 論」 なる も § 

を 草し、 短歌 研究 11 时ー醉 に揭 げた。 參考 まで、 その 全文 C と 言っても、 饒舌 

に 過ぎ， U 部分 を少々 削って) を 左に 轉載 する。 

鳥 羽院の 北面 左 兵 衞尉佐 藤 義淸、 出家して is: 行 叉 は圓位 は、 尊卑 分脈 第五 卷秀鄕 流 系譜 

を 見る と、 一子 隆聖 あって その 母の 身分 等 不詳。 叉 西 說 話に 屬 する 俗説に よれば， 娘が 

1 人あった 事に 成って ゐて、 それが 父 出家の 瞬間 及び その後に も 劇詩 的效果 ある 役割 を演 

じて ゐ る。 隆聖は 小山 系圖 のー說 に、 西 行の 子で 無く 弟で あると 解して ゐ るが、 私 は 此の 

一 說の 方に 從ひ、 分脈の 記載 を担絕 する。 俗 說の娘 も 私 は 否定し 去らう と 思 ふ。 妻の 有つ 

た 事 を も 亦 私 は 信じまい とする。 要するに 西 行 は 在俗の 時 全く 獨身 者で あつたと 推定し 度 

い。 如何なる 根據 あって 此の 推定 を敢 へて する か。 

順序と して 先づ W 行 遯世の 動 H を 究めねば ならぬ 0 それ は 同族 憲 厳の 暴 死に 刺戟され た 
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ためとす るが- €1 行 物語 や 一 生涯 草紙の 所説で ある けれども、 少し 考 へて 見れば 此の 說は釋 

:i 傳など を 見本に して 後から 擬 造した 俗 說.^ A る 事が うな づ かれる。 唯一 の歷 史的 文献と し 

て 左府賴 長の 古記 康治 元年 三月 十五 日の 條に 「抑 西 行者、 本 左 兵衞尉 義淸、 以 重代 勇士 仕 

法皇、 自^^時入心於佛道、 家 富 年若、 心無 愁、 遂以 遁世、 人 歎美 之 也」 と あるが、 私に は 

此の 記錄も その 偉に は受 入れ 難い。 ムロ 記の 文章に 據 ると、 S 行 は 在俗の 若年 時代から 心 を 

佛 道に 入れ、 心無 愁で、 そのため 出家 を 敢行した と ある。 若年に して 沸 道に 關心を 持つ こ 

とは當 時から 錄倉 初期へ かけての 時代 思想であって、 貴族 や 有識 級 は 皆 さう であった の 

である。 俊 成に しても 定家 にしても 乃至 良經 にしても が 二十歳 前後から 遯世 や 釋敎の 歌 を 

眞顏で 作った 事 は 推定 出来る。 もしも 特に 西 行の みが 本 當に眞 劍で佛 道に 志した ものなら 

ば、 出家 後の 彼の 生活に 少く とも 高僧 傳 中に 値する 底の 佛者的 精進と 事績と が 見出されね 

ばなら ぬ C 事實 はこれ に反して 何も 無い。 彼は數 年の 間 洛中 洛外 を 遠く 出です、 しきり^ 

後宮 ゃ權 門に 33 入して、 感傷的の 歌 を 作って ゐる。 然も、 

世の中 を 捨てて 捨て 得ぬ 心地して 都 離れぬ 吾が 身なりけ * 


とさへ 歌って ゐるひ 

前半生の 西 行 はどう 考 へても 普通の 人間と 格別 變 つたし ろ もので は 無かった やう だ ひ そ 

れが 後半生 (七十 三歲を 等分して、 三十 六七歲 以後と 云 ふ 意味で は 無い。 五十 歲 頃から 後 

の 二十 年ば かり を 後半生と 假 りに 名付ける 0) に 成る と、 流石に 年 も 寄り、 灰汁 拔け もして 

せい も 酸い も嚙 みわけた 好個の 人間と なり、 それに 天来の 歌の 上手 さが 大いに 手傳 つて、 

都で も 鄙で も、 圓位 上人 西 行 上人と 尊敬 せられる 身分に なって、 新 古今 集に も 最高 點で入 

i する に 至った。 重ねて 云 ふが、 西 行 を 僧侶 扱 ひに する 古來 普通の 考へ方 は 大いに 矯正せ 

られ ねばならぬ。 山家 集 下の 上、 雑の部に、 出家 を 思 ひ 立ちけ る 頃の 歌と して、：" 

世 を 厭 ふ 名 を だに もさ はと ^ めお きて 數 ならぬ 身の 田 4 ひ 出に せむ 

と 云 ふの が 載せられて ある けれども、 これ は 本 當の吿 白と 思へ ない。 何時の 世に、 「えら 

ぃ奴ぢ や」 と 賞め られ 度いた めば かりに 二十 二三 歳の 若い 頭 を 剃り 落す 莫迦が あるか。 少 

くと も 西 行 は 左様の 智慧 無しで は 無かった らしい。 「數 ならぬ 身」 と 嘆いた 迄 は本當 であ 

つて、 上句の 厭離 遯世の 名譽 云々 は r 數 ならぬ 身」 から 出たい や 味 乃至 あてこすりに 過ぎ 


ない。 台 記 「尺 歎美 之 也」 は 衆愚 だから これ を 歎美した ので ある。 西 行み づ から は その 歎 

美 をむ しろ 肉に.： ぶじた 二？？ 違ない。 r 敦 なら CKV」 とは當 時の 慣： E として、 下賤の 身分の 

謂で ある。 

西 行 出家 0、 眞因は 戀愛闘 係に 在った とする 一部； t 者の 觀 察に、 私 は 全然 同意す るので あ 

る 。靑 il^ の 西 行 をして、 殊に 家冨み 人々 等から 重んぜられ、 現せ 的に 何 不足な き 彼 をして 

翻然と して 出家 を 企てし めた 動因 は、 人間的に 考察して、 女性 關係 以外に 無かった ので あ 

る。 而 して、 それ は必 やや 失戀に 非す して、 すな はち 片思 にあら すして、 相 S の關 係に 在 

りながら 對手 方の 境 S3 上 西 行の r 數 ならぬ 身」 に 不安と 危險と を 感ぜし めた ものである 事 

も、 推定に 雞 くない。 

想 ふに 若き； g: 行 はお 何なる 女性から も 愛せられる 資柊を 十分に 具 僚して ゐた。 彼 は 武勇 

を 以て 院の寵 遇 を 一 K4 うする と共に、 年少の 頃から 和歌の 道に も 非凡であった 3 容貌 亦 端麗 

であった 事 は、 {呂廷の，て性：ゅと出*後さ へ頗る親密に交際してゐた事でもゎ.^^る。 5g 平 盛 


衰記 智卷第 八に、 西 行の 出家 は 「源 は戀 故と ぞ 承る」 云々 と 書いて ある。 これ は 架空の 小 

說 と假定 する も、 西 行が 當時 所謂 レデ ー ス • マンと 考 へられて ゐた 事の ー證 左に は 成る。 

然 らば 西 行が 戀の 相手方 は 何人で あつたか。 勿論 想像に 過ぎぬ けれども、 一 部の 論者 所 

說の 如く、 それ は 彼の 主人 德大寺 家との 關係上 彼の 暴々 出入して 懇意であった 所の、 待 賢 

門院 奉仕の 女官 等の 中で あらう とする が、 矢張り 最も 自然な 推論で ある。 乍 併、 彼の 眞の 

戀人は これら 以外の 女性であって もさし つかへ ない。 待 賢 門院の 女房 等 中に 叉 は 他の 權門 

中に 彼と 年齢 相 如く 好個の 戀人 があった としても 一向 さしつ かへ ない 0 さう して、 その 懸 

人の 背後の 力 (父兄で あっても、 他人であって も) と抗爭 して r 數 ならぬ 身」 の 西 行が 身邊 

の 危險を 感じた とする は 私の 想像 說 である。 

西 行が 戀 愛の 深き 體驗 者であった らう 事 は、 山家 集の 歌から も 推定 出來 る。 

數 ならぬ 心のと がに なし 果てで 知らせて こそ は 身 を も 恨みめ 

何となく さすがに 惜しき 命 かな あり 經ば 人の 田 4 ひ 知る やと 


今ぞ 知る 思 ひ 出で. よと 契りし は 忘れむ とての 情なり けり 

中々 に 思 ひ 知る て ふ 言の葉 は 問 はぬ に 過ぎて 恨めしき かな 

哀れ あはれ 此の世 はよ しゃさ も あらば あれ 來む世 も かく や 苦し かるべき 

あはれ とて 人の 心の 情 あれな 數 ならぬ に は よらぬ 嘆き を 

うとくなる 人 を 何とて 恨 むらむ 知られす 知らぬ 折 も ありし を 

遙か. y なる 岩の はさまに 獨りゐ て 人目お も はで 物 思 はば や 

斯様の 類の、 いがに も苦勞 した 結果で あらう と 思 はれる やうな 戀歌 は、 新 古今 時代の 他 

の 歌人 等に は 殆ど 見當ら ない。 徹 書記が 賞め ちぎった 定 家の 戀歌 は、 題詠 技巧の 上手 さで 

ある。 

tra 行 は 又、 自然 (花鳥風月) に對 して 執拗な 愛着 を 持って ゐ た。 

花見れば そのい はれと はな けれども 心のう ちぞ 苦し かりけ る 

花に 染む 心の いかで 殘り けむ 捨て 果てて きと 思 ふわが 身に 

語ら ひし その 夜の 聲は 時鳥い かなる 世に も 忘れむ もの か 


ラ ちつけ に 叉來む 秋の 今宵まで 月 ゆ ゑ 惜しくなる 命 かな 

心 をば 見る 人 ごとに 苦しめて 何 か は 月の とりどころなる 

これ 等の 歌を讀 むと、 その 對 象が 果して 花 月で あるの か、 それとも 花 月に 象徵 された 戀 

人で あるの かさへ 判らなくなる。 さう して、 これら 煩惱の 叫び は、 彼 前半生の 制作と 推定 

して さしつ かへ 無 ささう に 思 ふ 0 

さて 彼が 袖に すがる 妻 を 突き 退け、 娘の 子を緣 側から 蹴落して 家 を 出た と 云 ふ 話 は、 悉 

達 太子 出城に なぞらへ て、 西 行 を 英雄 化さう とした 劇詩 的 工作に 他なら ぬ。 私が 西 行に 妻 

子 無しと する 論據は 二つ ある。 一は、 普通の 人間的 考へ 方で あるが、 もしも 妻子 あつたと 

したならば 然 かく 容易に 遯世 も出來 まいし、 叉遯 せの 動因た る戀 愛を然 かく 極端まで 突き 

詰め 得なかった であらう と 推定す るが 故で ある。 古來單 なる 厭せ を 動機と して 若い 盛りに 

妻子 を 捨てて 出家した 人間 は、 悉達 太子 以外に 殆ど 見當ら ないで はない か。 妻子 を 捨てて 

君 公の ために 討死した 義烈の 士 は歷史 にも 小說 にも 澤山 ある。 叉莫， g 野郎で 女の ために 家 

西お 評傳  .  i 
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を 捨てた 男 も 現代まで 相當 ある。 乍倂、 山家 集 を 通じ 藤史を 通じて 吾人の 識る西 行 は その 

稈 度の 莫迦 野郎で 無くて、 むしろ 大ち >  に， 聰明た "人間で ある。 更に 叉、 妻子 を 捨てる 男 は、 

莫逸 野郎に 非 ざれば、 性格 上 峻烈な 一 面 を 持った 男で あらねば ならぬ。 例へば 釋. i の 如き 

である。 然るに、 歌 を 通じて 認識し 得る 西 行に は、 人間的 情味 は 有り 過ぎる としても、 峻 

烈な 感じ は 殆ど 無， い。 文覺 との 對面 を敍 した 井蛙 抄の 記事な ど はてんで 眉唾物で ある。 

獨身 論の 根 據のニ は、 山家 集の 何 處を披 いて 見ても、 西 行に 妻子の 有ったら しい 感じの 

する 歌 は 一首 も 半 首 も 無い ことで ある。 なるほど、 新 古今 時代の 歌人 等 は 俊 成に しても 定 

家に しても 乃至 家 隆良經 等に しても、 今日の 所謂 生活 や 私事 は 多く 詠. んでゐ た <  い。 まれに 

妻子に 闢 する 作が あっても、 大抵 それらと 死別した 後の 哀傷の 歌の みで ある。 彼等が さう 

云 ふ 態度で あるのに 不思議 は 無. い。 乍 併、 西 行、 多感の 西 行、 むごい 目に 合 はして 妻子 を 

捨てた 西 行に、 感情と しても 镞悔 としても、 五 首 や 十 首の さう した 歌の 有る のが 當然 でも 

あり、 自然で も ある。 ところが、 山家 集 は 戀歌ゃ 女官 等との 贈答 歌 や、 寂然 等 坊主 仲間と 

の 贈答 S や、 旅行 歌 や、 花 の 詠 や、 遊女との 問答 歌な どで 一杯に S めら れて、 妻子 を 思 


ひ 出したら しい 歌 は 探しても 無い o 圓頂辎 衣の 身で あるから 在俗の 時の 事 を 思 ひ 出して は 

惡 いと 云 ふ 如き 野暮な 遠慮 をす る 西 行で は 無い 害 だ 0 もし 叉、 妻子の 事 を 歌った としたら 

それ を 家集に 遣して は 名 譽に關 するな どと 莫迦 氣た 抹殺 をす る 如き 西 行で も 無い 害お。 畢 

竟彼は 最初から 獨 身であった が 故に、 左様の 歌が 無い ので ある。 

「山家 集の 何 處を披 いて 見ても、 西 行に 妻子の 有ったら しい 感じの する 歌 は 一 首 も 半 首 も 

無い」 云々 と 書いて から、 間も無く、 疑問の 一首 を發 見した 0 それ は 異本 山家 集 (周嗣 本の 

こと) の雜 に、 「覺雅 僧都の 六條 房に て、 心 ざし 深き 事に 寄せて、 花の 歌よ みける に」 と 題 

して、  • 

花 を 惜しむ 心の 色の 匂. ひ をば 子 を 思 ふ 親の 袖に 重ねむ 

と 云 ふので あった。 調べて 見る と 此の 歌 は、 西 行 出家 後 三 四年經 ての 作らし い。 一 應の處 

作者 自身の 感慨であって、 すな はち 西 行に 子供が あった やうに 見える 0 乍^、 更に 熟慮す 

ると、 斯様の 歌の 席な どで は、 主人の 心 を 想 ひやって 作る 事 も 稀で は 無い の だから、 覺雅 


^都への 同情の 歌で 無い とも 限らない。 覺 雅は祌 紙伯顯 仲の 弟で あるが、 在俗の 時 妻子の 

有った 人で、 或は その 妻子 を 亡くした 後 遯世した のか も 知れぬ。 此の 僧都 は ""gl 行 二十 九 歲 

(久 安二 年) の 時に 入寂し、 堀川 局の 叔父で、 大分 長壽 したら しく 思 はれる。 ともかく、 此 

の 一首 だけで は、 私の 所論 を 覆す 根 據には 成らない。 もしも 妻子 あつたと 假定 せば、 西 行 

の 遺作 約 一 一千 首の 中に、 「五 首 や 十 首の さう した 歌の 有る のが 當然 でも あり 自然で も」 あ 

ら ねばならぬ。 

嗟 蛾に： tii みける に、 たは ぶれ 欺と て 人々 よみけ る を 

うな ゐ 子が すさみに 鳴らす 麥 笛の 聲 にお どろく 夏の 晝 臥し 

昔かない りこ かけと かせし ことよ あこめ の 袖に 玉櫸 して 

竹馬 を 杖に も 今日は 賴 むかな 童 遊び を 思 ひ 出で つ つ 

むかしせ し隱れ 遊びに なりな ば や 片隅 もとに 寄り 臥せりつつ  • 

小 竹た めて 雀 弓 張る 男の 童 ひた ひ 烏帽子の 欲しげ なる かな 

ゎ^もさぞ磨の眞砂の土遊びさて生ひ立てる身にこそぁりけれ 


いたき かな 菖蒲 かぶりの 茅卷馬 はうな ゐ 童の しわざと 覺 えて 

これら 兒 童の 遊戯 を 詠 じた 特異の 數首 は、 昭和 四 年 三月 佐 佐 木 信 綱 先生に よって 初めて 

擧界に 紹介され た 聞 書 集から 抄出した ので ある。 (尤も 右の 內 われ も さぞ 一 首 は 異本 山家 

集 追加に も 出て ゐ る。) 

西 行 は 子供が さま， <\ - の遊戲 して ゐ るの を 見て、 「愚僧 も 同じ やうな 幼な 遊び をして 肓 

つたの だ」 と 深く 感概に 耽った ので ある。 鑑賞の 上から 云 ふと、 自分の 子が 遊んで ゐ るの 

を 見ての 作と する 方が 一 曆味は ひの 深い 事 無論で ある けれども、 他人の 子供の 遊戲を 見て 

も 同じ 歌 は出來 るので ある。 それ ゆ ゑ、 これら 數首も 亦、 西 行に 子 ありと する 論 據には 成 

ら ない。 西 行に 「家」 があった と 云 ふ 事 も、 次の 二三 首が 證 明す るかに ー應思 はれる。 

述懷の 心 を 

昔 見し 宿の 小 松に 年 ふりて あらしの 音 を 楷にぞ 聞く 

ふるさとの 心 を  ， 

これ や 見し 昔 住みけ む 跡なら むよ もぎが 露に 月の やどれる 
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月す みし 宿 も 昔の 宿なら で 吾が 身 も あらぬ 吾が 身なりけ り 

. こ、： らは事 實に卽 しての 追憶と したと ころで、 昔の 「住居」 を 歌った だけの ことで、 「家 

庭」 のあった 證 左に 成らぬ は、 云 ふ 迄 もない。 

愚案 を 少しく 補足す る 必要が ある かも 知れ ぬっ 山家 集 その他に、 出家 後 その 

妻に 與 へたと 推定し 得る 歌が 幾 首 か あると、 一部 Q 論者 は 云 ふ。 それ は、 

修行して 遠く まかりけ る 折、 人の 思 ひ へ だてた る やう 

なることの 侍りければ 

よ しさら ば 幾重 ともなく 山 こえて やがて も 人 に 隔 てられな む 

遙 かなる 所に こもりて、 都な りけ る 人の もとへ 月の 頃 

つか はしける 

月の みやう はの 空なる 形見に て 田. -ひも 出でば 心 かよ はむ 

の 如き もの を 指す。 當 時の 勅撰集 や 家集 0- 歌 序に 「人」 云々 と 書いて ある もの 


は、 ある 時 は 妻 を 意味し、 ある 時 は戀人 (この 方が 多い) を 意味し、 ある 時 は 友 

達 を 意味し、 又 ある 時 はさまでの 關係 なき 他人 を も 意味す る。 • 場合々 々 によつ 

て判讀 する 他ない。 以上 例示の 歌に しても、 むしろ 戀人 (出家 前の) と 取った 方 

が 自然で あらう。 どう 讀ん でも、 未練の 殘 つて ゐる戀 人に 對 しての 感想 だ。 妻 

に對 して こんな 事 を 云 ふやう では、 到底 それ を 振 捨てて 出 離 出來る 害が 無い。 

. 私の 數年 前の 愚按は 未熟の 研究 草稿で、 今日 敢 へ て 固執し ようとい ふので は 

無い が、 西 行に 妻子の 有った とい ふ 事 は、 現存せ る 家集の 上から は 立 證出來 な 

いと 云 ふ 事 だけ を 繰返して 置く。 


信據し 得べ き 文獻に 依りての み 作成す。 撰集抄 • 今 物語 • 十訓抄 • 古今 著 聞 

集 • 沙石集 • 西 行鎗詞 • 西 行 四季 物語 • 西 行 物語 • 西 行 一 生涯 草紙の 類 を 採ら 

ざる こと 勿論な り。 文中 片 假名 まじりの 所 は、 主として 事實の 年次 を 決定し 得 

ざる 部分と す。 

0 元 永 元 (一歳)  . 

誕生。 本 族 は 佐 藤、 名 は義淸 (纏、 き ■•) 使 左 衛門尉 康淸の 第二 子、 母 は 

監物 源淸經 女。 鎮守府 將軍 秀鄕九 代の 裔 なり (尊卑 分脈) 

西 行ガ德 大寺ノ 家臣 ナ リシ コ 卜 ハ 古今 著 聞集ヲ 俟タズ シ テ明ラ カナ レド モ、 ソハ彼 二 至リテ 


B  行  一 三 巧 

力 或 ハ 父- 祖/ 時代 ヨリ カノ 問題 ハ iS:: ン難シ 0 白 羽院下 北面 fK 士 r 尊卑 分 トシ テ仕 へ タル最 

初ハ、 年齢 ヨリ 推 シテ長 承ノ頃 卜考へ ラルつ 大治ニ 年 十月 鳥 羽新宮 成リ、 御 障子/ 寶卜歌 卜 

ヲ當 時/名匠 二 命ジ給 ヒシ. 群、 北面 ノ：^ 藻 義淸亦 十 首 和默ヲ 奉リ、 彀感ニ カナ ヒテ 御^ 朝日 

丸ヲ賜 ハル 云々 ト獰 フル ハ、 全 ク虔妄 ナリ。 大治ニ 年、 西 行 僅 二十 歲ナリ () 而シテ 其 ノ十首 

ナル モノ ヲ檢 スル 二、 申 期 及 ビ晚年 作/名 多シ 0 西 行， 說話ニ 虚妄 多 キハ徵 ネ此ノ 類ナリ 0 

他モ、 推シ テ知ル べシ。 

3 保延 一一 (一 九 歳) 

遺存歌 中の 處女 作、 君が 住む 宿の 坪に は菊ぞ 飾る ひじり の宮 とい ふ ベ かる 

らむ (山家 集 上 秋) 京 極 太 政 大臣 中納 言と 申しけ る をり 菊 を 夥しき ほどに 

したてて 鳥 羽 院にま ゐらせ 給 ひたりけ る 鳥 羽 G 南 殿の ひがし 面の 坪に 所な 

き 程に う ゑ させ 給 ひけり 公 重少將 人々 をす すめて 菊 もてなさせ ける にく は 

はるべき よし あれば、 と詞書 あり。 公 重 は 德大寺 公實の 孫に して、 實 能の 


甥に あたり、 保延ニ 年院の 殿上人な りし (台 記) ゆ ゑ、 西 行の 歌の 事 は 其の 

頃と 推定す。 .  ； 

右 以外、 山家 集 下下 二 ふりに ける 君が 御幸の 云 々トイ フ鈴ノ 奏ノ歌 及 ビ同菓 上 冬 二 裏返す を 

みの 衣と 云々 卜 ィフ土 御門 內裏ニ テノ歌 ハ保延 年 問 ノ事ニ ハ 相違 ナ キモ、 シカ卜 年 ヲ定メ 難 

シ。 聞 書殘菓 所載 西 山 法 輪 二 テ空仁 • 西住ナ ド卜ノ 連歌 ノ事 モ、 此ノ頃 ナリ。 山家 集 卷尾ノ 

百 首モ此 ノ顷ナ ラン カトー 應考 ヘラ ルル モ、 仔細 二 撿討ス レバ 疑 間 多ク、 出家 直後 ノ作 カト 

モ思 ハル 0 

保延五 (ニニ 歲) 

鳥 羽 上皇 安樂 壽 院本 御塔儉 分の 御幸に、 德大寺 右大臣 實能 及び 西 行 供奉す 

(山家 集 下 上、 今宵 こそ 思 ひ 知ら るれ 云々 の 歌の 詞 書)、 鳥羽院 親ら 御 墓所 

と 定め 給 ひし 本 御 塔 は 保 延五年 竣成と 傳 (山陵 志) 

左 兵衛尉 (尊卑 分脈 二 佐 兵衛尉 ト アル モ、 右兵衛 尉 卜 セル 書 モア リ〕 ニ任ゼ ラレ タル ハ 何年 ノ 

事 トモ 知リ難 キガ、 I 羽 上皇 彼ヲ檢 非違 使ニ铺 セン トシ 給ヒシ 二 彼 固辭ス 云々 ト傳 フル ハ、 
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信 ズべキ ：！^ 據 ナシ。 北面 時代 弓馬 ヲ善 クセ シ事ハ 信ズル 二足 ル (東 SS 文治 二 年 八月 錄 )o 尊卑 

分-ね 二 ョ レバ 西行此 /頃 妻 ァリ、 一 曰 力 二 シ テ隆聖 (權 律師 卜 ナル) ト云。 秀 流 系圜 一 本 (S 

群 書類 從卷笫 百 五十 五〕 -1 隆聖 1 說弟ト 註 セル ハ 注目 二 値 ス ベ シ (愚案、 西 行獨身 論) 

保延六 (二三 歳) 

春の 頃より 出家 を 思 ひ 立つ (山家 集 下 上、 空になる 心 は 春の 云々、 世 を 厭 

ふ 名 を だに もさ は 云々 Q  二 首)、 又、 鳥 羽院に 出家のお 暇 申 上ぐ る 歌 あり 

(異本 山家 集 追加)、 かくて 十月 十五 日出 家す (台 記康治 元年 三月 十五 日條 

及び 百 鍊抄卷 六) 法名 圓位、 大寶房 i 本お 又 西 行と 號す (尊卑 分脈)、 遁世 〇 

のち 山家に て、 山里 は 庭の 梢のお とまで も 世 をす さみた るけ しきなる かな 

(異本 山家 集 錐)、 ゆかりな りけ る 人の 許へ、 世 〇 中 を そむき はてぬ とい ひ 

おかむ 思 ひしる ベ き 人 はなく とも (山家. 集 下 上) Q 詠 あり。 

. 扭 家 原因 及ビ其 ノ際ノ 光景 二  M スルー 說話觀 二 ハ處 妄ノ事 多シ。 西 行 離 ノノチ 直チニ  SSB へ 


行脚 セリ トス ル說 ハ、 心境 上 ー應尤 モラ シケレ ドモ、 事實ハ 決シテ 然ラズ 0 北山 • 東 山 • 西 

山 ト轉々 シテ兩 三年 間 洛中 洛外 ヲ遠ク 離 レサ リシ コ ト ハ 家集 コ レ ヲ證ス 0 

錢 康治元 三 五 歳) 

二月 廿 六日 待 賢 門院 落 I 防の 時 御結緣 のた め 法 華 經廿八 品の 歌 を 詠む (聞 書 

集、 長 秋 詠 藻下釋 敎歌參 照)、 三月 十五 日內 大臣 賴長 を訪ひ 自筆 一品 經の 

供養 を勸 進す (台 記) 

康治ニ  (n 六 歳) 

此の頃 東海 奧羽 行脚 をな せりと 推定す。 後葉 和歌 集 所載 西 行 歌 「みちの く 

へ 修行して ま はりし に 白 川の 關に とどまりて」 云々 と詞 書せ る、 白 河の 關 

屋を 月の もる 影 は 人の 心 をと むるな りけ り、 參照。 後葉 和歌 集 は 飼 花 集成 

立  一^ f の 後 十 年 餘を經 て 保 元元 年の 頃 藤 原爲隆 (寂 超) 私 撰せ しものと 考 へ 
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らる c  . 

山家 集 下下、 遠ク 修行 ス ルコ トァリ ゲル 二 菩提 iiS  ノ前 齋宮 (齋 院ノ 誤リ) 二 マキ リタ リケ ル 二 

.<^々別/«^ッカゥ マ ッリケ ル 二 さりと もとな ほ 逢 ふこと を賴 むかな 死 出の 山路 を こえぬ 別れ 

は トァリ C コレハ 西 行東國 行脚 二 臨、、、 仁 和 寺 菩提 i;^ ノ 较子內 親王 c: 後 ノ上西 門 i ぼ)/ 女房 達 二 

暇 iN- シ タル モ ノト S. 察 セラ ルル モ、 勿論 シカ ト定 メ難シ C 鈴 塞 山う き 世 をよ そに ふりすてて 

云 々 トイ フ 有名 ナル^ ハ 必ズ ャ此ノ 旅行 ノ時 ナルべ シ。 而シテ 途中 暂ラク 伊勢 二 潜在 シ タリ 

ト考 へ ラル。 詞花集 ニ讀人 不知、 世 をす つる 人 はまこと に捨 つるか はすて ぬ 、こそす つるな 

りけ れノ 1 首ハ西 行ゾ馱 (異本 山家 集雜) ナレ ドモ、 ソノ 作年ハ 天 養 元年 (詞花 集 ili 宣.」 以前 或 

ハ 仁 平 元年 (同 集成 立) 以前 ト云 フ ノ ミ 一一 テ、 シ カト定 メ難キ ハ 遣 憾ナリ 0 

天 養 元 (二 七 歳) 

崇德院 詞花集 Q ため 歌 召し 給 ふ。 此の 時 大原三 寂と 西 行と 0 間に その 歌 0 

事に て交涉 あり (山家 集 下 上) 

w: 行 ガ心友 ナル大 原 三 寂 トノ交 涉ハ、 家集 二 テ ハ此ノ 時-一 始 マル C 西 行 ト爲忠 一族 トノ 交際 


ハ更ニ 遡リテ In^ 承 • 保 延ノ頃 ヨリ ナルべ シ 0 丹 後 守爲忠 ニ爲業 *賴 業 • 爲隆ノ 三子ァ リテ、 

皆 官途 一一 出仕 セシ ガ、 宋子 爲隆最 モ早ク 遯世 II シテ 寂超ト 號シ、 次 ニ賴業 ハ近衞 天皇 二 仕 

へテ 藏人ナ リシ ヲ 天皇 崩御； ft  ノ 後出 家シテ 寂然 ト 號ス。 兄弟 共 ニ大原 ニ隱栖 セリ。 寂然 二 

ハ兄寂 念 (想 空) 入滅 ノ時 西行ト 贈答 セル 敬 アル ヲ以 テ、 相當 長命 セシ モノ ナ ラン。 長兄 爲業 

最モ後 レテ永 萬 元年 ノ頃出 鎖 セシモ ノト 推定 セラ ル。 寂 念 又 ハ想空 トモ 號シ、 主 トシ テ父ノ 

山 莊ナル 洛西常 磐ノ第 ニ住セ シ如キ モ、 異本 山家 菓 I 嗣 ノ歌序 二 想 空 入道 大原 にて かくれた 

りし を 云々 トァ レバ、 彼 亦 大原ニ 住ミシ コ ト アル ヲ窺ヒ 得べ シ。 寂 念 入滅 ハ治承 二 年 以後 ト 

考へ ラル。 卽チ大 原 三 寂ト稱 セラ ルル 所以 ナリ。 山家 集 下 上、 定信 入道 戳 #H 寺 一一 堂 造 リニ 結 

綠スべ キヨ シ申 シ越シ タル 二 西 行、 山く づ すその 力 根 は 難く とも 心 だくみ を そへ こそ はせ め 

ト、 返答 セリ、 太宰府 觀音寺 ガ康治 二 年. I ハ月廿 1 日燒亡 セシ事 アル 二 ヨリ、 多分 ソノ 再建 ノ事 

ナ ルべキ 力。 山家 集 一一 モ異 本山 家集 一一 モ、 西 行 ガ覺雜 僧都 ノ六條 房ヲ訪 ヒテ歌 詠ミシ コト見 

ュ。 覺雅ハ 神， 紙估顯 仲/弟 一一 テ仁和 寺 僧綱、 久安ニ 年 入寂 ナ レバ、 二人 ノ交涉 ハ西行 二十 九 

歳 マ デノ事 ナリ。 奈 良法 雲 院覺 譽大 僧都 ヲ尋 ネテ 歌詠セ シ コ ト異 本山 家集 及ビ聞 書殘集 二見 

ュ。 覺譽モ 覺雖ト 同 ジク久 安二 年 入滅。 
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久 安二  (二 九 歳) 

. 待 賢 門院 崩御 あらせられし 三 條高倉 第 Q、 堀川 局 Q もと へ 故 女院御 追悼の 

歌 を艚る (山家 集 下 上、 尋ぬ とも 風 0 つてに も 云々 G 歌) 

鳥 羽 中宮 待 賢 門』 ぉ瑋子 (德大 寺公實 女、 實能 妹) ハ久 安元 年 八月 廿 三日 崩御 (合 記) 遊バ サレ、 

院/ 女房 堀川 局 • 中！ S 言局ナ ド世ヲ ハ カナ、、、 テ出 離シ、 或 ハ 仁 和 寺ノ奧 二 或 ハ 西山嵯 峨野ノ 

邊ニ隱 栖シ、 兵衞 局ノミ ハ後ニ 上 西 門院 女房 ト ナル。 西行シ キリ ニ此等 女房 ト 往復 シ、 t!,^ ノ 

贈答 ナド 家集 ニ多ケ レド、 年次 ハ 凡 ソ久安 初年 ノ頃ナ ラント 想像 シ得 ルノミ 二 テ、 シカ 卜お 

メ 難シ。 女房 等ノ隱 栖所ト 西行ノ ソレト 近接 セシ 事ハ 推察 スル 二 難 カラ ズ。 中 納言局 ャガテ 

小 倉 山 ヲ捨テ 紀州天 野 ニ移リ タル 二、 院/ 帥局コ レヲ訪 間シ、 二人 シテ粉 川 寺 二 詣ヅ。 此/ 

時 西 行 i 咼野 ヨリ 出 デテ案 內シ、 吹 上濱- ーテ風 雨 二 遇フコ トァリ (山家 菓下 上)。 コノ事 實ガ何 

年ナ リシ 力 ヲ 知ル コ トハ、 西 行 高 野 在住 ノ初 メヲ 決スル 事トナ リテ、 極メテ 大切 ナル モ、 遣 

憾 ナガ ラ久安 初年/頃 ト 想像 シテ滿 ni- スル外 ナシ。 撰 集 抄第四 二、 中 納言局 小 倉 山 ヲ出デ 三 

年後 二 残 セシ由 記 セル モ、 信據シ 難シ。 • サテ西 行 高 野入リ ハ久安 初年 ノ頃ト 前提 シ タル 上 二 

テ、 家集 二  《 次現ハ ルル 大原三 寂 (レ #-1 寂然〕 トノ 高野ョ リノ 磨お ャ西住 二 關スル 分ハ、 何 

年/事 ナ ルカ、 全ク 暗中摸索 ノ 感ァリ 0 寂然 及 ビ西住 ノ傳記 不精 { 祈- 1 テ、 殊 -I  二人共-一 残 年 


不審 ナル ハ西行 研究 上甚ダ 不便 ナリ。 唯、 西住ガ 寂然 一一 先立 チテ 入滅 シ タルコ トヲ知 リ得ル 

ノミ (山家 菓下 上、 亂れ ずと を はり 聞く こそうれ しけれ さても 別れ は 慰まね ども トイ フ 寂然 

/挽歌) a 大峯 修行 ノ敬 山家 集下ノ 上下 ヲ通 ジテ 十七 首ヲ數 フル モ、 皆 同 1 時ノ 修行 ノ 場合 

二 詠 マレ タルモ ノト 覺ュ ◦ 古今 著 聞 集 一 一 西 行 ヲ大峯 二度 ノ 行者 トシ テ推獎 セル ハ、 家集 ヨリ 

シ テ ハ 立證シ 得ズ。 ソハ 兎モ角 トシ テ、 大峯 修行 ハ高野 ヨリ セル モノ ナルコ ト 推定 シ テ可ナ 

ラン 力 0 又、 熊 野那智 詣ノ歌 ハ少數 ナガ ラ山 家集 • 異本 山家 集 • 聞 書 集 一一 散見 ス。 コ レヲ撿 

スル 一一 ちらで 待てと 都の 花 を 思 はまし 春 かへ るべき わが 身なりせば ノ 如ク、 出家 直後 ノ 洛中 

洛外 時代、 否、 或ハ 出家 前 カトサ へ思ハ ルル 歌 モアレ ド、 高 野 ヨリ 詣デ タルコ トモ 無 キニァ 

ラ ザルぺ シ。 山家 集 下 上 一一、 秋 ノ暮レ カタ 修行 一一 出デ 侍リケ ル道 ヨリ 權 大納言 成逋ノ モト 一一 

ッ カハシ ケル、 嵐 ふく 峯の 木の葉に ともな ひて いづち うかる る 心な るら む、 コ レ ハ 久 安五 年 

以後 ノ作ナ ルガ、 何年 ト ハ定メ 難シ。 鞠聖成 道ノ櫂 大納言 ハ 久 安五 年ノ コ ト。 

久安六 (三 三 歳) 

崇德院 百 首 歌 召し 給 ふ、 德大寺 右 大將公 能 その 詠草 を 西 行に 內 見せし む 

(山家 集 下 上、 家の 風 ふき 傅へ ける 云々 の 歌) 
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西  行  151 二 

崇德院 讚岐 遷幸 以前 -1、 右 以外、 西 行 扇ヲ佛 ユタ テ マツリ テ祈 ルコト アリシ 二院 ヨリ^ 製 賜 

ハ リ 西行コ レ 二 奉 和 セル g^- ァリ (山家 集 下 上)、 又 所 緣ノ者 勅勘 ヲ蒙 リシ 一一 西 行 救免ヲ 願ヒテ 

難有キ 御沙汰 イタ ダキ タル コ トァリ (同 集 下下)、 ナホ 久安 年間 ノ作ト オボ シキ モノ  二、 中納 

言 家 成ノ诸 別業 ノ荒 セル ヲ西住 • 淳蓮ナ ドト共 二見 テア ハ レ メル 詠ァリ (異本 山家 集 雜.) 

平 忠盛ノ 八條ノ 第二 髙野ノ 人々 ト 會シテ 月明： la 聲ヲ聽 ク^ (聞誉 殘菓) アルガ、 コ ハ忠 盛ノ； 5^ 

年 ヨリ 考へ テ仁平 三年 以前 ノ コ ト 二相 違ナシ 0 忠盛 ハ 勅撰集 二 モ入選 セル 人 二 テ、 西 行 ノ^ 

友ナ リシ ガ 如シ。 

仁 平 元 (三 四 歳) 

此 Q 頃 詞花集 撰 進、 西 行の 歌 一 首讀人 不知と して 入る。 

仁 平 二  (三 五歲)  、 

此の 年、 或は 翌年、 安藝 载島明 神に 參詣 せりと 推定す (山家 集 上 秋、 浪の 

音 を 心に かけて 云々 〇 歌) 


久壽元 (三 七 歳) 

中院 右大臣 雅定に 出家 を勸む (山家 集 下 上、 すむ とみし 心の 月し 云々 の 歌) 

S 久壽ニ  (三 八 歳) 

此の 年 或は その後、 船 岡 知足院 の近衞 天皇 御陵に 詣づ (山家 集 下 上、 磨か 

れし 玉のう てな を 云々 の 歌) 

. 霧 

保 元元 (三 九 歳) 

七月 二日 鳥 羽 法皇 崩御、 西 行 高 野より 來 りて 御大 葬に 會す (山家 集 下 上)。 

保元亂 突發、 崇德院 に は 七月 十二 日夜 仁 和 寺 北院に 入らせ 給 ふ。 西 行 急ぎ 

伺候し 阿 闍梨兼 賢に 會ふ (山家 集 下 上) 

德大寺 左大臣 實能保 元 二 年 九月 二日 仁 和 寺 菩提 院-ー テ薨、 西行ソ ノ後コ コ ヲ尋ネ タルー 一形 nl^ 


5  0  一  Kg 

ノ德大 寺堂燒 亡シテ f お 石 ノミナル ヲ s キ なき 人の 形見に 建てし 寺に 入りて 鉢 ありけ りと 見て 

露り ぬる ト詠ズ (異本 山家 莫雜 )、 百 練抄 二 保 元元 年 五月 廿 二日 內 大臣 實能德 大寺堂 勇士 入 

ぉ火爲 灰燼 ト アル 是 レナ リ。 西 行ノ； ー&、 ソノ後 何年 ノコ トナ ルカ 判明 セズ 0 

保 元 二  (四 2g 

德大寺 公 能 同時に 父母 を 失 ふ。 此 0 年 或は 翌年、 西 行 高 野より 弔 ひ 公 能に 

出 離 を勸む (山家 集 下 上、 かさねき る 藤 0 衣 を 云々 〇 歌) 

鳥羽院 皇女 障子 內 親王、 後 ノ八俊 院、 白 河 殿 ニテ蟲 合 セラ レシ 時 西 行 二 ァリ (山家 集 下 上、 

ゆく 末の 名に や 流れむ 云々)、 內義 王. ハ平治 元年 ニ錄 天皇 卽位ノ 時 准 母 トシ テ八條 ilii ーヲ 稱シ 

sae フ、 故 二 西 行 詠 ハ平治 元年 以前 ナタ。 

K 平 治 元 (四 ニき  ， 

侍從 大納言 成 a に 出家 を勸む (山家 集 下 上、 おどろかぬ 心なり せば 云々 の 


歌)、 成 通 平 治 元年 十月 出家 法名 粞蓮、 應保ニ 年薨。 

山家 集 下下、 思ハズ ナル事 田- ヒ立ッ 由 聞ェ. ケ ル人ノ 許へ 高 野 ヨリ ッカハ シケル ト詞書 シテ、 

しをりせ でな ほ 山 深く わけ 入らむ 憂き 事 聞かぬ 所 あり や Alo コノ 一首、 詞書ト 云ヒ、 意味 深 

長ナリ 0 アル 人コレ ヲ解釋 シテ、 信 西 入道 等 ガ或ル 大事 (平 治亂) ヲ企テ 居 ル由ヲ 西 行 聞キ込 

ミ タル 際 ノ歌ナ ラン カト云 へ リ。 参考 二 値ス。 山家 集 上 春 一一、 上 西 門院 女房 ガ白河 法 勝 寺 二 

花見 シ、 翌日 西 行 ヨリ 兵 衞局ノ 許へ、 みる 人に 花 も 昔 を 思 ひ 出で て 云々 ノ 歌贈ル トァリ 0 此 

ノ法勝 寺 花見 ノコ ト後 德大寺 實定ノ 家集-一 モ出ヅ 0 イツ ノ事ト 判明 セザ レド、 鳥羽院 皇女 統 

子內 親王 (山家 集 -1 菩提 院前 齋院又 ハ 淸和 院前齋 院トァ ル御 方〕 二 上 西 門院 ノ院 號窣ラ レ タル 

ハ平治 元年 ナ レバ、 ソレ ヨリ 後 ノ事ニ ハ違 ヒナ シ 0 山家 菓 下下 二、 高野ノ 西行ト 大原ノ 寂然 

トノ間 二十 首 宛 ノ應酬 見 ユタ ルハ、 久壽ニ 年 以後 ノィヅ レノ年 カナ ル可シ 0 賴業 ハ近衞 天皇 

崩御 壽 ニ^- ノ後ニ 入道 シテ 寂然 ト號 スト 推定 セ ラル。 又、 寂然 高 野 一一 西 行ヲ訪 ヒテ. B 葉ノ詠 

アル モ、 年次 モト ヨリ 究メ 難シ。 山家 集 下 上、 爲業常 磐-一堂 供養 シケ ルー 一世 ヲ遁 レテ 山里 一一 

住 侍 リケル 親シキ 人々 マウ デ來 タリ トキ キティ ヒッカ ハ シケル 古に か はらぬ 君が 姿 こそけ ふ 

は 常 磐の 形見な るら め ハ 久壽ニ 年 ヨリ 永 萬 元年 二 至 ル約十 年ノ間 ノィヅ レノ年 カナ ルべ シ。 

世ヲ 遁レテ 山里 二 住、、、 シ 親シキ 人..^  ノ 中-一 ハ 入道 寂然 モ在 ラン 0 而シテ 爲業ノ 出家 ハ永萬 元 

年 ナリ。 此ノ 欺、 古に か はらぬ 君が 姿 トイへ バ、 爲業 未ダ薙 髮セザ ルナ リ 0 サラ 二 聞 書殘集 

西 (仃 事實  】g£ 
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二 常 磐ノ莊 ニ爲業 居テ、 西行ハ 寂然 • 西 住ト共 ニコレ ヲ 訪ヒシ 二、 ャガ テ靜空 • 寂 超 ナドモ 

來 合セ、 月明 ノ夜ヲ 徹シテ 連默ッ タルコ ト記 セリ。 此ノ時 西行ハ 「太秦 二 コ モリ タリ ケル 二」 

云々 ノ 文句 アル 二 ヨリ テ、 彼 一時 太 秦ノ里 二 閑居 セシ 事ヲ知 ルべシ C 

永 暦 元 (四 三@ 

十二月 四日 美 福 門院 0 御 舍利高 野の 菩提心 院に 渡され 給 ふ を拜す (異本 山 

家集 雜、 け ふや 君お ほふ 五つ Q 云々 Q 歌) 

應保ニ  (四 五 ま) 

侍從 大納言 入道. 成 通薨、 西 行 これ を 弔す (山家 集 下 上、 ゆき ちらむ 今日 0 

別れ を 云々 の 歌) 

新 古今 集雜 下、 西 行 法 帥 山里 ヨリ リ出 デテ昔 出家 セシ ソノ 月日 二 アタリ テ侍 ルナ ド申 ンタ 

リケ ルぉ 事 二八 條 ii^i お 食、 うき 世いで し 月日の 影の めぐり 來て變 らぬ道 を 又 照ら すらむ トァ 


ルハ、 鳥羽院 皇女 嶂子 ts: 親王 應保 元年 y 倏天 S! ヨリ 八 條院ト 呼 バレ 給ヒン 故、. 其ノ頃 以降 某 年 

ノ コ 卜 二相 違 ナン。 某年ノ 十月 十五 日 西 行 多分 高 野 ヨリ 出京 シ、 八 條院ノ 御殿 二 伺候 セシナ 

リ 0 女房 高 倉 ノ歜ニ ョ レバ 其 ノ頃旣 -ー 西 行 高僧/ il- 高 カリ シト 見ュ 0 

長 寛 二  (四 七 歳) 

阿 闍梨兼 賢 仁 和 寺の 僧綱に なりぬ と 聞きて 西 行 歌 を 贈る (山家 集 下 上、 袈 

裟の色 や 若紫に 云々 の 歌)、 僧官 補任 長 寛 二 年 條に兼 賢の 名 見 ゆ。 • 

山家 集 下下 一一、 二 條院ノ 內裏ニ テ貝合 セラ レシ 時 西 行人 二 代 リテ詠 ミシ欺 九 首 出ヅ。 院ノ御 

代 ハ平治 元年 乃至 永 萬 元年 ナ レバ、 歜ハ其 ノ間ノ 事ナリ 0 

0 永 萬 元 (四 < き 

七月 廿 八日 二 條 上皇 崩す、 御 五十 日の はてに 西 行 その 御陵に 詣づ (山家 集 

下 上、 今宵 君し での 山路の 云々 の 歌) 

西 行事 實  •  ー西 七.. 
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山家 集 下下-一、 大宮 女房^ 賀ガ男 ト共ニ 有 馬/竈 湯 ニ行キ タル 時、 西 行ソ/ 男 一一 代リテ 

ト& ぃャリ トリ スル 事ァリ C 大宫 女房 加賀 トイへ パ 勿論 有名 ナル 「伏 荣ノ 加賀」 ノコ トニ テ、 

大宮ト ハ 二 代 后 多 子ノ御 事。 多 子 ガ大宮 トナリ 給ヒシ ハ ニ條 天皇 讓 位 ノ永萬 元年 七月 以降 ナ 

レバ 有 馬 a 泉 云 々 ノ默ハ 西 行 四十 八 歳 以後 ノ事 ナリ C カャ ウノ 年齡ニ テカ カル 事 スル所 二 西 

行/片影 ヲ窺ヒ 得べ シ。 西 行 又、 陰陽 頭 ナル人 二 代リテ 其ノ人 ノ戀シ タル ハシタ モノ  (身分 

高 力 ラザ ル宮 女) 二 默ャリ タル 事 モア リ (山 家集 下下 ；} 

仁 安元 (四 九 歳) 

信 西の 妻紀伊 二位 局の 死 を 弔し 挽歌 十 首 を 詠む (山家 集 下 上、 流れ ゆく 水 

に 玉な す 云々 Q 歌 等) 

聞 書 集 二、 顯廣ノ 大宮ノ 家 二 寂然 • 西 行 • 西 住ナド 菓リテ 默ョミ 連默ス ル事 ァリ。 俊 成ガ顯 

廣 ト名ノ リシ ハ 仁 安二 年 五十 四 歲マ デナ レバ、 此ノ會 合モ仁 安二 年 前ナル コ ト疑 ナシ。 

仁 安二  (五 0 ま) 


十月 京都より 西國 行脚に 出づ。 備前兒 島より 海 を 渡りて 讃岐に 上陸、 崇德 

院 の白峯 御陵 を拜 し、 弘法 大師 誕生 地の 善 通 寺に 巡禮 し、 年末 九州まで 赴 

きたる が 如し (山家 集 下下) 

仁 和 寺 御室 覺性法 親王 ノ御許 二 テ西行 詠ミシ 欲、 5: 家集 上 冬 及 ビ下上 一 一 出ヅ。 法 親王 嘉應元 

年 十二月 十一 日 示寂ナ レバ、 歌 ハソレ 以前。 山家 集 下下 一 I 戀百 十首ァ リテ、 ソ/ 尾 二 建 春 門 

院少納 言局ナ ル 女房 ガ此ノ 百 十 首 ヲ借覽 シ テ西行 一一 返シ タル 旨 記 セ リ。 建 春 門院 平滋子 ハ 後 

白 河 后、 仁 安二 年 女御、 同 三年 皇太后、 嘉應 元年 院號、 安元 二 年 崩御 ュ H、 戀百十 首 ハ嘉應 

元年 (西 行 五十二 歳) 以後 ノ作 ナル. ベ シ卜 一 應考 ヘラ ルル モ、 勿論 ソ レ ョ リモ 以前 ノ作 トス ル 

異說 モ立チ 得べ シ。 西 行 高 野 二 テ元性 法 印 ニ謁シ 歌ョミ シコト 再三 ァリ (山家 集 下 上)、 ソノ 

年次 容易 一一 判 ジ難ケ レ ドモ、 崇德 院寶算 四十 六 一一 テ 崩御 ン 給ヒシ ュ H、 第二 皇子 ナル 元性ノ 

御 年齢 ヨリ 推 シテ、 高 野 御 入室 ハ院 崩御 ノ後 ナルべ シト考 へ ラル。 依 ッテ此 等 西 行 ノ歌ハ 仁 

安 • 嘉應 以後 ト 推測 ス。 西行ト 吉野ト ノ緣モ 深シ。 家集 ヲ檢 スル 二、 吉 野山ノ 歌ハ、 題詠 ノ 

形式 多 キモ、 凡テ 五十 首ホ ドニ 上ル。 一生 二 幾 回 力 吉野ニ 赴キ、 相 當長キ 間 滯留シ タル 事モ 

アルラ シケ レド、 詳シキ コトハ 全 ク 不明 ナリ。 山家 集 下 上、 國々 マ ハ リテ春 力 ヘリ テ吉 野ノ 

方へ マ カラン 卜 シケル 二人 ノ此程 ハイ ヅ クニ カ称ト ムべ キト 申 シケレ バ花を 見し 昔の 心 あら 

西 It 事 實  一 四 九 
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ためて 吉 野の 里に 住まむ と ぞ思ふ トイ フ 一 首 モ殘念 ナガ ラ 年次 知 リ難シ 0 或 ハ 仁 安三 年 春 西 

國 行脚 ヨリ 縁 リテノ 事 カナ ド遣 ス ルノミ C 吉野山 やがて 出で じ. と 思 ふ 身 を 花ち りな ぱと人 

や 待 つらむ モ、 山家 集 ニ題シ ラズト セル 數多ノ 歌/中二 マ シ リテ、 前後/事情 ヲ^ フ ニ由ナ 

シ 0 みやた てト 呼べ ル ハ シタ モノ (身分 高 カー ァヌ 女官) 尼 トナリ テ吉野 二 住 メル 二、 高 野ノ西 

行ノ 許へ 供養 ノ 料 ヲ贈 リ來シ コ ト 同ジク 家集 二見 ュ ル モ、 年次 推測 シ 難シ。 西 行^ メテ吉 野 

敷樓 セシハ 出家 前 ノ若キ 頃 ナルべ シト、 稚拙 ノ アル 二 ヨリ 推定 シ得 0 高 野 在： tb 時代 二 層々 

赴 キシナ ラン コ ト ハ 地理 的 開 係 二 ヨリ テモ 想像 シ 得べ シ。 吉野 ヨリ 龍 門 ニ詣リ タル コトハ 山 

家集 下下、 龍 門 二 マ キル トテ、 瀬 を a. み 宮瀵川 を 渡り ゆけば 心の底の 澄む 心地す る 二 テ知ラ 

Ac 吉 野山靑 根/ 董ナル 苔 淸水西 行 庵址及 ビ淺く ともよし や 「乂 む 人 も あら じわれに こと 足 

る 山の 井の 水 ハ 古文 默 一一 何等/根 據 ナク、 德川 時代 二 至リテ 野！？ 紀行 • 蒜 衣 • 蘼簍^ 子ナド 

二 初 メテ見 ハレ タル モノ ナリ。 

0 承 安元 (五 四 歳) 

六月 一 日 後白河 院熊野 御幸 0 ついでに 住 吉に駐 ，まり 給 ふ、 翌日 西 行 その 御 

ii; を拜す (山家 集 下下、 絕 えたり し 君が 御幸 を 云 々の 歌)： 十月 八日 上 西 門 


院雙岡 附近の 法 金剛 院內に 御堂 御 建立 供養の 事 あり (玉 海)、 西 行 これに 會 

す (山家 集 下 上、 紅葉み て 君が 袂ゃ 云々 の 歌) 

山家 集 下下 二、 賀 茂齋院 退下ノ 後、 西 行 本院 ノ前ヲ 過， キ、 サビ シク哀 レニ 感ジ、 君す まぬ み 

內は 荒れて 有栖川 云々 ノ 1 首 ヲ宣旨 局ノ許 マデ贈 リヌ。 ココニ 齋院ト ハ 五辻 齋院 頌子內 親王 

ノ御事 一一 シテ、 承 安元 年 六月 ト定、 三 ヶ月 二 シテ退 下 0 西 行 ノ歌ハ 退 下 直後 ノ事 ト考へ ラル 

承 安二  (五 五 歳)  . 

三月 十五 日 平 相國淸 盛攝州 和田濱 にて 千 僧 供養す (百 鍊抄 )、 そのつ いでに 

萬燈會 ありて 西 行 これに 會す (山家 集 下 上、 きえぬ ベ き 法の 光の 云々 の 歌) 

安元 元 (五八き  . 

鳥 羽 法皇 御 追善の 仁め 同 皇女 五辻 秦院 大義 房 賢宗に 命じて 高 野 東 別 所に 蓬 

華 乘院を 建立せ しめらる、 賢宗寂 後西 行 そ-の 事 を繼ぐ (女院 御 寄附 文 具 書 


及び 建久五 年齋院 麝宣) 

安元 二  (五 九き 

歙山無 動 寺に 千日 修行 0 慈鎮の 許へ 西 行 歌 を暖る (異本 山家 集 追加 歌、 い 

とどい かに 山 を 出で じと 云々)、 門 葉 記に よれば， 慈鎭廿 一歳 一 タ^の 時 千 

日の 間 比 歙山無 動 寺に 籠りて 專念 修行す 云々。 

異本 山家 集雜 高倉院 ノ時 たのもしな 君々 に ます 云々 ノ -、 新 勅 S 集 高會院 ノ， t 時傳へ 奏セサ 

スル事 it リケ ルニ書 キソへ テ 侍リケ ル餘 とめて 古き を 慕 ふ 云々 ノ默 ァリ、 院ノ御 治世 ハ仁安 

三年 乃至 治 承 四 年 C 

洽承元 (六 0 歳) 

三月 十五 日 西 行 京都よ、 り 高野檢 校に 消息す、 事 は 紀州日 前 宮造營 G 課役 免 

除 申請に 關す (高野山 寶簡 集)、 西 行 五辻 齊院の 命に て 高 野 東 別 所 蓮華 乘院 


を 壇上に 移す、 五月 十日 事 を 始め 十二 日 柱 立 六月 十日 上楝十 一 月 御供 養 あ 

り。 

鬱 

治 承 二  (六 一き 

此の 年 或は 翌年、 雪 深き 頃 西 行 高 野に まゐ ると 聞きて 中宮 大夫 平時 忠 より 

贈 歌 あり (山家 集 下 上)、 中宮と は建禮 門院の 御 事、 時忠 中宫大 夫たり し は 

治 承 二 年 七月より 同 五 年 十一月まで。 同じく 家集 下 上に、 大原三 寂の 長兄 

寂 念 (想 空と も號 す) 入滅し 寂然と 西 行との 間に 應酬 あり。 寂 念 は 治 承 二 年 

三月 十五 日 別 雷 社歌 合に 出席し、 その後 所見な き ゆ ゑ C 治 承 二 年後い くば 

くもなくして 入滅せ る ものと 考 へらる。 

山家 集 下 上、 江 口/遊君 ト ノ應酬 ハ 極メテ 名高 キ說 話ト ナリ、 謠曲 二 戲曲 二 小說 二 俗謠 二 主 

題ヲ 與へタ ルガ、 事ノ 年次 不明 チリ 0 撰 集 抄第四 一一 ハ治承 I 一年 九月 ノ事 トセ ルモ、 素 ヨリ 採 

西 行搴賓  li  , 
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ル 二足 ラズ。 私 力 ニ按 フニ、 六十 一 歲ノ瘦 法歸ト 遵 君 トヲ& 、、、合 セ タル 二 テハ、 物語 トシ テ 

モ憤爐 乏シ。 歌ノ赛 ヨリ 察ス ルモ、 西 行 ナホ 壯年ノ 時 ノ事ナ ラザル ベ カラ ズ C ソハ免 モ角ト 

ンテ、 變菓 ゅナル モノ、 西 行 自身 ノ事ニ  M スル 記事 ノ 部分 ハ、 悉ク 虚妄 ヲ極 メテ、 學間上 採 

ル 二 足ル モノ ナシ。 又 辛 讀シテ 直感 スル所 二 ョル そ、 スべ テ西行 ラシカ ラヌ 美文 名文 ナリ 0 

西 行 ノ樂遂 的， 度 一一 徵スル モ、 洗煉 セル 文章 ノ書キ 得ル害 ナシ。 詩 ノ 上手 ナ ル者必 ズシモ 

名文家 二 ァ ラザル ハ、 .kH マ^ 示スル マ デモ ナカ ラン C 撰 集 抄ヲ西 行 著 トス ル事ノ 非 二 就ィテ 

ハ、 最早 新ンク 言フべ キ コ ト無シ 0 古ク ハ耳塞 記 コ レヲ ヒテ？ 人 加筆， や j ヲナ シ、 山 岡 俊 明 

ノ 類聚 名物 考 -1 ハ 爲書ト 斷ジ、 薛岡作 太^ 氏ハ 一 撰 集 抄を拈 出し 来りて 僧 西 行の 名を强 ひ」 

タル ハ 陋劣 ナル惡 鼓 ナリト 述べ、 野 村 八 良 氏 (維 倉 時代 文學新 論) ノ 研究 ハ委 通ヲ盡 クシ テ或 

部分 二 西行ノ  * 文 アル ャモ 不知 ト裙 ベリ。 筆者 ハ、 一 小 部分 トイへ， トモ 西 行 遣文ノ 存在 ヲ信 

ゼザ ラント 欲ス。 

鲁 

治 承 四 (六 三き 

熊 野 詣の途 すがら 夢の 吿に騖 きて 寂蓮勸 進の 百 首 歌 を 詠す (異本 山家 集 追 

加 歌、 寂 蓮 人々 勸 めて 百 首の 歌よ ませ 侍りけ るに いなび 侍， りて 熊 野に 詣で 


ける 道に 夢に 何事 も衰 へ ゆけ ど 此の 遨 こそ 末の世に 變らぬ 物 なれな ほ 此の 

歌よ むべ き 由 別 當湛快 三位 俊 成に 申す と 見 侍りて 驚きながら 此の 歌 を 急ぎ 

よみ 出して つか はしける 奥に 書き 付 侍りけ る、 末の世に この 情の みか はら 

すと 見し 夢な くばよ そに 聞か まし) 此の 一 首 作 年 容易に 判じ 難し。 按 ふに、 

寂 蓮が 人々 に勸 進して 歌よ まする 迄に 至れる は、 若輩の 頃と は考へ 難し。 

衣に、 三位 俊 成と あれば 仁 安二 年 以後の 事なら ざるべ から や。 衣に 又、 寂 

蓮 こ の 頃 高 野 入 山中なら ば 都合よ しと 考 へ 、 寂 蓮 法師 集 を 披見した るに、 

「高 野に しばし 籠りたり ける 頃敎長 宰相 入道 病に 煩ら ひて 今 はと 成に けれ 

ば賴輔 卿と ぶら はむ とて まかりけ る 程に 身 まかりて 後 彼 山に 上りた る 由 を 

聞きて 遣 はしける」 と詞 書せ る 一首 あり。 敎 長賴輔 兄弟 は關白 師實の 孫に 

て、 敎長は 應保ニ 年の 頃より 高 野に 隱粞 し、 歿年 しかと せざる も、 その 家 

集を檢 する に 治 承 二 年頃 迄 存命の 事 は 明らかな り。 弟 賴輔は 文治 二 年薨。 

西 行事 實  •  】 五 五 
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然る 時 は、 西 行 伊勢 移住 以前にて 寂 蓮 高 野に ありし 「しばらく」 の 間と い 

ふ は 治 承 四 年頃 以外に 無し。 此の 寂 蓮 勸進百 首 は、 全く 失 はれて 殘ら す。 

さて 西 行 此の 年 If 新宫 より 伊勢へ と 赴く  (山家 集 下下、 年へ たる 浦 Q あ 

まびと 云々 G 歌) 六月 福 原 遷都の 由 聞きて、 雲の上 や ふるき 都に なりに け 

りす むらむ 月の 影 はか はらで (異本 山家 集 雜)、 以後 六 年間 伊勢山 田 二見の 

邊に假 住す。 

暴 

壽永ニ  (六 六歲)  _ 

二月 千 载集撰 進す ベ き 旨の 院宣 俊 成に 下る、 西 行 そのため 歌 を 集めて 俊 成 

に 送る (山家 集 下下、 花なら ぬ 言 G 葉 なれ ど 云々 の 歌)、 四月 公卿 勅使 久我 

通 親 京都 進發 Q 由 を 聞きて 西 行に 歌 あり (玉 海 及び 聞 書 集) 


s 元曆元 (六 七き 

正月 木 曾 義仲戰 死の 由 を 聞きて 歌 あり (聞 書 集)、 その他 聞 書 集に 「死 手の 

山 こ ゆる 絕間 は」 「沈むな る 死 手の 山川」 の 二 首 も 賴朝擧 兵 以降 この頃まで 

の 間の 作に 相違な し。 同 集に 兵衞 局の 「いくさ を 照らす 弓 張の 月」 に 西 一. 了 

「心き る 手なる 水の 影の みか」 と附 けたる 事、 及び 兵衞 局の 死 を 悼みて 二 首 

詠 じたる 事 も、 元曆 元年 又は 少々 以前の 事に 相違な し。 

文治 元 (六 八 歳) 

六月 平宗盛 父子 鎌 倉より 京都 へ 送らる る 由 聞きて 同情せ る 歌 あり (異本 山 

家集 雜、 よるの 鶴の 都のう ち を 云々 の 歌) 異本 山家 集 難に 菩提 山上 人 良 仁， 

と對 月述懷 せし 一首 「めぐりあ はで 雲の よそに は」 云々 も 此の頃の 事と 推 

定す (良 仁 文治 元年 五十鈴川 下流に 菩提 山 神宮 寺 を 再興す、 菩提 山寺 傳)、 

西 行事 實  一 五 七 
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また、 山家 集 下 上に 伊勢に 齋王 おはし まさで 云々 と詞 書せ る 「，いっか 又い 

つきの 宫0」 Q 歌、 聞 書 集に 五條 三位 入道の もとへ 伊勢より 濱 木綿. 云々 と 

詞書 せる 「はま ゆ ふに 君が 千と せの」 の 歌、 及び 異本 山家 集. に 俊 成の 許 

へ 小 貝 を 拾 ひて 送りた る 歌 は、 治 承 四 年 以降 こ G 頃までの 間の 事と 考 へら 

る。 聞 書 集に 神主 荒木 田 氏 良と 歌の 贈答せ る も、 此の間の 事に 相違な し。 

因みに、 西 行 二見 閑居 0 間の 事 を 記せる 西 公談抄 なる も 0 あれ ども、 眞僞 

の ほど 量 束な し。 

文治 二  (六 九き 

初秋の 頃 伊勢 發足、 東大寺 大佛殿 再興の 沙金勸 進の ため 東海 奧羽 行脚に 出 

づ。 年た けて 又 越 ゆべ しと 思 ひき やい のちな りけ り 小夜 Q 中 山、 風に なび 

く 富士の 煙の 空に 消えて ゆく へ も 知らぬ わが 思 ひかな (共に 異本 山家 集、 


但、 後の 歌 を戀の 部に 入れた る は 誤謬) の 詠 あり、 八月 十五 日 鎌 倉に て賴 

朝に 謁し、 翌 十六 日賴朝 贈る 所の 銀 猫を營 外の 小童に 與 へて 去る (東 鑑)、 

途に陸 前名 取 郡 笠 島なる 藤原實 方の 古墳 を 弔 ひ、 十月 十二 日 平 泉 着 (山家 

集 下 上) 流罪に て 同地に 在りし 南都の 僧と 中尊 寺に て 面談し 遠國 述懐の 歌 

を 詠む (異本 山家 集雜) 、此の 年 定家西 行の 勸め により 二見 浦 百 首 を 詠す (拾 

遺 愚 草)、 隆信 • 寂 蓮 • 家隆. 公 衡等も 西 行の 勸進 にて 伊勢 百 首 を 詠す。 

西 行が 勸 めた るは大 行脚 發足 以前の 事な らん。 

文治 三 (七 0 歳)  ， 

平泉對 岸の 櫻 花 を 賞し、 三月 出 羽の 國 最上 鄕 瀧の 山と いふ 山寺に 赴く  (山 

家集 下下)、 此の 年 西 行 自歌を I 六 番に番 ひたる 御 裳 濯 河 歌合 一 卷を俊 成 

に 送りて 判 を 乞 ひしに、 俊 成 やがて 判して 返す (長 秋 詠 藻)、 ついで 宮河歌 

西 行事 |a{  . 1 五 九 


合 一 卷卅六 番を定 家に 送りて 判 を 求む (歌合 卷末定 家 文) 

奧羽大 行 御 ヨリ 歸 リシ 西 行ハ、 何內 葛^ 山麓 ノ  川 寺-一 入ル マデノ 間、 暫ラク 京都 附近-一 留 

マ リシ モノ 卜 想像 セ ラル。 聞 書 集 二、 嗟 哦ニ住 ミケル ニ戲レ 馱トテ 人々 ョ、、 、ケル ヲト題 セル 

十三 首 ハ頗ル 異色 アル 作 二 テ、 晚 年ノ默 二相 違 ナシ。 西 行 出家 直後 ノ如 ク、 晚年 暫時 ナリト 

モ再ビ 西 山-一 庵 セシカ 0 家集-一 嵯 峨邊ノ 歌多シ 0 晩年 東 山 雙林寺 二， 住ミ テ此處 ニ終ル トス ル 

ハ俗說 -I シテ、 確 カナ ル根據 ナシ。 乍 併、 頓阿コ レヲ 慕ヒテ 同所 ニ享庵 ヲ結ビ 鉢し めて 見 rt 

世の 春 をし のぶ かな その 二月の 花の 下 蔭ト詠 メル ヲ見 レバ、 室町 以前 雙林寺 終焉 說ノ 行ハ レ 

シ n ト明ラ カナリ。 又、 聞 書菓ニ 地獄 畫ヲ見 テ卜題 セル 二十 七 首 ハ和馱 史上 特筆 スべキ 連お 

二 シテ、 手法 練達、 晚年ノ 作 二相 違ナシ 〔) 地獄 簿ハ亂 世 ノ當時 佛者ニ ヨリ テ 坊間 二流 布 セパ 

メ ラレ タルモ ノナ レバ、 西 行 モ屢々 コレヲ 見 シナ ラン。 或ハ按 フニ、 東 山 長 樂寺ニ 互 勢廣智 T 

ノ 筆ナル 地獄 翁 ノ壁畫 ァ リテ當 時甚ダ 有名 ナリ キ、 西 行 コレヲ 歌 ヒシナ ラン 0  ,y '達 抄第六 

-1、 或 人 云、 千載 菓ノ 比、 西 行 在 東國ケ ルガ、 勅撰 アルト 聞テ 上洛 シケル 道-一 テ、 登 蓮- 15^ 

ニケリ、 勅撰 ノ事 尋ケル -1、 ハヤ 披露 シテ御 ウタ モ多入 タル ト云 ケリ、 峰 立つ 澤の 秋の 夕ぐ 

， れ トイ フ歌入 タリ ャト トヒケ レバ、 ェザ リシ トコ タへケ レバ、 サテ ハ見テ 要ナシ トテ、 ソ 

レ ヨリ 又 東國へ 下リケ ルト云 々0 


文治 四 (七 一 歳) 

願 はく は 花の 下にて 春 死なむ その 二月の 望月の 頃 (山家 集 上 春) は 長 秋 詠 藻 

• 西 行 示 寂の 事 を 記せる 所に 「彼の 上人 先年に 櫻の 歌 多くよ みける に、 願く 

は 花の 下にて 云々」 と あるに よりて、 此の頃の 詠と 推定す。 四月 千 载集撰 

進、 西 行の 歌 十八 首 入る。 秋、 慈鎭西 行の 勸め により 御 裳 濯 河 百 首 を 詠す 

(拾 玉 集) 

文治 五 (七 二 歳) 

八月、 定家宮 河 歌合に 判して 西 行へ 返す (同 歌合 卷末 文) 

此 ノ年或 ハ 前年、 西 行 拇尾ノ 高 辨ヲ尋 ネテ山 深く さ こそ 心 はかよ ふと もす まで あはれ は 知ら 

む もの か は ト詠ジ タル 由、 明惠 上人 傳記ニ 出ヅ。 事實 ナラパ マ コ トニ 面白 シ 0 


建久元 (七 一二 歳) 

二月 十六 日 河 內弘川 Q 山寺に 示 寂 (長 秋 詠 藻、 拾 玉 集、 拾遺 愚 草)、 現に 西 

行 墳墓と 傳 ふるもの 同 寺の 山中に 存す。 

此の 「西 行事 實」 は 現在 g4 八十 g に 於け る 筆者の 知識 を 傾けて 作成せ る も 0 

なり。 後日、 新 事實を 知る に隨 ひて 補正 せん 事 を 期す。 又、 これが 作成に 當り 

て は、 尾 山 篤 二 郞氏著 「西 行 法師 全集」 「西 行 法師 評傳」 Eg 「西 行 

法師 全 歌集」 g 和 山ナ. J ー醉、 高 根 政 衣 郞氏著 「歌人 西 行」 卿/ 稻畈 社醉、 伊藤嘉夫 氏 著 

「纂訂 西 行 法師 全 歌集」 I 岡 店 1、 富 倉 二 郞氏稿 「大 原の 三 寂」 ^^33^^ 

に 特に 負 ふ 所 多 かりし を 感謝す。 奮き 事 は 言 はす、 學問 盛んにな、 りし 近 來ニ於 

いても、 年々 現 はるる 西 行 傳. 西 行 論の 類が 多く は 相 變らす 撰 集抄. 一 生涯 草 


紙の 滓 を 嘗めて、 虛妄 • 時代錯誤の 記事 を 繰 返せる は、 いかがの ものに や。 又 

たと ひ 西 行 小說を 書く 場合と いへ ども、 有識の 讀者層 を 眼中に 置く 場合、 ー應 

歷史を 研究して、 在 來の說 話 類 を 批判し 取捨すべき ものと 考ふ。 噴飯に 値する 

西 行小說 は、 娛樂讀 物と しても 無益なる べし。 • . 


西 行 


實 


1 i 


I 


西 行傳關 係歌抄 

西 行の 實傳を 究めん とせば、 遺詠 及び その 詞 書が、 最も 重要に して 且つ 最も 

信賴し 得べき 資料なる こと、 論を俟 たす。 然るに 山家 集 *異 本山 家集の 類の 編 

纂 方法た る や、 亂雜を 極め、 同一 事、 同一 箇所に 於け る 歌 群 を恣に 分裂して 收 

錄 せる 如き、 比々 として 此の 例な り。 從來 のま まの 體裁 にて は、 到底 傳記 資料 

たるに 適せす。 依而、 家集 を解體 し、 目的に 適 ふ 如く 年次 的に 排列し 直す 事と 

せり。 これ、 もとより 容易の 業に あらす。 將來、 新 知識 を 得る に從 つて 改訂 補 

足すべき 必要 ある こと 勿論な り。 

家集に は 題詠 形式 を 取れる 歌 最も 多し。 題詠 形式の ものと いへ ども、 西 行の 

面目より して、 事 實に卽 き、 實感に 出で たる 歌 多 かるべき は、 想像す るに 難 か 

西 行傳關 係歌抄  1 六 五 
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らゃ。 然れ ども、 それらの 歌 を 題詠と 否と に 分別す る 事 は 殆ど 不可能 事に 層す。 

ここに は、 題詠の もの は 大方 採ら、 ざる 事と しぬ。 作 年 を 記す に當 りて、 確定 的 

の もの は 論な きも、 略 想像し 得る ものに は 「推定」 とこと わり 置け り。 伊勢 *1 

留は康 治 及び 治 承の 兩 回なる が 如く、 その 歌 群に は 前後 いづれ 〇場 合の 作なる 

か 決定し 難き もの 多し。 不 得已、 假り に¥ 分し 置きた る もの 不尠 次第な り。 東 

-羽 行脚 Q 歌に 就いても 亦 同じ。 


略 


符 


(ィ)※ 異本 山家 集 

(キ) S 書 集 

(銜) 御 裳 濯 河 gHH 

無印ハ 山家 集 所載の 欺な. 


(ィ 追) 藤！： 氏 異本ね 家集の 追 而 加 書 西 行 上人 和 

3) 聞 書殘菓  . 

(宮) 宮河欲 合 

タ 周 Si 本の 事な り a 


ヲ 體美此 御樂保 
生 仁 福 ノ 塔壽延 
ム親門 年 竣院五 
王院 五成 本 安 


保 延 二  京 極 太政大 g 中納 言と 申しけ る をり、 菊 を 夥しき ほど 

にした て. -鳥羽 院にま ゐらせ 絵 ひたりけ る。 鳥 羽の 南 

殿の ひがし 面の 坪に、 所な き 程に う ゑ させ 給 ひけり。 

公 重少將 人々 をす V めて 菊 もてなさせけ るに、 く はは 

るべき よし あれば 

君が すむ 宿の 浮に は菊ぞ 飾る ひじり の宮 とい ふべ かるらん 

保 延年 間  讚岐 の、 位に おはし ましけ る をり、 御幸の す のそう 

を 聞きて よみけ る 

ふりに ける 君が 御幸の 鈴の そうはい かなる 世に もた え や H えん 

保 延年 間  賀 茂の 臨時の 祭、 かへ り 立の 御 神樂、 土 御門 內 裏にて 

侍りけ るに 竹の つぼに 雪の ふりたり ける を 見て  、 

裏返す をみ の 衣と み ゆる かな 竹の うら 葉に ふれる 白 ゆき 

H 家 前  いまだ 世遁れ ざり ける その かみ、 西 住 具して 法 輪に 秦 

りたり ける に、 空 仁 法師 終お ぼ ゆと て 庵室に 籠りたり 

ける に、 物語り 申して 歸 りけ るに、 船の 渡りのと ころ 

へ 空 仁まで 來 て名殘 りを惜 みける に、 筏の 下りけ る を 


西 行傳翻 係歜抄 


一 六 七 


西 


行  1 六 八 

見て  空 仁 

早く いかだ は 此虚に 来に けり (殘) 

薄ら かなる 怖の 衣き て斯く 申して 立ちたり ける、 いと 

優に 覺ぇ けり 

大堰川 かみに ゐ せき やな かりつ る 

かくて さし 離れて 渡りけ るに、 故 ある 聲の 語れる やう 

なる にて、 大智德 勇健 化 度 無量 衆よ み 出したり ける、 

いと 尊く 哀れな り 

-ほゐ 川 舟に のりえて 渡る かな (殘) 

西 住つ やけり 

流に 棹 を さ. す こ.. - ちして 

心に 思 ふこと ありて かくつ づけた るなる ベ し。 

名殘り 離れ 難くて、 さし かへ して 松の 下にお り 居て 思 

ひ 述べけ るに 

お ほゐ川 君が 名殘 りの 慕 はれて 井堰の 浪の 袖に か &れる (S 


かく 申しつ、 さし 離れて 歸 りけ るに、 いつまで 籠りた 

るべき ぞと 申しければ、 思 ひ 定めた る 事 も 侍らず 他へ 

まかる 事 もやと 申しけ る、 哀れに おぼえて 

いっか 叉 廻り 逢 ふべき 法の 輪の 嵐の 山 を 君し 出で なば (き 

返り 言 申さむ と 思 ひけめ ども、 井堰の 關 にか 乂 りて 下 

りければ、 本意な く覺ぇ 侍り けん 

京より 手箱に とき 料 を 入れて、 中に 文 を こめて、 庵室 

にさし 置かせたり ける 返り 言 を、 連馱 にして つか はし 

たりけ る 

むすび 籙め たる 文と こそ みれ (殘)  空 仁 

この 返り 言、 法 輪へ まゐ りけ る 人に つけて さし 置かせ 

ける 

さとく よむ こと をば 人に きかれ じと 

申しつ i< くべ くもなき ことなれ ども、 空 仁が 優な りし 

こと 思 ひ 出で てと ぞ 0 この頃 は 昔の 心 わすれた るら め 

ども、 敏 は變ら ずと ぞ承 はる。 あやまりて 昔に は 思 ひ 
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西 


出家 前ト 

推 定 


出家 前ト 

推 定 


出家 前ト 

1 應 推定 


り 


(t  1 七 C 

あがりて もや 

いにしへ： IT 東 山に、 阿彌陀 房と 申け る 上人の 室に 

まかりて 見け るに、 あはれ とおぼえ てよ みける 

柴の菴 と 聞く は賤 しき 名 なれ ども 世に この もしき 住居な りけ 

月 

しら ざり き 雲井の よそに みし 月の 影 を 挟に やどす べしと は 


百  ^ 

(參考 トナル べキ歌 ノミ拔 萃ス、 山家 集卷尾 參照ノ コ 卜) 

人 はみ な吉 野の 山へ 入りぬ めり 都の 花に われ はと まらん 

山 櫻 さきぬ と M きて 見に ゆかん 人 を爭ふ 心と どめて 

ほと-. r ぎすな ベて きくに は 似 ざり けり 深き 山べ の S の聲 

月の 夜 や 友と をな りて いづく にも 人 しら ざらん すみか 敎 へよ 

大原は せれう を 雪の 道に あけて 四方に は 人 も 通 は ざり け 


うとくなる 人 は 心の 變る とも 我と は 人に こ 、ろお かれ じ 

月 をう しと 眺めながら も 思 ふかな 其 夜ば かりの 影と や は 見し 

いざさら ば 盛り 思 ふ も 程 も あら じ藐 姑射が 嶺の舂 にむ つれて 

山 ふかく 心 は豫て 送りて き 身 こそ 浮世 を 出で やらね ども 

月に いかで 昔の こと を 語らせて 影に そ ひつ.^  乂ちも はなれん 

浮世と し 思 はで も 身の 過ぎに ける 月の 影に もな づ さはり つ... - 

雲に つきて うかれの み ゆく 心 をば 山に かけて を 止めん と ぞ思ふ 

捨て --後 は まぎれし 方は覺 えぬ を 心の み をば よに あらせけ る 

ふりに ける 心 こそな ほ哀 なれ 及ばぬ 身に も 世 をお も はする 

. さ」 がに の絲に 貫ぬ く 露の 玉 を かけて かざれる 世に 社 有り けれ 

汀ち かく 引きよ せらる- -大 網に いくせ の もの -命 こもれる 

うら うらと 死なん するな と 思 ひとけば 心の やがて さぞと 答 ふる 

我が 園の 岡べ にたてる 一 つ 松 を 友と みつ X も 老いに ける かな 

西 行傳閼 係歌抄  1 七 1 
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さまん \ の 哀れ ありつる 山里 を 人に つたへ て 秋の くれけ る 

山里の 心の 夢に まど ひ をれば 吹きし らま かす 風の 音 かな 

波高き 声 屋の沖 を か へ る 舟の ことなくて 世 をす ぎんと ぞ ふ 

^延六  世に あら じと おも ひける 比、 東 山に て 人々 霞に よきて 

思 ひ をのべ ける に  • 

そら 

签 になる 心 は 春の 霞に て 世に あら じと も思ュ たつ かな 

おなじ 心 をよ みける 

世 を 嵌 ふ 名 を だに もさ はと どめ 置きて 數 ならぬ 身の 思 出に せし 

保延六  鳥 羽院 に、 出家の いとま 申す とてよ める 

惜む とて をし まれぬべき 此世か は 身 をす て \ こそ 身 を もた すけめ？ 追) 

保^ 六  世 をの がれけ る をり ゆかりな りけ る 人の 許へ 云 ひお く  . 

りけ る 

世の中 を 反き 果てぬ とい ひお かん 思 ひしるべき 人 は くと も 

出家 前後  S しつ.』 

ト f  ;uJ  1^ しらす 


吳 竹の節し げからぬ せな りせば 此君 はとて さし 出で なまし 

あし よしを 思 ひ 分く こそ 苦し けれ 只 あら るれば あられけ る 身 を 

出家 直後  遁世の のち、 山家に てよ み 侍け る 

山里 は 庭の 梢のお とまで も 世 をす さみた るけ しきなる かな (ィ) • 

保 延六ト  世 をの がれて 鞍馬のお くに 侍りけ るに、 直の 氷りて、 . 

推 定  水まで 來ざ りけ るに、 春になる まで はかく 侍るな りと 

申け る を 聞て よめる 

わりな しゃ 氷る かけ ひの 水 故に 思 ひ 捨て k し 春の 待た る&  - 

永 治元ト  北山 寺に 住み 侍りけ る ころ、 例なら ぬ ことの 侍りけ る 

P 产  に、 ほと. -ぎ すの なきけ る をき- -て 

• ほと.^ ぎす 死 手の 山路 へ か へ り ゆきて 吾が 越え ゆかむ ともに ならなん S 

永 治元ト  長樂 寺に て、 夜杠葉 をお も ふと 云 事 を、 人々 よみけ る 

推定  に 

夜もすがら 惜しげ なく 吹く 嵐 かなわ ざと 時雨の そむる 紅葉 を 

西 行傳關 係歌抄  一七 三 


コ 元 卜 

^ 定 


康 治 元 


康 治元ト 

推 定 


&  一七 ヌ 

神 無 《 ^木の葉の 落つ るた び ごとに 心う かる >t 山べ の 里 

野の^_^5りの枯たる草とぃふことを、 雙林 寺に てよ みけ 

るに 

さま/^、 に 花 viK きたりと 見し のべ の おなじ 色に も 霜枯れに け 

東 山に て、 人々 年の くれに おも ひ をのべ ける に 5;-; お I 


り 


.u^-. 一 こス、 年の 寡に 人々，： 

うで a, 、て し 侍. しに 〈ィ) 


年 くれし そのいと なみ は 忘られて あらぬ 樣 なる 急ぎ をぞ する 

0  C  0  0  0  0 

法 Itf  Ifil 廿八品 

(最初 ノ 一 苜ノ ミ 搨ゲ、 他ハ 略ス、 聞 書 集 參照ノ コ 卜 

序  品 

つばむ よりな ベて にも 似ぬ 花， れば棺 にかね て かをる 春風 (キ) 

0  0  iK^ を長樂 寺に て (ィ) 

玉づさ Q 端が きかと も 見 ゆる かなと び 後れつつ かへ る 框がュ 

雙林 寺に て、 松 河に 近し とい ふこと を、 人々 のよ みけ 

るに  ， 


永 治 元 十 

二》. 二 や 天 

皇 位 


秉治 元 二 

待. K 門院 


衣河み ぎ はに よりて 立つ 浪は 岸の 松が 根 あら ふなり けり S 

.01 河 • 東 

山 ノ歌ド  白 河の 花 をみ てよ める (月 ffi 

モ 

花に そむ 心の いかで 殘 りけん 捨て 果てて きとお も ふ 我 身に 

世 をの がれて 東 山に 侍る 比、 白 川の 花 盛に 人 さそ ひけ 

れば まかり 歸り ける に、 昔お も ひ 出て 

散る を 見て 歸る心 やさ くら 花 昔に か はる しるしな るらん 

落花のう た あまたよ みける に 

勒 とか やくだす 御門の いませ かし さらば 恐れて 花や 散らぬ 

波 もな く 風 を 治めし 白 川の 君の をり もや 花 はちり けん 

人に 具して 修學院 に 籠りたり ける に、 小 野 殿み に 人々 - 

まかりけ るに 具して まかりて 見け り 0 その をり まで は 

韵殿 かたばかり 破れの こりて、 池の 橋 わたされ たりけ 

る 事柄、 繪に畫 きたる やうに 見 ゆ。 祈誓が 石た て 瀧お 

としたる 所ぞ かしと 思 ひて、 瀧お としたり ける ところ 

目立て 見れば、 皆 うづ もれた る やうに なりて 見 わか 
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れず o 木 高くな りたる 松の 音の みぞ 身にしみ ける 

瀧お ちし 水の 流れ も あと 絕 えて 昔 かたる は 松の 風の み a) 

この 里 は 人す だき けん 昔 もやさび たる 事 は變ら ざり けん S) 

讓治 元』  M  嗟哦に 住け る 比と なりの 坊に 申べき こと ありて まかり 

ける に、 道 もな く萚 のしげ りければ 

立より て 隣と ふべき 垣に そ ひて ひまな く は へ る 八重 蘀 かな 

小 倉の 麓に 住 侍りけ るに、 鹿の 鳴け る をき きて 

を じかな く 小 倉の 山の 裾 近み ただ ひとりす む 我が 心 かな 

嵯哦ノ 敬  池 上 月と いふ こと を遍昭 寺に て 人々 よみけ るに 

ド モ 

宿し 持つ 月の 光の 大澤 はいかに いづく も 廣澤の 池 

廣澤にて人々月をI^^Jと侍しに (ィ) 

池に すむ 月に か. 1 れる浮 雲は拂 ひのこせ る 水 さびな りけ り 

大甕 寺の 瀧 殿の 石 ども、 閑院に うつされて 跡 もな くな 

りたり と 聞きて、 見に まかりたり ける に、 赤染 がい ま 


にか  >- りと よみ けん 折お も ひ 出られて、 哀 とおぼえけ 

れ ばよ みける 

今 だに も か k りと いひし 瀧 津瀨の 其 折まで は 昔な りけ り 

嵯峨 野の 見し 世に も變 りて、 あらぬ やうに なりて、 人 

いなんと したりけ る を 見て 

此里ゃ 嵯峨の 御 狩の 跡な らん 野 山 も果は あせ か はりけ り 

大甍 寺の、 金 岡が たてた る 石 を 見て 

庭の 岩に 目た つる 人 もなから まし かど ある さまに 立テ しおかねば 

嫌の わたりの 木立、 あらぬ ことにな りて、 松ば かりな 

みたちたり ける を 見て  ペ 

流 見し 岸の 木立 も あせ はて k 松の みこ そ は 昔な るら め 

あきの 末に、 法 輪に こもりて よめる 

大 井川 井堰に 淀む 水の 色に 秋 深くなる ほど ぞ しらる i 

小 倉 山 ふもとに 秋の色 は あれ や 梢の 錦 風に 斷 たれて 

西 行傳關 係歌抄  一七 七 


a  0  1 七 八 

我物と 秋の 楷を おも ふかな 小 倉の 里に 家. Q せし より 

山里 は 秋の 末に ぞ おも ひしる かなし かりけ り 木 枯の風 

暮れ 果 つる 秋の 形見に しばし みむ 紅葉 ちらすな の 風 

秋 * る. -月次 わかぬ 山 賤の心 うらやむ 今日の 夕 ぐれ 

嵯锇に まかりた りけ るに、 雪 ふか >- りけ る をみ おきて 

出し ことな ど、 .& 遣す とて 

覺 束な 春の 日 數の經 る ま- - に槎哦 野の 雪 は 消え やしぬ らん 

か へ し  靜忍 法師 

立ち か へ り 君ゃ訪 ひくと 待つ 程に まだ 消え やらす 野べ の 淡雪 

康^^ヒート  嵯哦に 住け るに、 道 をへ だて- -坊の 侍りけ るより、 梅  康 治ニ讓 

r  の 風に ちりけ る を  家 g 超) 

ぬしぃかに風渡るとて ぃとふらんょそに嬉しき梅の^^ひを 

庵の 前な りけ る 梅 を 見て よめる 

が 香 を 山 ふところに 吹きた めて 入り 來ん 人に しめよ 春風 


康 治ニト 

推 定 


前 齋院關 

係 ノ敬ド 

モ 


遠く 修行す る こと ありけ るに 菩提 院の前 齋院に まゐり 

たりけ るに 人々 別のう たつ かふ まつりけ るに 

さりと もと 尙逢 ふこと を賴 むかな 死 出の 山路 を こえぬ 別れ は 

同じ 折つ ぼの 櫻の ちりけ る を 見て かくなん おぼえ 侍り 

と 申しけ る  ； 

, 此春は 君に 別れの をし きかな 花の 行方 はお も ひわ すれて 

かへ しせよ と 承りて、 扇に かきて さしいで ける 

女房. K 角 局 

君が いなん 形見に すべき 櫻 さ へ 名殘 あらせす 風 誘 ふなり 

I  . つ.， 山水 春 をつ ぐと 云 ふこと を 菩提 院の 前齋 

題 しらす 院 にて 人々 よみ 侍りし に (山家 心中 集) 

春，^ ルと 谷の したみ づ もり ぞ來る 岩間の 氷 ひま 絶えに けり 

春 は 花 を 友と いふ こと を、 せか 院 のさい 院 にて 人々 詠 

みける に 

自 から 花な き 年の 春 も あらば 何に つけて か 日 を くらさ まし 

西 行 傳關係 歌抄，  一七 リ 


0  0  . 1A〇 

夢中 落花と いふ こと を 前齋院 にて 人々 よみけ るに 

舂 風の 花 を 散らす と 見る 夢 はさめても 胸の 騒ぐな りけ り 

鲁 

月 前にと ほく 望む とい ふこと を 5 蹁 ば ci.; 

くま もな き 月の 光に さそ はれて いく 雲ゐ まで 行く 心ぞも 

としたか、 より まさ、 せか 院 にて、 老 下女 をお も ひか 

くる 戀と申 こと をよ みける に、 ま ゐりぁ ひて 

いちこ もる うばめ 媼の 重ね もつ このて がし はに おもて ならべし (キ) 

せか 院の花 さかりな りけ る 頃、 とした V がいひ 送り ナ 

る  とし た 1- 

^t-のづから來る人ぁらば諸共にながめまほしき山櫻かな 

返 し 

眺 もて ふ數に 入るべき 身なりせば 君が 宿に て舂は へ なまし 

I 治 二  0  世 をの がれて 伊勢の かたへ まかりけ • るに 鈴 鹿 山に て 

ィ) 

鈴 鹿 山う き 世 をよ そに ふり 捨て」 いかに り ゆく 我 身なる らし 


康 冶ニト  海邊 霞と 申す 心 を 伊勢に 二見と いふ 所に て 

推 定 

波 こすと I 一見の 松の 見えつ る は 梢に か- -る 霞な りけ り 

伊勢の たうし と 申す 島に は 小石の 白の かぎり 侍る 濱に 

て、 くろ は 1 つも まじらず。 むかひて すがし まと 申す 

は、 くろ かぎり 侍るな り 

すがし まやた うしの 小石 分け か へ て黑白 まぜよ 浦の 濱風 

さき 島の 小石の 白 を 高波の 答 志の 島に 打 よせてけ る 

辛洲 崎の 濱の 小石と おも ふかな 白 もま じらぬ 菅 島の 黑 

あはせば ゃ鷺を 烏と 碁 をうた ばた うしす が島黑 白の 濱 

伊勢の 二見の 海に、 さる やうなる 女の 童 共の 集りて、 

わざとの ことと おぼしく、 蛤 を とりあつめ ける を、 い 

ふかひな き あま 人 こそ あらめ、 うたて き 事な りと 申し 

. ければ、 貝 合せに 京より 人の 申させ 給 ひたれば、 選り 

つ つと るな りと 申しけ るに 

今ぞ しる 一 一見の 浦の 蛤 を 貝 あはせ とてお ほふな りけ り 

西 行傳翻 係敬抄  一八 一 


0  0  一八 二 

いしこへ 渡りたり ける に、 いが ひと 审す给 に、 あこ や 

のむ ねと 侍るな り 0 それ をと りたる 殼を、 たかくつ み 

おきたり ける を 見て 

阿古 屋と るいが ひの 殼を 積みお きて 寶の » をみ するな りけ り 

沖の 方より 風の あしきと て、 松 魚と 申す い を 釣りけ る 

舟の かへ りけ る を 見て 

伊良湖 崎に 松 魚 つ り 舟 並びう きて はかちの 浪に うかびて ぞ よる 

二つ ありけ る 鷲の、 伊良湖 渡りす ると 申しけ るが、 一 

つ の 麿 は 止り て 木の 末に か. - りて 侍りと 申しけ る を 聞 

きて 

すだ か 渡る 伊 良 兒が崎 を 疑 ひて なほき にか へ る山歸 りかな 

はし だか すずズ- 

敏鷹 の 4^ 力 さ て も ふ る さ せ て す ゑた る 人の 有難の 世 や 

康 治 二  みちの くにへ 修行して まかりけ るに、 6 川の K に 泊り 

て 所がら にや 常よりも 月 おもしろく 哀れに て、 能 因が 

チ -風ぞ 吹く と 申し けん をり い つなり けんとお も ひ 出ら • 

れて、 名残お ほく 甍 えければ、 關屋の 柱に 書寸 ける 


天 養 元 

以 前 


rtl 家 後 

述懷 


天 養 元 


-  修業して 陸 奥に まかりけ るに 白 河の 關 にて 月の あ. 2- く 

侍り けれ は、 關屋の 柱に 害き つけ 侍りけ る (後葉) 

白 川の 關屋を 月の もる 影 は 人の 心 を 止む るな りけ り 

述馕の 心 を 

世 をす つる 人 はまこと にす つるか はすて ぬ 人 こそす つるな り けれ ひ 

題 しらず 

捨て たれ ど 隱れて 住まぬ 人に なれば 猶 世に あるに 似た るな りけ り 

世 中 を 捨て k 捨てえぬ 心地して 都 離れぬ 我 身なりけ り 

捨てし 折の 心 を 更に 改めて 見る 世の 人に わかれ はてなん 

田4 へ 心 人の あらば や 世に も 恥ぢん さりと て や はと いさむ 計り ぞ 

數 ならぬ 身 を も 心の ありが ほに うかれて は叉歸 りきに けり 

花 

* をへ て 花の さかりに あ ひきつ.^ 思 ひでお ほき 我 身なりけ. 

新院、 歌 あつめさせお はします とき k て、 常 磐に^ 忠 


by 


西 it 傳闊 係歌抄 
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が a& の il^ りけ る を、 かきあつめ てま ゐら せけ る、 大原 

より 見せに つか はすと て  寂  超 SSCHS 

木の もとにち る 言の葉 を かく 程に 纏ても 袖の そぼち ぬる かな 

か へ し 

年 ふれ ど 朽ちぬ 常 磐の 言の葉 を さぞ 忍ぶ らん 大^の 里 

寂 超、 爲忠が 欺に 我^ かきぐ し 又 弟の 寂然が うたな ど 

とり 具して 新院 へま ゐら せけ る を、 人と りった へま ゐ 

ら せけ ると 聞きて、 兄に 侍りけ る 想 空が 許より 

想 空 

家の 風傳 ふば かり はな けれどもな どか 散らさぬ 無げ の 言の葉 

か へ し 

家の 風む ねと 吹くべき 木の もとは 今 散りな むと 田 ひふ 言の葉 

さ だのぶ 入道、 截音 寺に 堂つ くりに、 結緣 すべきよ し 

申しつ か はすと て  鹳音寺 入道 生 光 

寺 造る この 我が 谷に 土裡 めよ 君ば かりこ そ 山 もく づ さめ 


久 安 二 

以 前 


A 安 二 

以 前 


かへ し 

山く づ すそのち からね は 難く とも 心 だくみ を そ へ こそ はせ め 

覺雅 僧都の 六條 房に て、 心 ざし ふかき ことによ せて、 

花の 歌 よん 侍りけ るに 

花 を惜む 心の 色の 句 ひ をば 子 を 思 ふお やの 袖に かさねん T) 

. 山家 枯萆 とい ふこと を、 覺雜 僧都の 坊 にて、 人々 よみ 

ける に 

ィ (か. T 丄 もり) 

搔き 籠め しす そのの す.^ き 霜 がれて さびし さまさる 柴の庵 かな 

鱟雅 僧都の 六條の 房に て、 忠季宮 內大輔 登 蓮 法師な む 

ど馱 よみけ るに まかり あ ひて、 SI をへ だて.. -雪を 見る 

と r ムふ こと をよ みける， 

しの はら やみ かみの たけを 見渡せば 一 夜の 程に 雪 は 降りけ り 7 

奈良の 法雲院 こうよ 法眼の 許に て、 立春 をよ みける 

三 笠山舂 はこ ゑに て 知られけ り 氷 をた k く鶯 のた き (ィ き 

e: 行傳關 係歌抄  1 <H4 
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久 安 初年 

ノ頃 (待 

門院 崩 

後) 


行  1 八 六 

おなじ 坊 にて、 雨中 落花と いふ こと を 

春 M- に 花の みぞれの 散りけ る を 消えで 積れ る 雪と 見 たれば § 

ある 人 さま かへ て、 仁 和 寺のお く.；： f る 所に 住む とき V 

て、 まかりて 尋ねければ、 あからさまに 京に と 聞きて 

かへ りに けり C 其 後人つ か はして、 かくなん まゐ りた 

りしと 申た るかへ り， ことに  ある 人 

立ちより て 柴の烟 の あはれ さ をい かがお も ひし 冬の 山里 

返 し 

山里に 心 はふ かく 住みながら 柴 のけぶ りの たち かへ りに し 

此ぅ たも そ へられたり ける  あ る 人 

をし からぬ 身 を 捨て やらで ふる ほどに 長き 闇に や 叉 迷 ひなん 

返 し  • 

世 をす てぬ 心のう ちに 闇 こめて 迷 はんこと は 君 ひとり か は 

したしき 人々 あまた ありければ、 おなじ 心に 誰も ごら 


久 安元 八 

待 賢 門院 

00 


んぜ よと つか はしたり ける、 返事に 又 

ある 人 

なべ て 皆 晴れせ ぬ 闇の かなし さ を 君し るべ せよ 光み ゆやと 

又 返し  , 

思 ふと もい かにして か はしる ベせ ん敎 ふる 道に 入らば あらめ 

久安 初年  待 賢 門院の 巾納 言の 局よ を そむきて 小會 山の ふもと y 

b  住 侍りけ る 比、 まかりた りけ るに、 事柄 まことに 幽に 

あはれ なりけ り 0 風の けしき さへ、 殊に かなし かりけ 

れば、 かきつけ. -る 

山お ろす 嵐の 風の はげしき をい つなら. ひたる 君が すみか ぞ 

あはれ なる 粞を、 とひに まかりた りけ るに、 此歌を 見 

てかきつ け.^ る  同 院兵衞 HI? 

うきよ をば 嵐の かぜに さそ はれて 家 をいで ぬる 住家と ぞ みる 

久 安 二  待 賢 門院、 かくれさせ おはし ましけ る 御 跡に、 人々 又 

のとし の 御 はてまで さ ぶら はれけ るに、 南お もての 花 

西 行傳關 係歜抄  一八 七 


W5  行  1 八 八 

ちりけ る 比、 堀川の 女房の もとへ. & 送りけ る 

尊ぬ とも 風の つてに もき かじかし 花と 散りに し 君が 行方 を 

0  し  堀川の 局 

吹く 虱の 行方 知らす る 物なら ば 花と ちる にもお くれ ざら まし 

久安 初年  堀川 局 仁 和 寺に 住 侍りけ るに、 まゐ るべき よし 申たり 

. ^頃ト 推  けれども まぎる- - こと ありて 程へ にけ り C 月の 比 まへ 

を 過ぎけ る をき てい ひお くられけ る 堀川の 局 

西へ 行く しるべと たのむ 月影の 空賴め こそ かひな かり けれ 

^  ftiJBIn 院！ ssnl? の もとよりよ プ 侍りけ るに、 まかるべき 由 申 

返  し らで、 あか^り ける 夜 その E をと ほり 侍る 

に、 _» へクく L るべ とお も ふ 月影の 空 だのめ-一 

そか ひた. i り けれ、 と 甲し 侍りけ る^ 事 (ィ) 

さし 入らで 雲路 をよ ぎし 月影 はまたぬ 心 や 空に 見え けん 

後の世の 事 無下にお も はず もな しと 見えけ る 人の もと 

へ いひつ か はしける 

世の中に 心 有 明の 人 は 皆 かくて 闍に はまよ はぬ もの を 


世ヒ そむく 心ば かり は 有 明の つきせ ぬ 闇 は 君に はる けん 

あると ころの 女房、 世 をの がれて 西 山に 住む と 聞きて、 

尋ねければ、 住 あらした る さまして 人の かげ もせ ざり 

けり。 あたりの 人に かくと 申お きたりけ る を、 き... て 

--こ 送りけ る  待 賢 門院の 堀川 

湾馴し 苦屋も あれて うき 波に 寄る 方 もな き あまと しらす や 

返 し 

苫の やに 波立ち よらぬ けしきに て あまり 住みう き 程 は 見えけ り 

待 賢 門院の 女房 堀川の 局の もとより、 いひお くられけ 

る  待 賢 門院 堀川 

此世 にて かたら ひお かん 時鳥 死 手の 山路の しるべ ともなれ 

退 し 

時鳥 なくなく こそ は 語ら はめ 死 乎の 山路に 君し か、 らば 

西 It 傳關 係歌杪  ， ： 


世 をの がれて 嵯峨に 住け る 人の 許に まかりて、 後の世 

のこと さ.) ら ずっとむべき よし 申して 歸 りけ るに、 竹の 

柱 をた てたり ける を 見て 

世々 經 とも 竹の 柱の 一筋に たてた る 節 はか はら ざら なん 

小 倉 を 捨て、 高 野の ふもとに、 あま 野と 申す 山に すま 

れ けり。 おた じ院の 帥の 局、 おの 外へ すみか 訪ひ 申さ 

ではい か^とて 分けお はしたり ける、 あり V. たくなん 0 

返る さに 粉 川へ ま ゐられ ける に、 御山より 出合たり け 

る を、 しるべせ よと ありければ、 具し 申して 粉 川へ ま 

. ゐ りたり けり C か-. -る序 は、 今 は ある まじき ことなり、 

il, 、上 みん とい ふ こと、 具せられ たりけ る 人 々申出て、 

吹 上へ おはしけ り C 道より 大風 fs- ふきて、 興 なくなり 

にけ り。 さりと て はとて 吹 上へ 行き着きたり けれども、 

見 I ^たき 樣 にて、 社に 舆 かき 据て、 おも ふに も 似 ざり 

けり、 お 因が 苗 水に せきく だせと よみてい ひった へ 

られ たる 物 を、 と 思 ひて 社に かきつけ ける 

天く たる 名 を 吹 上の 神なら ば 雲 晴れの きて 光 あら はせ 


苗代に せきく だされし 天の川と むる も祌 のこ ころなる べし 

かく 書きたり ければ、 やがて 西の 風 吹か はりて、 忽ち 

に 雲 はれて、 うら/.、 とヨ なりに けり。 末の 代 なれ ど、 

志いたり ぬる ことに はしる しあら たなる こと を、 人 々 

申しつ.^、 信 起して 吹， 上 若 浦お も ふやう に 見て か へら 

れに けり 

び si け  高 野に こもりたり ける 比 草の 庵に 花の ちりつ みければ 

明 5  散る 花の 庵の 上 を ふくならば 風 入る まじく めぐり か こはん 

高 野に 中 院と申 所に あやめ ふきた る坊の 侍 りけ るに 櫻， 

の 散りけ るが 珍ら しく おぼえて よみけ る 

櫻 散る やどに かさなる あやめ をば 花 あやめと やい ふべ かるらん 

坊 なる 稚子 これ をき、 て (宮内省 本) 

\ る 花 も 今日の あやめの 根に かけて 藥 玉と もやい ふべ かるらん 

高 野に こもりた るん を、 京より 何 ごと か 又 い つか いづ 

べきと 申した るよ しき k て、 その 人に か はりて 
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行  1 九 二 

山水の いつ 出づ べしと 思 はねば 心 II くて すむ と し らすゃ 

あきの 比、 高 野へ まゐ るべき よしたの めて、 ま ゐらざ 

りけ る 人の もとへ、 雪 ふりての ち 申つ か はしける 

雪 ふかく うづみ てけ りな 君く やと 紅葉の 錦 敷きし 山；^,^ 

高 野より 都なる 人の 許へ、 いひつ か はしける 

住む こと は 所がら ぞと いひながら たか 野 は 物の 哀れなる べき 

深夜 水聲 とい ふこと を、 高 野に て 人々 よみけ るに • 

まぎれつ る 窓の 嵐の こ ゑと めて 更 くると 吿 ぐる 水の 音 かた あ 

みやた てと 申しけ る はした もの  >-、 としたかく なりて 

樣 かへ などして、 ゆかりに つきて 吉 野に 住 侍りけ り。 

おも ひかけ ぬ やう なれ ども 供養 をの べん 料に とて、 く 

だ 物 を 高 野の み 山へ つか はしける に、 花と 申す くだ 物 

侍りけ る を 見て、 申しつ か はしける 

折 榧に 花の くだもの 積みて けり 吉 野の 人の 宮立 にして 

かへ し  みやた て 


心 ざし 深く はこべる みやた て を 悟り ひらけん 花に たぐ へ て 

としのくれに あがたより 都なる 人の もとへ 申つ か はし 

t?^ 年の 墓に 高 野より 京へ 

け ズ ~ 申つ か は. しける (ィ) 

おしなべて 同じ 月日の 過ぎ行けば 都 も かく や 年 はくれ ぬる 

山里に 家居 をせ すば みまし やはくれ なゐ 深き 秋の 梢 を 

歲 墓に、 人の もとへ つか はしける 

自 から 云 はぬ をした ふ 人 や あると 休ら ふ ほどに 年の暮れ ぬる 

高 野の 奥の院の 橋の 上に て 月 あか. - りければ もろ 共に 

ながめ あかして、 その 比、 西 住 上人 都へ 出で にけ り。 

其 夜の 月 忘れが たくて、 又お なじ 橋の 月の 比、 西 住 上 

人の 許へ いひつ か はしける 

こと.. 1 なく 君鍾ひ 渡る 橋のう へ にあら そふ もの は 月の 影の み 

かへ し  西 住 上人 

思 ひやる 心 は 見えて 橋のう へ に爭 ひけり な 月の 影の み 

西 行傳騸 係歌抄  1 九 111 


s 


&  1 九 H 

高 野より 出たり ける を、 畳 堅 阿闍梨 しらぬ さま， ぶりけ 

れば、 棄を つか はすと て 

くみて， など 心 通 はばと は ざらん 出で たる も , V 菊 の 下 水 

かへ し  甍堅 

谷 ふかく 住む かと 思 ひて と はぬ まに うらみ を 結ぶ 菊の 下水 

御嶽より さう の 岩屋 へ まゐ りたり ける に、 もらね 岩 や 

もと あり けん をり、 おも ひ 出られて 

露 もらぬ 岩 星 も 袖 は ぬれけ りと 聞かす ばいかに 怪しから まし 

小笹の 泊と 申す 所に て、 露の しげ かりければ 

分け 來 つる を 使の 露に そぼちつつ ほし ぞゎづ らふ 墨 染の袖 

大峯 のしん せんと 申す 所に て 月 を 見て よみけ る 

深き 山に すみけ る 月 を 見 ざり せば 田：^ 出 もな き 我 身なら まし 

嶺の上 もお なじ 月 こそ 照ら すらめ 所柄. なる 哀れ. なる ベ し 

月す めば 谷 こそ 雲 は しづむ める 嶺 吹き 拂ふ 風に しかに て 


をば すての 嶺と 申す 所の 見渡されて、 おも ひなし にや 

月 ことに 見えければ 

姨捨は 信 濃なら ね ど いづく にも 月す む嶺の 名に こそ 有り けれ 

小 池と 申す すくに て 

いかにして 梢の ひま を 求めえ てこい けに 今宵 月の すむ らん 

篠 のす くにて 

巷 さす 草の 枕に ともな ひて 使の 露に も 宿る 月 かな 

へいちと 申す すくに て 月 を 見け るに、 稍の 露の たもと 

にか」 りければ 

梢なる 月も哀 をお もぶべし 光に 具して つゆの こぼる- - 

吾妻 屋と 申す ところに て、 時雨の のち 月 を 見て 

神無月 時雨 晴 るれば あづま やの 嶺にぞ 月は宗 とすみ ける 

神無月 谷に ぞ雲 はしぐ るめ る 月す む 峰 は 秋に か はらで 

古屋 とま をす すくに て 
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神無月 時雨 ふるやに すむ 月 は 曇らぬ 影 もた のま 丄 ぬかな 

平等 院の名 か k れ たる 卒塔婆に、 葉の ちり か， - りけ 一 

る を 見て、 花より 外のと ありけ ん人ぞ かしと あはれ に 一 

登え てよ みける  一 

哀れと も 花み し 嶺に名 をと めて 紅葉 ぞ 今日は 共に ちりけ る 一 

千 種の 岳に て  一 

分けて ゆく いろの みた" らす梢 さ へ 千 種の 嶽は 心すみ けり 一 

瞎の とわたり と 申す ところに て  ； 

笹 深み 霧 こすく きを 朝立ちて 麋 きわ づ らふ 蟻の 戶渡  ； 

行者が ハ り 稚兒 のと まりに つ きたる 宿な り。 春つ 

山伏 は屛風 立と 申す ところ を、 平に 過ん こと を かたく  一 

思 ひて、 行者ち ごのと まりに て、 おもわ づ らふなる ベ 

L  一 

，風に や 心 を 立て \ 思 ひけん 行者 はかへ り 稚兒は 泊り ぬ 

韓法 輪の 岳と 申す 所に て 釋：^ の說 法の 座の 石と 申す 所 へ 


久 安五 

以 後 


久 安 上へ 


を をが みて 

こ- - こそ は法說 かれた る 所よ と 聞く 悟り を も 得つ る 今 かな 

秋と ほく 修行し 侍りけ る ほどに、 程へ ける 所より、 侍 

從 大納言 成 通の もとへ つか はしける  . 

秋の 幕れ かた、 修行に. S で 侍りけ る 道より 權 大納言 成 通の もとにつ か はしけ 

る (續 拾遺) 

嵐 ふく 峰の 木 葉に 伴 ひて いづち うかる- - 心なる らん 

かへ し  大納言 成 通 

何となく 落る 木の葉 も 吹く 風に 散 行く 方 はしられ や はせ ぬ 

新院、 百 首のう ためしけ るに、 奉る とて、 右大將 公よ 

しの もとよりみ せに つか はしたり ける 0 かへ し 申す と 

て 


家の 風 吹き 傳 へ ける かひ ありて 散る 言の葉の めづ らしき かな 

かへ し  右 大將公 能 

家の 風 吹き 傳ふ とも 和歌の 浦に かひ ある 言の葉に てこ そしれ 

西 行傳闢 係歌抄  - 一九 七 


久 安六崇 

德 上皇 百 

is 歌ヲ召 

シ給フ 


崇德 il^ 讚 

岐 遷幸 以 

前 


久 安 年間 

ト推 定 


^ ほ  一九 八 

心 ざす こと ありて 扇 を 佛に まゐら せけ るに、 新院 より 

賜 ひける に、 女房 承， C てつ み it^ に 書付 けられけ る 

女 房 

ありがた きま こ あ ふぎの 風 な ら ば 心 の 塵 を拂 へと ぞ おも ふ 

街 か へ し 奉りけ る 

塵ば 力り 疑 ふ 心なから なん 法 を あ ふぎて たのむ と.. ならば 

ゆかり ありけ る 人の 新院 のかんだ うなりけ る を、 ゆる 

し 絵べき よし、 申し いれたり ける、 御 返事に 

新 IK 

最 川 綱手 ひくと も稻 舟の しばし が 程 はいかり おろさん 

御返リ 事た てまつ りけ り 

强 くひく 綱手と みせよ 最上 川 その 稻 舟の いかり を さめて 

かく 申したり ければ ゆる 73^ ひて けり 

中 納言家 *、 なぎさの したて- 程なく こぼた れコと 

聞きて、 大王 寺より 下向し ける ついでに、 西 iL、 


仁 平 三 

以 前 


仁 平 二 又 

三ト 推定 


など 申す 上人 どもして 見け るに、 いと あはれ にて、 各 

々述懷 しける に  、 

折に つけて 人の 心 も か はりつ.. - 世に あるか ひもな ぎ さなり けり (丄 

忠 盛の 八 條の 泉に て、 高 野の 人々 佛 かき 奉る ことの 侍 

りけ るに まかりて、 月 明かりけ るに 池に 蛙の 鳴きけ る 

を き て 

小夜 更けて 月に か は づの聲 きけば みぎ はも 涼し 池の 浮箪 (殘) 

心 ざす こと ありて、 安藝の 一 の 宫へ詣 ける に、 高 富の 

浦と 申す ところに 風に 吹 とめられて ほどへ ナり 。とま . ，. 

ふきた る 庵より 月 の もる を 見て 

波のお と を 心に かけて あかす かな 苫 もる 月の かげ を 友に て 

詣 つきて、 月い とあかくて あはれ に おぼえければ よみ 

ける 


仁 平元詞 

花 集奏覽 


仁 平 三 正 

平 忠盛卒 


もろ 共に 旅なる 空に 月 も 出で てす めばや 影の あはれ なる らん 

世 を そむきて 後 修行し 侍りけ るに 海路に て 月 をみ てよ 

西 行傳關 係歌抄  1 九九 


gg^ga 壽トさ 久 
g 業 頃 位?^  二 卸< お 募 
；：：^出藤 、天 十 、天 さ 
家 原此皇 後久 皇七 


K  "仃  二  。〇 

める (ィ) 

和 田の ssi に 波 をへ だて 來て 都に 出で し 月 を 見る かな 

わ だの 京 波に も 月 はかくれ けり 都の 山 をな に 嵌 ひけん 

久 壽 元  中浣ノ 右大臣、 出家お も ひ 立つ よしかたり 給 ひける に、 

月の いと あかく、 終夜 あはれ にて 明に ければ、 かへ り 

けり C 其 後 その 夜の 名殘多 かりし よし、 いひ 送り^ ふ 

とて  中院 の^ 大臣 

夜もすがら 月 を 眺めて 契りお きし その 睦言 に 闇 は 晴れに し 

、返 し 

すむ と 見し 心の 月し 顧れば 此 よも 闇 ははれ ざらめ や は 

久 壽 二  近 衞院の 御 墓に 人に ぐして 参りたり ける に、 露の ふか 

かりければ 

磨かれし 王の すみか を 露 ふかき 野べ にう つして 見る ぞ かなしき 

^  一 •) 元  ー院、 かくれさせお はしまして、 やがて 御所へ 渡し ま 

ゐら せけ る 夜、 高 野より 出合 ひて 秦 りたり ける、 いと 


讚崇 元^ 鳥 保 
岐德亂 御 羽:^ 

遷上 起シ法 7C 
幸皇ル 保皇七 


悲し かりけ り。 此後 おはし ますべき 所 御らん じ 初めけ 

る その かみの 御と もに、 右大臣 さねよし、 大納言と 申 

しける さ ぶら はれけ り。 忍ばせお はします ことにて、 

又 人 さ ぶら は ざり けり 0 其 折の 御供に さ ぶら ひけろ 事 . 

の 思 ひ 出 でられて、 をり しも 此 夜に 参り あ ひたる、 昔 

今の ことお も ひつ 寸 けられて よみけ る 

今宵 こそ 思 ひしら るれ 淺 からぬ 君に 契の ある 身なりけ り 

を さめ まゐら せけ る 所へ 渡し まゐら せけ るに 

道 か はるみ ゆき 悲しき こよ ひかな 限りの 旅と みるに つけても 

納め まゐら せて 後、 御供に さ ぶら はれし 人々、 たと へ 

ん かたなく 悲しながら、 限 ある ことなりければ、 歸ら 

れに けり 0 はじめた る こと ありて、 明日まで さ ぶら ひ 

てよ める 

と はば やと 思 ひよりて ぞ歎 かまし 昔ながら の わが 身なりせば 

世の中に 大事いで 來て、 新院 あらぬ 樣 になら せお はし 

まして、 御ぐ しおろ して、 仁 和 寺の 北院 にお はし まし 
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保 

元 


以保 

元 

後 元 


西 


0  二 〇 二 

ける に、 まゐ りて、 けんげん 闍梨出 あ ひたり 0 月 あ 

かくて、 よみけ る 

か i る 世に 影 も變ら すすむ 月 を 見る 我 身 さ へ 怨めしき かな 

德大 寺の 左大臣の 堂に 立 入て 見 i& りけ るに、 あらぬ こ 

とに なりて 哀れな り。 三 條太政 大臣 欺よ みて もてなし 

铪ひ しこと た i< いまと おほえて、 し C- ぱる 、、ひ 地し 

り 0 堂の あらためられたり ける、 さる ことの ありと み 

えて、 哀れな りければ 

なき 人の 形見に た て し 寺に 入りて 跡 ありけ りと 見て 歸， 0 ぬ る (i 

三昧 堂の 方へ わけ 参りけ るに、 秋の 革 ふか.. りけ り 0 

鈴 蟲の營 かすかに きこえければ、 あはれ にて 

おも ひお きし 淺 茅が 露 を わけ 入れば ただ ゎづ かなる 鈴 蟲の聲 (ィ) 

古^の 心 を 

野べ に 成りて しげき あさ ぢを わけ 入れば 君が 住みけ る 礎の 跡 (ィ) 

右大^ きんよし、 父の ふくの 中に 母 なくなり. a とき. < 


起 二 平 出魏平 
ノレ 于 家 n 

^  JQ  成兀 

Sl«+ 通 十 


平 治 元 

以 前 


平 治元ト 

推 定 


平 治 元 


• て、 高 野より とぶら ひ 申しけ る S 、坎 ひし 

り.」 服のう ちに 母 はかなくな り^ひれ 

,^.wてi„€野ょりとぶらひ奉とて (ィ) 

かさね 着る ふぢの 衣 をた よりにて 心の いろ を 染めよ とぞ おも ふ 

0 し  右 大將公 能 

藤 衣 かさぬ る 色 は 深 けれど 淺き 心の しまぬ ばかり ぞ 

八條院 の宮と 申しけ る をり、 白 河 殿に て蟲 合せられけ 

るに、 か はりて、 蟲入 てとり 出しけ る 物に 水に 月う つ 

りたる 由 をつ くりて、 其 心 をよ みける 


行末の 名に やなが れん 常よりも 月す み 渡る 白 川の 水 

思 はずなる ことお も ひたつ よし、 聞え ける 人の 許へ、 

高 野より いひつ か はしける 

菜せ でな ほ 山 深く 分け入らん 憂き こと 聞かぬ 所 あり やと 

侍從 大納言 成 通の もとへ 後の世の こと おどろかし 申し 

たりけ る 返 ごとに  侍從 大納言 成 通 

驚かす 君に よりて ぞ ながき よの 久しき 夢 はさむ ベ かりけ る 
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保 元 二 九 

德 大寺實 

能薨 


保 元三 十 

ニニ 倏天 

皇 即位 


1^ 冶元統 

子內 親王 

二 院號 

(上 西 門 

院) 


以久 

壽 
後 二 


以平 
治 
後 元 


S 


0  二  on 

返 し 

驚かぬ 心なり せば 世の中 を 夢ぞと 語る かひな からまし 

上 西 門院 女房、 法 勝 寺の 花見ら れけ るに、 雨の 降りて 

暮れに ければ、 歸られ にけ り 0 又の日、 兵衞の 局の 許 

へ、 花の 街 幸お も ひ 出させ 給らん と覺 えて、 かくなん 

申さ まほし かりし とてつ か はしける 

見る 人に 花 も 昔 をお も ひ 出で て こ ひし かる ベ し 雨に し をる \ 

返 し  上 西 門院の 兵衞 

いにしへ を 忍ぶ る 雨と， ifS か 見ん 花 も 其 世の 友し なければ 

わかき 人々 ばかりなん、 老に ける 身 は 風の 煩し さに い 

と はる.. - ことにて と ありけ るなん、 やさしく 聞え ける 

雨の ふりけ るに、 花 〇 下に 車 を 立て ながめけ る 人に 

ぬると もと 蔭 をた のみて 思 ひけん 人の 跡 ふむ け ふに も あるかな 

入道 寂然、 大 原に 住 侍りけ るに、 高 野より つか はしけ 

き る  f 


(贈答 十首ヅ 、 ァ レド、 各 最初 ノ 1 首ヲ 拔キ、 他ハ 暮ス、 

山家 集 下下 参照 ノコ ト) • 

山 ふか みさこ そ あらめ と 聞え つつおと 哀れなる 谷川の 水 

かへ し  寂然 

あはれ さは かく やと 君 も 思 ひしれ 秋暮 がた の大 原の 里 

寂然 入道 大 原に すみげ るに、 つか はしける 高 野に 侍りけ る 

時、 寂然 法師 大 に 住み 侍け るに 滑 はしける (新 励 撰) 

大原は 比 良の 高ね のち かければ 雪 ふる ほど をお も ひこ そやれ 

かべし  寂 然 

. おもへ ただ 都に て だに 袖 さえし ひらの 高ね の 雪の けしき は 

寂然 高 野に 詣で ふかき 山の 紅葉と いふ こと をよ みける 

寂然 高 野に 参て、 ふかき 山の 紅 菜と いふ 二と を、 宮の法 S: の^ 

.  庵室に て、 歌 訝むべき よし 申し 侍りし に、 ま ゐりぁ ひて (ィ) 

さまざまに 錦 ありけ るみ 山 かな 花見し 嶺を しぐれ そめつつ 

寂然、 もみ ぢ のさ かりに、 高 野に 詣 でて 出で にけ る、 

西 行傳閼 係歜抄  二 〇 五 


二 c 六 

又のと しの 花の をり に、 .& しっか はしける 

紅葉み し 高 野の 峰の 花 ざ かり 頼めし 人の 待た る k や 、な ぞ 

か へし  寂 然 

共に 見し 嶺の 紅葉の かひ なれ や 花の 折に も& ひいでけ る 

寂然、 高 野に 詣て、 立歸 りて 大 原よ， C つか はしける 

寂 然 

へだて こし その 年月 も ある もの を 名 殘多か る 横 の 朝霧 

か へし 

慕 はれし 名殘を こそ はなが め つれ 立 返りに し嶺の 朝霧 

寂 超 入道 (大 be にて 止観の.： ■) 談 すと 聞きて つか はしける 

弘 むらん 法に は會 はぬ 身なりと も 名 を S  く數に 入ら ざらめ や は 

かへ し  寂 超 入道 

つたへ きく 流な りと も 法の 水く む 人から や ふかくな るらん 


久 壽ニ以 

後 永 萬 元 

&ぶほ 


爲 なりと き はに 堂 供養し ける に、 世 をの がれて 山寺に 

主 侍りけ る ましき 人 々 まう で來 たりと き -て， いひつ 

か はしける 

古に か はらぬ 君が 姿 こそけ ふ は 常 盤の かたみな るら め 

、返し •  爲業 

色 かへ で 獨殘れ る 常 盤 木 はいつ を まつと か 人の みるらん 

爲忠が 常 磐に、 爲業 侍りけ るに、 西 住、 寂然 まかりて、 

太秦 にこ もりたり ける に、 かく 申たり ければ まかりた 

りけ り 0 有 明と 申す 題 をよ みける に 

今宵 こそ 心の くま はしられ ぬれ 入らで 明けぬ る 月 を 眺めて g 

かくて 靜空、 寂眧 なんど 侍りければ、 ものがたり 申し 

つ ，<  連歌し けり 0 秋の ことにて 肌寒 かりければ 寂然 ま 

で來 て、 背中 を 合せ ゐて 連歌に しけり 

おも ふに も 後 合せに なりけ り (殘)  寂 念 

この 連歌 こと 人 つくべからず と 申ければ 
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0  二  0八 

うらが へ りたる 人の 心 は 

後世の 物語り を 各々 申しけ るに、 人な みなみに 其 道に 

は 入りながら、 思 ふやう ならぬ 由 申して 靜 空 

人 まねの 熊野詣 での 吾 身 かな (殘) 

と 申しけ るに 

そりと いはる . ^名ば かりにして 

雨の ふりければ、 檜 笠、 簑を 着て まで 來た りけ る を、 

勾檷 にかけ たりけ る を 見て  西 住 

檜 笠き る 身の ありさま ぞ 哀れなる g) 

むごに 人つ け ざり ければ、 興な く おぼえて 

雨窄 とも 泣きぬ ばかりに 

さて 明けに ければ、 おのおの 山寺へ 歸 りけ るに、 後會 

いっと しらず と 申す 題、 寂然いだ して 詠みけ るに 

歸り 行く も 止ま る 人 も ふらん 叉 あ ふことの 定めな の 世 や (20 


大原ニ テ 

ノ歌ド モ 

(作 年不 

明 ：！ 


常 磐の 里に て 初秋 月と いふ こと を 人々 よみけ るに 

秋 たっとお も ふに 空 もた だなら で われて 光 を 分けん 三日月 

故 鄕述馕 とい ふこと を、 常 磐の いへ にて、 爲業 よみけ 

るに まかり あ ひて 

繁き野 をい く 一  むらに 分けな して 更に 昔 をし のび か へ さん 


山里の 春雨と いふ こと を大 原に て 人々 よみけ るに 

春雨の 軒 たれ こむ る つれづれに 人に 知られぬ 人の すみか か 

大 原に 尾 張の 尼 上と 申す 智者の 許に まかりて、 兩 三日，. 

.  物語り 申して 歸 りけ るに、 寂然に はかに 立ち 出で て、 

名 殘りを 惜し かる. E 申しければ、 やすら はれて 

か へ る 身に ぞ果の 心のと まる かな 3) 
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西&  二 一〇 

まことに 今度の 名殘り は、 さ覺 ゆと 申して 

寂  然 

おくる おも ひに かふる なるべし 

かく 申して、 良遏 が、 まだ 炭が まもなら はねば と 申け 

む あと、 か. -る ついでに 見に まからん と 申て 人々 具し 

てま かりて、 おのおの 思 ひ 述べて 妻戸に 書きけ る に 

大原 やまだ すみがま もなら はすと  一 K ひけむ 人 を 今 あらせば や 

永 曆 元  美 福 門院の 銜骨、 高 野の 菩提心 院へ わたされ ける， を 見 

たてまつりて 

け ふや 君お ほふ 五つの 雲 はれて 心の 月 をみ がき いづらん (ィ) 

應保ニ  侍從大 言 入道 はかなく なりて、 宵 曉 につと めする 僭 

各々 かへ りけ る 日、 申しお くりけ る 

行き 散らん 今日の 別 を 思 ふに もさら に 歎 は そふ 心地す る 

かへ し  ある 人 

臥し 沈む 身に は 心の あらば こそ さらに 歎 も そふ 心地せ め 


永署元 十 

1 美 福 門 

院〕 明 倒 

應保元 八 

德大寺 公 

遇薨 


此ぅ たも、 返しの 外に 具せられ たりけ る 

ある 人 

類な き 昔の 人の かたみに は 君 をのみ こそ 賴 みま しけれ 

かへ し 

古へ の 形見に なると 聞く からにい とど 露け き 墨 染の袖 

同日、 のりつな が 許へ つか はしける  • 

なき 跡 も 今日まで は 猶名殘 ある を 明日 や 別れ を そ へ て 忍ばん 

、返し  ， のりつな 

思へ ただ今 日の 別の かなし さに 姿を變 へて しのぶ 心 を 

やがて 其 日、 さま かへ て 後、 此 返事 かく 申したり けり 0 

いと 哀 なり。 おなじ さまに 世 をの がれて、 大 原に すみ 

侍りけ るいもう との、 はかなく なりに ける 哀れと ぶら 

ひける に 

いかばかり 君 思 はまし 道に 入らで 賴 もしから ぬ 別な りせば 

西 行傅關 係歌抄  ニニ. 


賴 もしき 道に は 入りて ゆきし かど 我 身 をつ めば 如何と ぞ a ふ 

新院、 讚 ia^, にお はし ましけ るに、 l^r に 付て、 女房の も 

とより  女 房 

水 壁の かきながすべき 方ぞ なき 心のう ちに 汲みて しらなん 

かへ し 

程遠み 通 ふ 心の ゆく ばかりな ほ 書き流せ 水 莖の跡 

又 女房つ か はしける  女 房 、 

いと どし く 憂き につけても 賴 むかな 契りし 道の しるべた がふな 

か.^ りけ る淚に しづむ 身のう さ を 君なら で 叉 誰かう かべん 

かへ し  ， 

頓 むら , つ ゾ る ベ もい さや ひとつ 世の 別に だ にも 迷 ふ 心 は 

流れ いづる 淚に <?r 日 は 沈む とも 浮ばむ 末 をな ほ 田 4 ふらん 


讚岐 へお はしまして 後、 敬と いふ ことの 世に いと 聞え  、 

ざり ければ、 寂然が 許へ いひつ か はしける 

言の葉の なさけ 絕ぇ にし 折節に 在り 逢 ふ 身 こそ 悲し かり けれ 

かへ し  寂  然 

敷 島ゃ絕 えぬ る 道に 泣く 泣く も 君との みこ そ 跡 を 忍ばめ 

、 讚岐 にて 御 心 ひき かへ て、 後の世の こと 御つ とめ ひま 

なくせ させお はします と 聞きて 女房の 許へ 申しけ る ◦ 

此文を かきて 

若人 不二 嗔打 1、 以レ何 修ニ忍 辱 1 

. 世の中 を そむく たより やなから まし 憂き 折節に 君が あはす は 

是も、 ついでに ぐして まゐら せけ る 

淺ま しゃい かなる 故の 報に て か.. 1 る 事し も ある 世なる らん 

長ら へ て 遂にす むべき 都 か は此せ はよ しゃ とても かくても 

幻の 夢 を 現に 見る 人 は 目 も 合 はせ で や 夜 を 明す らん 
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西 


長 寛 二 


永 萬 元 

以 前 


永 萬 元 


かくて 後、 人の まゐ りけ るに 

其 日より おつる 淚を 形見に て 思 ひわす る.， r 時の まぞ なき 

かへ し  女-房 

目の前に か はり 果 にしせ のうきに 淚を君 も 流しけ るかな 

松 山の 淚は 海に ふかくな りて 蓮の 池に 入れよ とぞ おも ふ 

波の 立つ 心の 水を靜 めつ k へ 1<  かん 蓮 をい ま はまつ かな 

阿 闍梨兼 堅よ をの がれて、 高 野に 住 侍りけ り 0 あから 

さまに 仁 和 寺に 出で て、 かへ り もま ゐらぬ ことにて、 

僧辆 になり ぬと 聞きて、 いひつ か はしける 

装 裟の色 や 若紫に そめて ける 莓の袂 を • おも ひか へ して 

ニ倏 £1^ 

內に貝 あはせ せむ とせ させ 給 ひける に、 人に か はりて 

0  0 

(九 首 アル モ、 最初 ノ 一首 ノミ 拔ク、 山家 集 下下 參照ノ コ 卜) 

風た k で 波 を 治む る 浦々 に 小 貝 を 群れて 拾 ふなり けり 

五十 日の はてつ かたに 二 條院の 御 墓に 御佛 供養し ける 


長寬 二八 

德 上皇 


A  c> ぐして まゐ りたり ける に、 月明くて あはれ なり 

ければ 

今宵 君 死 手の 山路の 月 を 見て 雲の上 を や 思 ひ いづらん. 

御 跡に、 三河內 侍さ ぶら ひける に、 九月 十三夜 ひとに 

. か はりて 

隱れ にし 君が みかげの 戀 しさに 月に むかひて 音 を や 泣く らん 

退し  內侍 

我 君の 光 かくれし 夕より 闇に ぞま よふ 月 はすめ ども 

{ 女 元  院の 二位の 局、 みまかり ける 跡に、 十の 敬 人々 よみけ 

るに 

流れ ゆく 水に 玉な Ju^ たかた の 哀れ 仇なる 此世 なりけ り 

きえぬ める 本の t. を 思 ふに も 誰か は 末の 露の 身なら ぬ 

おくりお きて 歸 りし 道の 朝露 を 袖に うつす は淚 なりけ り 

舟 岡の 裾野の 塚の 數そ へて むかしの 人に 君 をな しつる 
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あらぬ 世の 別れ はげに ぞうかり ける 淺 茅が 原 を 見る につけても 

後の世 をと へ と 契りし 言の葉 や 忘らる まじき 形見. なる らん 

おくれ て淚に しづむ 故鄕を 王の かげに も 哀れと やみる 

跡 をと ふ 道に や 君 は 入りぬ らん 苦しき 死 手の 山へ か」 らで 

名殘さ へ ほど. なく  ぎば 悲しき に 七日の 數を 重ね や もがな 

跡し のぶ 人に さ へ 叉 別るべき 其 日 を かねてし る淚 かな 

称の こと も 果てち りん \ に 成りけ るに、 しげのり、 

ながの りな ど泪 ながして、 け ふに さへ 又と 申しけ る 程 

に、 南面の 櫻に 鶯の 鳴け る を 聞きて よみけ る 異本 無題 

櫻 花 ちりぢりになる 木の もとに 名殘を 惜しむ 鶯 のこ ゑ 

かへ し  少將 ながの り 

散る 花 は 叉 こん 春も^ きぬべし 別れ はいつ か 廻り あ ふべき 

同日、 くれけ る ま  >- に 雨の かきく らし ふりければ 

哀れし る S も 心の ありければ 泪に雨 を そふるな りけ り 


かへ し  院少納 言 局 

あはれ 知る 空に は あら じ伦 人の 泪ぞ 今日は 雨と ふるらん 

行ち りて、 又の 朝つ か はしける 

. 今朝 はいかに 思の いろの 增 るらん 昨日に さへ も 叉 別れつ. > - 

か へ し  少將 ながの り 

君に さへ 立 別れつ . ^今日より ぞ 慰む 方 はげに なかり ける  • 

仁 安 二  五條の 三位 入道、 その かみ 大宮の 家に 住まれけ る をり、 

ュ  な 

X  f  寂然、 西 住なん どま かりけ るつ いでに、 向花 念淨 世と 

申す こと をよ みける に 

心をぞ やがて はちす に かせつる 今 見る 花の 散る にたぐ へ て (さ 

かくて 物語 申しつ  連歌し ける に、 あ ふぎに 櫻 をお き 

てさし やりたり ける をみ て  家主 顯廣 

梓弓 はるの まど ゐに 花ぞ 見る (さ. 

とり わき 附 くべき 由 ありければ 
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箭 さし.^ こと に 名 を ひかれつ 、 

その かみ、 心 ざしつ かふ まつりけ るなら ひに、 世 をの 

がれて 後 も、 賀 茂に まゐり けり C 年た かくな りて、 四 

國の方 修行し ける に 又 か へ り ま ゐらぬ こと もやと て、 

仁 安二 年 十月 十日の 夜まゐ りて 幣ま ゐら せけ り。 內へ 

もま ゐらぬ ことなれば、 たな をの？ S にと り つきて まる 

らせ 給へ とて、 心 ざしけ るに、 木の間の 月 ほの <\ と 

常よりも 神 さび あはれ に おぼえて、 よみけ る 

長 まる 四手に 淚 のか k るか. な 叉い つか はと S ふ こ ろ に 

西の くにの 方へ 修行して まかり 侍る とて、 美 豆 野と 申 

す 所に 具し なら ひたる 同行の i& りけ るに、 親しき もの 

の 例なら ぬ こと 侍る とて、 具せ ざり ければ 

山城の 美 豆の 美箪 につな がれて 駒 ものうげ に 見 ゆる 旅 かな 

あかしに 人 を 待ちて、 日 敷へ にけ るに 

何となく 都の かたと 聞く 空 は 睦まじくて ぞ 眺められ ける 

はり ま 書 富へ まゐ ると て、 野中の 淸水 をみ ける こと、 


1 むかしに なりに ける o 年へ て 後 修行す とて 通りけ る 

に、 おなじ さまに て か はら ざり ければ 

昔み し 野中の 淸水か はらねば 我 影 を もやお も ひ いづらん 

西國へ 修行して まかりけ る 折、 小島と 申す 所に 八幡の 

いは はれ 給たり ける にこ もりたり けり 0 年へ て 又 その 

社 を 見け るに、 松 どもの ふる 木に なりたり ける をみ て 

昔み し 松 は 老木に なりに けり 我が 年經 たる ほど も しられて 

備前 II に 小島と 申す 島に 渡りけ るに、 あみと 申す 物 を 

とる 所 は 各々 我々 占めて、 長き 竿に 袋 をつ けて たて 渡 

すなり。 其 竿の 立て 初め をば 一 の 竿と ぞ名 付た る。 中 

に 年 高き 海人の たて そむるな り 0 たつる とて 申ス なる 

言葉 聞き 侍りし こそ、 淚 こぼれて 申す ばかりな く覺ぇ 

て 詠みけ る 

たて そむる 糠 蝦と る 浦の 初 竿 はつみの 中に もす ぐれた るかな 

日 比 溢 川と 由-す 方へ まかりて 四國 のかた へ 渡らん とし 

ける に、 風 あしくて 稃 けり 0  ^川の 浦 田と 申す 所に、. 

igUt 傅 蘭 係歉杪  ニー 九 
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幼き 者 共 数多、 物 を 拾 ひける を 間 ひければ、 つみと 申 

す もの 拾 ふなり、 と 申しけ る を 聞きて 

おりたちて 浦 田に 拾 ふ 海 土の 子 はつみより 罪 を 習 ふなり けり 

眞 鍋と 申す 島に、 京より あき 人 共の 下りて、 やうく 

のつ みの 物 共 あきな ひて、 又 鹽飽の 島に 渡りて、 あき 

な はんず る 由、 串し ける を 聞きて 

眞 鍋より 鹽飽へ 通 ふ 商人 はつみ を かひに て 渡るな りけ り 

串に さした る 物 を あきな ひける を、 何 ぞと間 ひければ、 

^を 干して 侍るな りと 申しけ る を M きて 

同じく は 牡蠣 をぞ さして 乾し もすべき 拾より は 名 もた よりあり 

牛 窓の 瀬戸に 海人の いで 入りて、 さだえと 申す もの を 

とりて、 舟に いれ <  しける を 見て 

さだえす むせとの 岩壺 求め 出で ていそぎ し 海 士の氣 色なる かな 

沖なる 岩に つきて、 海士 共の あはび とりける 所に て 

岩の 根に かた おもむき も浪 うきて 鮑 を かつぐ 海 士の村 君 


題 しらず 

小 鯛 ひく あみのう け繩 縫り めぐりう きし わざ ある 鹽 崎の 浦 

霞し く 波の 初花 をり かけて 楼鯛 つる 沖の 海人 舟 

あま 人の いそしく か へる ひじき もの はこに し 給が うなした、 み 

磯 菜 摘ん 今お ひ 初む る 若布 海苔 みるめき ふ はさ ひじき こ ろぶ と 

讃 岐の國 へま かりて、 みのつ と 申す 津に 着きて、 月の 

あかくて ひど のても 通 はぬ 程に、 とほく 見え 渡りたり 

ける に、 水鳥の ひ のて にっきて、 飛 渡りけ る を 

しき 渡す 月の 氷 を 疑 ひて ひびのて ま はる ぁぢの むら どり 

四國 のかた へぐ して まかりたり ける 同行の、 都へ かへ 

りけ るに 

• か へ り ゆく 人の 心 をお も ふに も はなれが たき は 都な りけ り 

ひとりみ おきて、 歸 りまゐ りなん ずる こそ 哀れに、 い 

つか 都へ はかへ るべき など 申しければ 

柴の 庵の しばし 都へ か へら じと おも はんだに も 哀れなる べし 

西 行 傳關係 歌，  ニニ 1 


5 
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年久しく 相た のみたり ける 同行に 離れて、 遠く 修行し 

て か へらず もやと おも ひける に、 何となく 哀れに てよ 

みける 

定めな し 幾と せ 君に 慣れ 慣れて 別れ を 今日は S ふなる らん 

讃岐に まう でて、 松 山と 申す 所に 院 おはし まし けん 御 

跡 たづね けれども、 かた もなかり ければ 

松 山の 波に 流れて こし 舟の やがて 空しくなり にけ るかな 

松 山の 波の 氣色は 變らじ を 形 無く 君 はなり ましに けり 

しろ 峯 とまう す 所に、 御 墓の 侍りけ るに、 まゐ りて 

よしや 君 昔の 玉の 床 とても かからん のち は 何に か はせん 

同じ 國に 大師のお はし ましけ る 御 あたりの 山に、 巷 結 

びて 住け るに 月い とあかくて、 海の 方く もりな くみえ 

侍りければ 

くもりな き 山に て 海の 月 みれば 嶋ぞ 氷の たえまな りけ る 

住みけ る ま. -に 庵い と あはれ に甍 えて 


今より はいと はじ 命 あれば こそ か- -る 住居の 哀を もしれ 

巷の 前に、 松の たてり ける を 見て I 龍 ひ (t.1、 庵 

ひさに へて 我がの ちの 世 をと へよ 松 跡した ふべき 人 もな き身ぞ 

土 佐の かたへ やまから ましと、 思 ひ 立 こと 侍しに (ィ) 

こ. -を叉 我がす みう くて うかれい なば 松は獨 にならん とすらん 

雪の ふりけ るに 

松の もとは 雪 ふる 折りの いろ なれ や 皆 白妙に み ゆる 山路に 

雪つ みて 木 も 分かす へ i<  く 花 なれば 常 磐の 松 も 見えぬな りけ り 

花と みる こす ゑの 雪に 月 冴えて 譬 へん 方 もな き 心地す る 

まが ふ 色 は 梅との み 見て すぎゆく に 雪の 花に は香ぞ なかり ける 

折りし も あれ 嬉しく 雪の うづむ かな かきこ もりなん と 思 ふ 山路 を 

中々 に 谷の 細道 うづめ 雪 ありと て 人の かよ ふべき か は 

すだれ 

谷の 薬に 玉の 箔を かけ まし や 鎚る垂 氷の 軒 をと ぢ すば 

s 行傳輝 係歜抄 ： ' r  ：  ： ： ： 一  Islr  ^ 


花 まゐら せけ る をり しも、 をし きに 霞の ふり か、 りけ 

れば 

榜 おく 閼 伽の をし きに ふちな くば 何に 霰の 玉と. まら まし 

大師の うまれさせ 袷 ひたる 所と て、 めぐりし ま はして 

その しるしの 松の たてり ける を 見て 

あはれ なりおな じ 野 山に 立てる 木の f 私る しるしの 契 ありけ り 

岩に 堰く閼 伽 井の 水の わりな き は 心すめ とも やどる 月 かな 

又 ある 本に 

まんたら じの 行 道 どころ へ 登る は、 世の 大事に て、 手 

をた てた る やうな り 0 大師の 街 かきて うづ ませお は 

しました る 山の 嶺 なり * 坊の 卒塔婆 1 丈ば かりなる 植 

つきて 建てられたり。 それへ 日毎に 登らせお はし まし 

. て、 行 道し おはし ましけ ると 申し 傳 へたり。 めぐり 行 

道すべき やうに 境 も 二重に 築き 廻され たり。 登る 程の 

あや ふさ 殊に 大事な り。 かまへ て は ひま はりつきて 

めぐりあ はんことの 契り ぞ賴 もしき 嚴 しき 山の 誓 ひ 見る にも 


やがて それが 上 は、 大師の 御師 にあ ひま ゐらせ させお 

はし ましたる 嶺 なり。 わがはい しさと その 山 をば 申す 

なり 0 その 邊の人 は、 わかいし とぞ 申しなら ひたる 0 

. 山 もじ をば すて  >- 申さず。 又 筆の 山と もな づけたり 0 

とほくて 見れば、 ふでに 似て まろく と 山の 嶺 のさき 

のとが りたる やうなる を、 申しなら はした るな めり 0 

行 道 所よりか まへ てかきつ きのぼりて 嶺 にまゐ りたれ 

ば、 師に あはせ おはし ましたる 所の しるしに、 塔 をた 

てお はしましたり けり。 塔の 礎 はかりな く 大きな り 0 

高 野の 大塔 ばかりな りけ る 塔の 跡と 見 ゆ。 莓は ふかく 

うづみ たれ ども、 石 大きにし てあら はに 見 ゆ。 筆の 山 

と 申す 名に つきて 

筆の 山に かき のぼりても 見つ るかな 莓の 下なる 岩の 氣色を 

善 通 寺の 大師の 御影に は、 そばに さしあげて 大師の 御 

師 かきぐ せられた りき。 大師のお 手な どもお はし まし 

き。 四の 門の 額少 くわれて、 大方 はたが はずして 侍り 

き。 末に こそい かがな りけんず らんと、 躉束 なくお ぼ 

え 侍りし か 

西 行傳關 係歌抄  ニニ 五 
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高 倉 天皇 

即位 


以嘉 
應 

前 元 


&  二三 ハ 

つくしに. はら かと 申す い をのお をば、 十月 一日に お 

ろすな り。 師走に 引上げて、 京へ は 上せ 侍る。 その 釣 

りの 招 はるかに 遠く 引渡して、 通る 舟の その 雜に あた 

、 りぬ る をば かこち か  りて、 かう けが ましく 申して、 

むつ かしく るな り。 その 心 をよ める 

はら か 釣る 大和 田 崎のう け 繩に心 かけつ すぎん とぞ思 ふ 

伫和 寺の 御む ろに て、 山家 閑居 見 雪と いふ こと をよ ま  SS 應元十 

I ひける lij^r 

ふ り つもる 雪 を 友 に て 春 ま では 日 を 送るべき み 山べ の 里 

仁 和 寺の 宮 にて、 道心 逐年 深と いふ こと を、 よませ 給 

ひナ こ 仁 和 寺の 宮、 山*!^の*^-金»«寺に植ゐさせ^$?ひたりし頃、 » 

て， Ifrvli- 、： >车 をお ひて ふか. しと 云 ふこと をよ ませ » ^ひしに (ィ) 

淺く 出で し 心の 水ゃ湛 ふらんすみ ゆく ま. -に 深くなる かな 

阐中曉 心と いふ こと を、 同夜 

嵐の み 時々 まどに お とづれ て 明けぬ る 空の 名 殘をぞ 田 ふ ふ 

< ^のぬ しかくれ て、 跡った へたる 人の もとに まかりて、 


泉に むかひて ふるき をお も ふとい ふこと を ひとぐ よ 

みける に 

すむ 人の 心く まる-. r 泉 かな 昔 をい かにお も ひ いづらん 

0  0  0  0 

戀百十 首 

(参考 トナル べキ歌 三十 三首ヲ 拔キ、 他ハ 略ス、 山家 集 下下 

參照ノ コ ト) 

思 ひ あまりい ひ 出で てこ そ 池 水の 深き 心の いろは しられめ 

中々 に 忍ぶ けしき やしる からん 斯る思 ひに なら ひ &き身 は 

氣色 をば あやめて 人の 咎む とも 打 委せて はい はじと ぞ思ふ 

逢 ふ 事の なくて やみぬ る 物なら ば 今み よせに も 有り ゃ果 つると 

歎き 餘り 筆の す さびに 盡 くせ ども 思 ふば かり は 書かれ ざり けり 

我が 歎く 心のう ちの 苦しき を 何に たと へ て 君に しられん 

さりと よと ほのかに 人 を 見 つれ ども 覺 めぬ は 夢の 心地 こそ すれ 

さる ほどの 契 は 何に ありながら 行かぬ 心の くるしき や なぞ 

西 (t 傳闢 係歌抄  ニニ 七 
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今 はさ は覺 めぬ を 夢に なし はて 人に 語らで やみねと ぞ おも ふ 

あ ふまでの 命 もがな と n る ひし は 悔し かりけ る 我心 かな 

哀 とて 人の 心の なさけ あれな 數なら ぬに は 依らぬな さけ を 

と へ かした 6 情 は 人の 身の ため をう き 物 とても 心 や は ある 

河の によに 消えぬべき うたかたの 命 を なぞ や 君が たのむ る 

おの づ から 在り 經 ばと こそ £ ひつれ 賴 みなくなる 我が 命 かな 

ことと へ ば もて は れ たる 氣色か な うら. - かなれ や 人の 心の 

我れば かり 物お も ふ 人 や 叉 も あると 唐土まで も 尋ねて しがた" 

君に 我れ いかばかりなる 契り ありて まなく も 物 を ひそめ けん 

ながめ こ そうき 身の くせと なり 果てて 夕暮 ならぬ 折 も 分れね 

今 は我戀 せん 人 をと ぶら はん 世に うきこと と 田 4 ひし られ ぬ 

おも へ ども 思 ふ 甲斐 こそな かり けれ 思 ひも しらぬ 人 をお も へ ば 

君 慕 ふ 心のう ち は稚兒 めきて 淚跪 にもなる 我 身 かな 


なつかしき 君が 心の いろ をい かで 露 も 散らさで 袖に つ.. t まん 

ひとり 來て我 身に 纒ふ 唐衣し ほし ほと こそ 泣き 濡らさ るれ 

人 しれぬ 淚に噎 ぶ 夕暮は 引き かづきて ぞ打 臥されけ る 

思 ひき やか.. -る 戀路に 入り そめて よく 方 もな き 歎 せんと は 

危 ふさに 人目 ぞ 常によ かれけ る 岩の かど 踏む ほきの かけみ ち 

かつす M ぐ澤 の小ぜ りの 根 を 白み 淸げに 物 をお も はする かな 

いかさまに 思 ひつ づけて 恨み まし ひと へ につら き 君なら なくに 

恨みても 慰みて まし なかなかに つらくて 人の 逢 はぬ と S へ ば 

打ちた えて 君に あ ふ 人い かなれ や 我 身 もお なじせ にこ そ は經れ 

とにかくに K はま ほしき せ なれ ども 君が 住む にも ひかれぬ る 哉 

何事に つけて か 世 をば いと はまし うかりし 人 ぞ今は 嬉しき 

逢と みし 其 夜の 夢の 醒 であれな 長き ねぶり はう かるべ けれど 

此歌、 題 も、 又 人に か はりた る こと や も あり けれど か 

西 行傳關 係歌抄  ニニ 九 
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かず 0 此 うた ども、 やまざとなる 人の かたるに したが 

ひて かきたる なり 0 されば ひが ことども や C むかし 令 

のこと 取. あつめ たれば、 時折り ふ した が ひた る こと 

ども も 

此集を 見て かへ しける に  院少納 言の 局 

卷 ごとに 玉の こ ゑせ し 玉章の たぐ ひ は 叉 も ありけ る 物 を 

か へ し 

よし さらば 光りな くと も 玉と いひて 詞の塵 は 君み がかなん 

.JP 年 不明  • 同行に て 侍りけ る 上人、 例なら ぬ こと 大事に 侍りけ る 

に、 H の あかくて 哀れなる を 見け る  • 

.  諸共に 眺め 眺めて 秋の 月 ひとりに ならん こと ぞ 悲しき 

同行に ij^ ける 上人、 を はりよく 田 4 ふさ まなり と 聞きて、 

& ■  a^- h> t h> 西 住^ 身 まかりに ける をに り よかり けりと 4.、-、 

.& 送り： C り E て awlt- の sgi;^ 法お にっか はしける (月 まし 案 

亂れ すと を はり 聞く こそうれ しけれ さて も^れ は 慰まね ども 

0  L 


此世 にて 叉 あ ふま じき 悲し さに す-^ めし 人ぞ心 亂れし 

とかくの わざ 果て 跡の こと > も ひろ ひて 高 野へ 参りて、 

かへ りたり ける に  寂  然 

入る さに は 拾 ふかた みも殘 りけ り歸る 山路の 友 は淚か 

返 し 

いかでと も 思 ひわ かで ぞ 過ぎに ける 夢に 山路 を ゆく 心地して 

仁 安 . 嘉  秋の 末に、 寂然 高 野に まゐ りて、 くれの 秋に よせてお 

sf^- 後ト  も. -SAID ヾナプ こ 高纾 へま ゐ りて 元 性 法 印の 

推定  もこ をのへ： C るに 庵室に てず M 述懷を (雲 葉〕 

なれき にし 都もうと くな り 果て k 悲し さそ ふる 秋の 暮 かな 

殊の外に 荒れ 寒 かりけ る 比、 宮ノ法 印 高 野に こもらせ 

たま ひて、 此 程の 寒さ はいかぐ するとて 小袖 賜 はせ た 

つ rK らヽ N/ つ HJJJ:P  ？  5 宮ノ法 STlle 野に-一 もらせ 給 ひて、 二との 

りけ る 又の 朝 申し： C る 外に あれて さむ かり. 0 夜、 こそでた ま は 

せたり し、 又の 朝に た 

てまつ り 侍り. し (ィ) 

今宵 こそ あはれ み 厚き 心ち して 嵐の 音 をよ そに き \ つ Ic^ 

西 傳闢 係歌抄  二三 
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熊 野 • 那 

智ノ  g& ド 

モ (作 年 

不明〕 


宮の法 印 高 S? にこ もらせた まひて、 おぼろげ にて は 出 

, -ブ じと おも ふ に、 修行せ まほし き 由 かたらせ 給 ひけり 

千 m 果て. - みたけに 參ら せ^ひて、 いひつ か はしける 

,  宫の法 印 

あく がれし 心 を 道の しるべに て 雲に 友な ふ 身と ぞ なりぬ る 

か へ し 

山の端に 月す むま じと 知られに き 心の 空になる とみし より 

熊 野へ まゐ りけ る. にやが みの 王子の 花お もしろ かりけ 

れば 社に かきつけ.^ る 

- 荒く おろす. な 三栖の 山風 


待ちき つる 屋上の 櫻 さきにけ 


^智 にこ もりて、 瀧に 入 堂し 俘り ける に 此 上に  一二 

の 瀧お はします、 それへ まゐ るな りと 申す 住僧の 侍り 

ける にぐ して まゐ りけ り。 花や 突き， ぬらん と 等ね まほ 

しかりけ る 折 ふしに て、 たより ある 心地して 分 まゐり 

たり 0  二の 漉の もとへ まゐ りつきたり。 如意 輪の 瀧と 

なん 申す とき.. -て拜 みければ、 まことに すこしう ちか 


たぶ きたる やうに ながれ 下りて、 尊く おぼえけ り 0 花 

山 院の御 巷 室の 跡の 侍りけ る 前に、 年 ふりた る 樓の木 

の 侍りけ る を 見て、 栖 とすれば とよ ませた まひ けんこ 

と、 思 ひ 出 でられて 

木の， 、ひとに 住み けん 跡 を 見つ るかな 那智の 高嶺の花 を 尋ねて 

那智に 籠りし 時、 花の 盛りに 出け る 人に つけて 遣し け 

ちらで まてと 都の 花 をお も はまし 舂か へるべき 我 身なりせば 00 

五月 會に、 熊 野へ まゐ りて 下. 向し ける に、 日 高に、 宿 

にかつ み を 菖蒲に ふきたり ける をみ て 

かつみ ふく 熊 野 まう での 泊 をば こもくろ めと いやい ふべ かるらん (ィ) 

夏 熊 野へ まゐ りけ るに、 岩 田と 申す 所に 涼みて、 卞向 

しける 人に つけて 京へ、 同行に 侍りけ る 上人の もとへ， 

つか はしける 

松が 根の 岩 田の 岸の 夕 涼 君が あれな とお も ほ ゆる かな 

西 行傳關 係歌杪  二三 三 


吉野ノ 欺 

，トモ (作 

年 不明) 


煎 野へ まゐ りけ るに、 な-こしの みねの 月 を 見て よみ 

ける 

立ちのぼる 月の あたりに 雲 消えて 光 かさぬ る 七 越の 嶺 

三重の 瀧 をが みける に 殊にた ふとくお ほえて、 三業の 

罪 もす.. - がる k 心地し ければ 

身に つもる 言葉の 罪 も 洗 はれて 心すみ ぬる 三 かさねの 瀧 

熊 野 山に て、 兩人を こふと 申す こと をよ みける に、 

人に か はりて 

流れて は いづれ の ft§ にかと まるべき 淚を わくる 一 一川の 水 (キ) 

國々 めぐり ま はりて、 春 かへ りて 吉 野の 方へ まからん 

としけ るに、 人の このほど は いづく にか 跡と むべき と、 

申しければ 

花 をみ し 昔の 心 あらためて 吉 野の 里に 住まん と ぞ思ふ 

吉野 にて 

1 すぢ にお も ひ 入りなん 吉野山 叉 あらば こそ 人 もさ そ はめ (ィ 追) 


山寺の 花 さかりな りけ るに 昔 をお も ひ 出て 

よしの 山 ほき ぢづた ひに 尋ね 入りて 花見し 春 は 一昔 かも 

龍 門に まゐ ると て 

. 瀨を 早み 宮瀧川 を 渡り ゆけば 心の底の 澄む 心地す る 

(ソノ 他、 吉野ヲ 詠 メル ウタ 數十首 ァリ、 一部分 ヲ 拔ク〕 

おも ひやる 心 や 花に 行か ざらん 霞 こめた るみよ しのの 山 

よしの 山 こす ゑの 花 を 見し 日より 心 は 身に も そ はすな りに き 

山人よ 吉 野のお くにしる ベせ よ 花 も 尋ねん 叉お も ひ あり 

吉野山 やがて 出で じと 思 ふ 身 を 花ち りなば と 人 やまつ らん 

吉野山 櫻が えだに 雪ち りて 花お そげなる 年に も 有る かな (ィ) 

吉野山 こぞの しをりの 道 か へ てま だみ ぬかた の 花 を 尋ねん 7) 

よしの 山 花 をの どかに 見 まし や は 憂き が うれしき 身なりけ り (ィ) 

吉野 山奥 を も われ ぞ 知りぬべき 花 ゆ ゑ 深く 入りなら ひつ.，， (キ) 

西 行傳關 係歜抄  二三 五 
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承 { 女 元 


承 安元 ト 

推 定 


ほ  二三 六 

花^きし 鶴の 林の その かみ を吉 野の 山の 雲に みる かな S) 

承 安元 年 六月 一 日、 院熊 野へ ま ゐらせ 袷け るつ いでに、 

住吉 に銜幸 ありけ り。 修行し めぐりて 三日の 社に まゐ 

りたり ける に、 住の えの あたらしくた てたり ける を 見 

て、 後 三 條院の 御幸、 神 も 思 ヒ出ギ 給 ふらんと 覺 えて 

よめる 

箱え たりし 君が 御幸 を 待ちつ けて 神い かば かり 嬉し かるらん 

松の 下 枝 を あら ひけん 浪 いにしへ にか はらず やと 覺ぇ 

て， 

いにしへの 松の 下 枝 を 洗 ひけん 波 を 心に かけて こそ みれ 

人々 住 声に まゐ りて 月を叛 びけ るに f^§^Jglss^、 (住 ィ吉) 

かた そぎの 行き あはぬ まよりも る 月 やさえ て 御 袖の 霜に 置く らん 

波に やど る 月 を 汀に ゆりよ せて 鏡に かくる 住吉 のきし 

齋院 おりさせ 給 ひて、 本院の まへ を過ギ ける に、 人の 

うちへ 入りければ、 ゆかしう おぼえて ぐして 見廻り け 


るに、 かく や あり けんと、 哀に おぼえて、 下りて おは 

します 所へ、 宣 旨の 局の もとへ、 申しつ か はしける 

君す まぬ み內は 荒れて 有 栖川齋 む 姿 を も 映しけ るかな 

か  ハ  し  宣 旨の 局 

思 ひき ゃ齋 みこし 人の つてに して 慣れし み內 をき かん 物と は 

齋院 おはし まさぬ 比に て、 まつりの かへ さもな かりけ 

れば、 紫 野 を とほると て 

紫 S いろな き 比の 野べ なれ やかた まほり にて かけぬ 葵 は 

承 安 元  十月 中の 十日 比、 法 金剛 院の 紅葉み ける に、 上 西 門院 

おはします よし 聞きて、 待 賢 門院の 御 時 思 出られて、 

.  兵衞 殿の 局に さしおかせ ける 

紅葉 見て 君が 袂 やしぐ るらん 昔の 秋の色 をした ひて 

返し  兵 衞の局 

色 深き 梢 を 見ても しぐれつ... 古り にし 事 を かけぬ J1I ぞ なき 

西 行傳關 係歜抄  二三 七 


滑 濱淸承 
供 二 盛 安 
養 テ和ニ 
ス千田 三 


西 


承 安 二 


安元 二 卜 

推 定 


仁 安三 以 

後 治 承 四 

以前 


一"  二三 八 

寄こお 葉 ー懷舊 とい ふこと を、 法 金剛 院 にて よみけ るに 

いにしへ を戀 ふる 淚の 色に 似て 袂に 散る はもみ ぢ なりけ り 

.1 ハ波羅 太 政 入道、 持 經者千 人 あつめて、 津國和 田と 申 

す 所に て、 供養 侍りけ るし やがて、 その 序に、 萬燈會 

しけり。 夜更る ま. -に燈 の 消えけ る を、 おのく とも 

しつぎけ る を 見て 

消えぬ ベ き 法の 光のと もし. K を か.^ ぐる 和 田の 岬な りけ り 

前 大^正 慈鐄、 無 動 寺に 住ミ 侍りけ るに、 申 遣し ける 

いと どい かに 山 を 出で じと おも ふらん 心の 月を獨 すまして (ィ S 

返 し  慈 鎮 

うきみ こそな ほ 山陰に しづめ ども 心に うかぶ 月 をみ 4,j ば^ 

高 倉 院の御 時、 傳へ 奏せ さする 事 侍りけ るに、 かき そ 

へ て 侍りけ る 

跡と めて 古き を 慕 ふ 世なら なむ 今 も あり へ ば 昔なる べし (新 勃 > 


安元 二 七 

六^ 上皇 


高 倉 院の時 (新 勃) 

たのもしな 君々 にます をり にあ ひて 心の 色 を 筆に そめつ る (ィ) 

治 承 二  常よりも 道た どらる >- ほどに、 雪 ふか k りけ る 比、 高 

野へ まゐ ると 聞きて、 中宮 大 夫の もとより、 いっかみ 

や こへ は いづべき、 か- -る 雪に はいかに と 申したり け 

れば、 返り ごとに 

雪 分けて 深き 山路に a りなば 年 かへ りて や 君に あ ふべき 

. か へし  時忠卿 

分けて ゆく 山路の 雪 は 深く ともとく 立 還れ 年に たぐへ て 

山 ごもり して 侍りけ るに、 年 を こめて 春に なりぬ と 聞 

きけ るから に、 霞 わたりて 山河の 昔日 ごろに も 似ず 聞 

えければ 

かすめ ども 年の 內とは 分かぬ まに 春を吿 ぐなる 山川の 水 

仏 承 I  兄の 入道 想 空 はかなく なりけ る を、 と は ざり ければ、  治き 1 一七 

お 後  いひつ か はしける  寂 然  平 *盛薨 

}SI 行 傳關 係歌抄  ニー 一一 九 


5 


行  二 四 o 

と へ かしな 別の 袖に 露し げきよ もぎが もとの 心細 さ を 

待ちわびぬ 後れ 先 だ つ 哀れ を も 君な らで さは 誰かと ふ ベ き 

別れに し 人の ふた.^ び 跡 を 見ば 怨み やせ まし 訪 はぬ 心 を 

いかが せん 跡の 哀れ はとはす とも 別れし 人の 行方 尋ねよ 

中々 に訪 はぬ は 深き 方 も あらん 心淺 くも うらみつ るかな 

かへ し 

分け入りて 蓬が 露 を こぼさ じと 思 ふ も 人 を と ふ に あらす や 

よそに 田 4 ふ 別なら ねば 誰 を か は 身より 外に はと ふべ かりけ る 

へ だてな き 法の 言葉に たよりえ て 蓮の 露に あはれ かくらん 

亡き人 を 忍ぶ 思の 慰まば 跡 を もちた びと ひこ そ はせ め 

御 法 をば 詞 なけれ ど說く ときけば 深き 哀れ はい はで こそ 思へ 

是は 具して つか はしける 

露 ふかき 野べ になり ゆく 古里 は 田 4 ひやる にも： し をれ けり 


治 承 四 卜 

推 定 


治 承四ト 

推 定 


ゆかりに つけて、 物 を 思 ひける 人の もとより、 など か 

間 は ざらん とうらみ つか はしたり ける、 返事に 

哀れと も 心に 思 ふ 程ば かりい はれぬべく ばと ひも こそせ め 

寂 蓮、 人々 す- < めて 百 首の 歌よ ませ 侍りけ るに、 いな 

び 侍りて 熊 野に まう でけ る 道に、 なに 事 もお と 

ろへ 行け ど、 此 みちこ そ 世の すゑに か はらぬ 物 は あれ、 

なほこの 歌よ むべき よし、 別當湛 快、 三位 俊 成に 申す 

と 見 侍りて、 おどろきながら 此歌 をい そぎよ み 出して 

つか はしける おくに、， かき 付け 侍りけ る 

すゑの 世に この 情の みか はらす と 見し 夢な くばよ そに 聞か まし (ィ 追) 

新宫 より 伊せ の 方へ まかりけ るに みきし まに ふれの 沙 

汰 しける 浦人の、 黑き髮 は 一筋 もなかり ける をよ びよ 

せて 


としへ たる 浦の 海士人 ことと はん 浪を 潜き て 幾 世す ぎに き 

黑髪は 過ぐ ると みえし 白波 を 潜ぎ はてた る 身に ぞ 知る 海士 

高 野の 山 を 住みう かれて 後、 伊勢の 國 二見の 浦の 山寺 

西 行傳關 係歌抄  二  一 


西 


e  二  BI  二 

に 侍りけ るに、 大神宮の御山をば神^^山と申す。 大 B 

如来の 御 垂鉢を 思 ひて よみ it^ りけ る 

深く いりて 神 路の奧 を たづ ぬれば また 上 もな き 峯 の 松風 (g 下 it 

伊勢大神宮 にて 

宮柱 下つ 岩ね にしきた て &露 もく もらぬ 日の 御影 哉 

神路 山に て 

神 路山月 さやかな るち かひ ありて 天の下 をば てらすな りけ り 

二見の 浦に て、 月の さやかな りけ るに 

おも ひき や ふた 見の うらの 月 をみ て明暮 袖に 浪 かけんと は 

御 裳 濯 川の ほとりに て 

岩戶 あけし あまつみことの その かみに 櫻 を 誰か 植ゑ 始め けん 

内宮の かたはらなる 山陰に、 庵 むすびて 侍け る 頃 

此所 もまた 都の たつみし かぞ すむ 山 こそ か はれ 名 は{ 千 治の 里 

里の 宮 にて 


翠木擧 八 兵 源 即^ 治 
兵 君 兵源遷 、賴位 t 達 承 - 
義 、頼 都 六 政 、天 四 
仲 九 朝 、福 舉五皇 四 


この 春 は 花 を をし までよ そな らん 心 を 風の 宮に まかせて 

月よ みのみ やにて 

梢 みれば 秋に か はらぬ 名な りけ り 花 おもしろき 月よ みの 宮 

櫻の、 御 まべ にち りつ もり、 風に たよる V を 

神風に 心 やすく ぞ まかせつ る 櫻の 宮の 花の さかり を 

かみ 路山 みしめ にこむ る 花 ざ かりこ はいかば かり うれし からまし 

斩 勢の、 月よ みの 社に 参りて、 月 をみ てよ める 

さやかなる 鷲の たかねの 雲居より 影 や はらぐ る 月よ みの 森 

治 承 四  福 原べ 都う つりあり ときこえ L 頃、 # 勢 こ \」 月つ 歌 t 

み 侍りし に 

雲のう へ や ふるき 都に 成りに けりす むらん 月の 影 はか はらで (ィ) 

ふるさと のこ k ろ を 

露し げく あさお しげれる 野と 成りて ありし 都 は 見し 心地せ ぬ (ィ) 


二  ^高 s 
淸 御倉 和 
盛 、上 元 

葺閏皇 正 


0  行  二  gls! 

伊勢のに しふく 山と 申と ころに 侍りけ るに、 庵の 梅 かう 

ばし く  ひける を 

柴の 庵に よるよ る 梅の 匂 ひ來て やさしき 方 も ある 住居 かな 

伊勢に まかりた りけ るに みつと 申す ところに て 海邊の 

春の 暮 とい ふこと を 神主 どもよ みける に 

すぐる 春 潮の みつより 船出して 波の 花 を や 先にた つらん 

郭 公 

聞かす ともこ 」 を瀨 にせん 時鳥 山 田の 原の 杉の 村立 (ィ) 

^jjf  ；  花^ 十 首 人々 よみけ るに ( 一 首 缺ク) 

S のな くねに 舂 を つげられて 楼の枝 やめぐ み 初む らん (^下れ) 

霞し く吉 野の 里に すむ 人 は嶺の 花に や 心 かくらん 

花よ り は 命をぞ なほ 惜む ベ き 待ち つくべし と 田 4 ひや はせ し 

春 ごとの 花に 心 を 慰めて 六十路 あまりの 年 を. へ にけ る 

一 時に 遲れ さきだつ こと もな くよ ごとに 花の 盛りなる かな 


ル俊進 千 毒 

成 ノ载永 
二院 集 二 
下 宣撰ニ 


盛りなる こ の 山 櫻お も ひお きて いづち 心の 叉う かるらん 

吉野山 雲と 見えつ る 花 なれば 散る も 雪に はまが ふなり けり 

水上に 花の 夕立 ふりに けり 吉 野の 川の 波の まされる 

山人に 花 さきぬ やと 尋 ぬればい さ 白雲と 答へ てぞ 行く 

壽 永 二  左 京大 夫 俊 成、 うた あっ^らる と 聞きて、 敬つ か は 

すと て 

花なら ぬ 言の葉 なれ どお のづ から 色 もや あると 君 拾 はなん 

かへ し  俊  成 

世 を 捨て.. - 入りに し 道の 言の葉 ぞ哀も 深き 色 はみ えけ る 

伊勢より、 こが ひ を ひろ ひて 箱に 入れて、 包み こめて 

皇太后 宮大 夫の つぼねへ つか はすと て、 かき 付 侍け る 

浦 島 かこ は 何ものと 人と はば あけて かひ ある 箱と こたへ よ (ィ) 

壽 永 二  公卿 勅使に 通 親の 宰相の た- -れ ける を、 五十鈴の ほと  壽永 二八 

りに てよ みける  皇即拉 

is: 行傳關 係歜抄  二 


西  行  一 IE 六 

いかばかり 涼し かるらん つかへ きて 御 裳 濯 川 を 渡る 心 は (u^ ハ) 

とく ゆきて 神風 めぐむみ 扉 ひらけ 天の 御影に *1 を 照らしつ.. 

おなじ 折節の 欺に  ， 

神風に しきまく 四手の 靡く か， な 千木 高 知りて とり をさむべ し 

. 千木 高く 神 漏 伎の 宮 ふきに けり 杉の もと 木 を 生き 剝ぎ にして 

世の中 を 天の 御影の うちにな せ あら あみて 八 百合の 神 

今 もされな 昔の こ と を 問 ひて まし 豐蘆 原の 岩根 このた ち 

I 縣聽ま  世の中に 武者お こりて、 にし ひんが し 北 南、 いくさな 

マ デノ間  らぬ ところな し。 打ち 續き 人の 死ぬ る數 きく 夥し 0 ま 

ことと も 畳えぬ ほどな り 0 こ は 何事の 爭ひぞ や、 あは 

れ なることの 樣 かなと おぼえて 

死 手の 山 こ ゆる 絕間は あら じかし 亡くなる 人の 數っ にきつ &  (キ) 

武者の 限り 群れて、 死 手の 山 こ ゆらん、 山 だち と 申す 

恐れ は あら じかし と、 此 世なら ば輯 もしく や 0 宇治の 


いくさ かとよ、 馬 筏と かやに て、 渡りたり けりと 聞え 

しこと、 おも ひ 出られて 

沈むな る 死 乎の 山川み なぎり てうまい か だ もや かな はざる らん (キ 

上 西 門院に て 若き 殿上の 人々、 兵衞の 局に あ ひ 申して、 

武者の ことに まぎれて 歌お も ひ ar つる 人な しとて、 月 

の 頃、 歌よ み 連歌つ ^ けなむ どせられ ける に、 武者の 

こといで きたりけ るつ V きの 連歌に、 

いくさ を 照らす 弓 張の 月 (キ) 

伊勢に 人の まう できて、 か- -る 連歌 こそ 兵衞 殿の 局せ 

られ たりし か、 云 ひす さみて 附 くる 人な かりき、 と 語 

りけ る をき k て 

心き る 手なる 氷の 影の みか 

申すべく もな きこと なれ ども、 いくさの 折の つ i:< きな 

れば とて かく 申す ほどに、 兵 衞の局 武者の をり ふし 失 

せられに けり。 契りた まひし こと ありし もの をと- • あ 

はれに おぼえて 

西 行傳關 係歜抄  二  g-.,,. 


元 曆元ノ 

頃ト 推定 


浦 三屋文 
二 平 島 治 
亡 氏戰元 

ブ: S  、二 


S  1"  二  w 八 

さきだた ば しるべせ よと ぞ 契りし に 遲れて a ふ あとの 哀れ さ (キ) 

佛舍 利お はします、 我 さきだた ば迎へ 奉れと、 契られ 

けり 

なきあとの 重き 形見に わかち 置きし 名 殘の末 を また 傳へ け り (キ) 

元 曆 元  木 曾と 串す K 者 死に 侍りに けりな  お I 一 I 蘇 

木 會人は 海の いかり を靜 めかね て 死 手の 山に も 入りに ける. な 

文 治 元  八 島內府 がま つらに むか へられて、 京へ 又お くられ 給 

ひけり 0 武士の、 母の こと はさる こと. にて、 右 衞門督 

のこと をお も ふに ぞ とて、 なき， 給. ひける と 聞きて 

夜の 鶴の 都のう ち を 出で であれな このお も ひに はま ど は ざら まし (ィ) 

文治 元ト  伊勢に て 菩提 山上 人、 對月 懐し 侍りし に 

推 定 

めぐりあ はで 雲の よそに はなり ぬと も 月に 成り 行く むつび 忘るな 7) 

治 承四以  伊勢に 齋王 おはし まさで 年へ にけ り齋宮 木立ば かりさ 

治 三  りと みえて、 築 垣 も なきやう になり たりけ る を 見て 

いっか 叉齋の i.- のい つかれて 注 連の み 內に塵 を はら はん 


五條 三位 入道の もとへ、 いせより はま ゆ ふっか はしけ 

るに 

濱 木綿に 君が 千歲 のか さなれば 世に 絕ゅ まじき わかの 浦波 へキ) 

かへ し  釋阿 

濱 木綿に かさなる 歲ぞ あはれ なる 和歌の 浦波 世に 絕 えす とも (キ > 

いせに て、 神主， 良が もとより、 二月 十五 日の 夜 曇り 

たりければ、 まう し 送りけ る . 氏. 良 

今脊 しも 月の かくる、 浮 雲 や 昔の 空の けぶりな るら む (キ) 

かへ し 

かすみに し 鶴の 林 はな ごり まて 桂の かげ もく もる と を 知れ ？) 

伊勢 ノ歌 . 修行して 伊勢に まかりた りけ るに、 月の 比、 都お も ひ 

"  出 でられて よみけ る 

都に も 旅なる 月の 影 を こそお なじ 雲井の 空に みるら め 

伊勢の いその へち の 錦の 島に 機 曲の 紅葉の ちりけ る を 

見て 

西 It 傳覼 係歡抄  二 51 九 


文 

治 


&  二 五 〇 

浪 にしく 杠 葉の いろ を あら ふ 故に 錦の しまと いふ にゃある らん 

大神宮 御祭 日に よめる 

何事のお はします をば しらね ども かたじけな さの なみだ こぼる 乂  (丄 

伊勢に て 

流た えぬ 浪 にや 世 をば 治む らん 神風 涼し 御 裳 濯の 川 7) 

伊勢に まかりた りけ るに 、大神宮に まゐ りて、 よみけ る 

榊 葉に 心 を かけん 木綿 四手のお も へ ば 祌も佛 なりけ り 

海上 明月 をい せに てよ みける に 

月 やどる 波の かひに はよ るぞ なき 明けて 一 一見 を 見る、 い 池して (キ) 

よろ づ の ことよみ ける 歌に 

逆栲 おす 立 石 崎の 白 被は惡 しき 潮に も か.. りたる かな (キ) 

りす 名 をす でかになる.. -山贼 はき こえ 高き もとり どころ かな (キ) 

あづまの かたへ、 あ ひしり たる 人の もとへ まかり 于る 


に、 さやの 中 山 見し ことの、 昔に なりたり ける、 思 出 

られて 

年た けて 又 こ ゆべ しと 思 ひき や 命な りけ りさ やの 中 山 7) 

する がの 國 くの - 山寺に て 月 を 見て よみけ る 

淚 のみ 搔き 暮らさる k 旅 なれ やさ やかに 見よ と 月 はすめ ども 

.  東國 修行のと き、 ある 山寺に しばらく 侍て 

. 山た かみ 岩ね をし むる 柴の戶 にしば しも さらば 世 をの がれば や V ィき 

名所の 月と いふ 事 を 

淸見 がた 沖の 岩 こす しら 波に ひかり を 交す 秋の 夜の 月 

あづまの 方へ 修行し はべりけ るに ふじの 山 をよ める 

(新 古今) 

風に なびく 富士の 煙の 空に きえて 行へ も 知らぬ 我 思 ひかな (ィ) 

相模 の國碟 上が 原に て 

しか まづの 葛の しげみに 妻 こめて 硬 上が 原に 雄 鹿 鳴くな り (ィ 追) 

西 &傳關 係歜抄  1,」， 


©  行  .  二 五 二 

下野、 武藏 のさ かひ 川に、 舟 わたり をし ける に、 霧 ふ 

か  >- りければ 

霧 ふかきけ ふの わたりの わたし 守 岸の 舟つ き&ひ さだめよ 7 

下野 國 にて、 柴 のけぶ り を 見て よみけ る 

都ち かき 小 野大原 をお も ひ いづる 柴の堙 の あはれ なる かな 

さきに 入りて 信 夫と 申す 渡り、 あらぬ 世の ことに 覺ぇ 

て あはれ なり。 都 出し 日數 おも ひつ V けければ、 霞と . 

共に と 侍る ことの 跡た どるまで 來 にけ る。 心 ひとつに 

恩 知られて よみけ る 

都 出で て 逢坂 こえし 折りまで はこ k ろかす めし 白 河の 關 

題 しらず 

東 路ゃ信 夫の 里に やすら ひて 勿 來の關 を こえ ぞゎづ らふ 

あづまへ まかりけ るに、 忍の 臭に 侍け る 社の もみ ぢを 

ときはなる 松の みどり も祌 さびて 紅葉 ぞ秋は 朱の 玉垣 


ス りたる 棚 橋 を 紅葉の うづみ たりけ る o 渡りに く  k て 

やすら はれて、 人に 尋ねければ おも はくの 橋と 申す は 

これな りと 申しけ る を 聞きて 

踏ま k うき 紅葉の 錦 ちりしきて 人 も 通 はぬ おも はくの^ 

しのぶの 里より おくに 二日ば かりい りて あり 

武隈の 松 は 昔に なりたり けれども、 跡 を だに とて、 見 

に まかりて よみけ る 

枯れに ける 松な き 宿の 武隈は 見き と 云 ひても かひな からまし 

名 取 河 を 渡りけ るに、 きしの 紅葉の かげ を 見て 

名 取 川き しの 紅葉のう つるかげ は 同じ 錦 を 底に さへ 敷く 

みちの 國に まかりた りけ るに、 野中に 常よりも とお ま 

しき 塚の 見えけ る を、 人に とひければ、 中 將の御 墓と 

申す はこれ が ことなり、 と 申しければ、 中 將とは 誰が 

こと ぞと 又と ひければ、 實 方の 御 事な りと 申しけ る、 

, と 力なし かりけ る 0 さらぬ だに 物哀に おぼえけ るこヽ 

霜枯 のす 乂きほ のん \ 見え 渡りて、 後に かたらん 詞な 

西 行傳關 係歌抄 

二 五三 


西 


行  二 五 四 

き やうに おぼえて 

朽ち もせぬ 其 名ば かり をと どめお きて 枯 野の 薄 形見に ぞ 見る 

十月 十二 日、 平 泉に まかりつ きたりけ るに、 雪 ふり 嵐 

はげしく 事の 外 あれたり けり 0 いつしか 衣河み まほし 

くて、 まかりむ かひて 見け り。 河の 岸に つきて 衣河の 

城し ま はした る 事柄、 やう か はりて 物 を 見る 心ち しけ 

り 0 汀 こほりて 取 分けさび ければ 

とり わきて 心 もしみ て さ えぞ 渡る 衣河み にきた る 今日し も 

奈 良の：！？、 とがの ことによ りて、 あまた 陸奧國 へつ か 

はされ しに、 巾 尊と 申 所に まかり ありて、 都の 物語す 

れば： お をな がす、 いと 哀 なり 0 か- -る こと はかた きこ 

となり、 命が あらば 物が たりに もせん と 申して、 遠國 

1^ 懐と 申 こと をよ み 侍りし に 

淚をば 衣川に ぞ ながしつ るふる きみや こ をお も ひ 出で つ (丄 

陸 奥！： にて としのくれに よめる 

^よりも、 い 細く ぞぉも ほ ゆる 旅の空に て 年の * れ ぬる 


文 治 三 


文 治 三 


みちの くにに、 平 泉に 向 ひて 束稻と 申す 山の^る に、 

異木 は少き やう^ さくらの かぎり 見えて、 花の さきた 

る を 見て よめる 

き. - もせす た わしね 山の 櫻花吉 野の ほかに 新るべし と は 

奧に なほ 人 見ぬ 花の ちらぬ あれ や 尋ね を 入らん 山 郭公 

又の 年の 三月に、 出羽國 にこえ て、 瀧の 山 A>. &す 山寺 

に 侍け る。 櫻の 常よりも 薄紅の 色 こき， 花に てなみた て 

りけ る を、 寺の 人々 も 見 興じければ 

たぐ ひなき 思 ひいで はの 櫻 かな 薄紅の 花のに ほひ は 

おなじ 旅に て 

風 あらき 柴の t 奄は 常よりも 寢覺 めぞ物 はかなし かりけ る 

遠く 修行し 侍け るに きさが たと 申 所に て 

松 島 や 雄 島の 磯 も 何なら すた 2^ 象 潟の 秋の 夜の 月 (ィ 追) 

かきつけて 遣 はしける 欺 合の はしに 聖人 かきつけ たる 

歌 (長 秋 詠 藻) 


文治 二三 

ノ 交義經 

秀衡 二 投 

ズ 


文治 三 九 

千載 集奏 

覽 

文治 三十 

秀衡卒 


西 It 傳關 係歌抄 


二 五 五 


西  It  二 五六 

藤浪を 御 裳 濯 川に せき 入れて 百 枝の 松に かけよと ぞぉも ふ S) 

退 事に^ 合のお く に 書 き つ け け る (長 詠 藻) 

.  俊  成 

藤浪 もみ もすそ 川の 末 なれば 下 枝 も かけよ 松の 百 枝に s、 

又お くの 馱 (長お 詠 藻) 

契りお きし 契の 上に そへ おかむ 和歌の 浦 わの あまの もし ほ 木 (5 

この 道の 悟りが たきを a,- ふに も 蓮 開け ば ま づ 尋 ね rt よ (£ 

か へ しニ首後日にぉくる (長*-,^30  西  行 

和歌の 浦に しほ 木 かさ な 5 " 契 り を ばかけ る 焚 物 あとに てぞ しる S ) 

さ と り えて 心の 花の 開け なば 尋ねぬ さきに fe ぞそむ ベ き £) 

晚年作  嵯 蛾に 住みけ るに、 たはぶ れ默 とて 人々 よみけ る を 

うな ゐ兒 がす さみに 鳴らす 麥笛 のこ ゑに 驚く W の晝臥 s.^^ 

. 昔かない りこ かけと かせし こ とよ あこめ の 袖に 玉櫸 して 

:tl- &杖 にも 今日はた のむ かたわら は 遊び を 思 ひいでつ 


t 力し せし 隱れ 遊びに なりな ば や 片隅 ごとに 寄り 伏せりつつ 

篠 ためて 雀 弓 張る 男の わら は 額 烏 精子の ほしげ なる かな 

我 も さぞ 庭の 眞 砂の 土 あそび さてお ひたて る 身に こそ 有り けれ 

高 尾 寺 あはれ なりけ るつ とめ かな やすら ひ 花と 鼓う つなり 

いたき かな 菖蒲 かぶりの 茅卷馬 はうな ゐ わら はの しわざと おぼえて 

入相のお とのみ ならす 山寺 は 書よ むこ ゑ も あはれ なりけ り 

戀 ひしき を 戯れられ しその かみの いわけな かりし 折. の 心 は 

いしな この 玉の 落ちく る ほどな きに 過ぐ る 月日 は 變りゃ はする 

いま ゆら もさて こか.. れる いさ.. めの いさ 叉 知らす こ ひさめの よ，^ 

ぬな はは ふ 池に 沈める 立 石の たてた る こ ともなき みぎ はなる 

0  0  0  0  0  0 

g 年作ト  地獄 簀を 見て 

(廿七 首 アル モ、 最初 ノー 首 ノ、、 、拔 ク、 聞書菓 参照 ノコ 卜) 

見る も 憂し いかに かすべき 我心 かかる 報いの 罪 や ありけ る 

西 行 傳關係 歌抄.  二 五 七 


西 

文治 四/ 

頃 卜 推定 


文治 四 又 

五ト 推定 


文治 五 


0  二 五八 

花の^ あまた 詠みけ るに 

願 はく は 花の もとにて 舂 死なむ その きさらぎの 望月の 頃 

題 しらず 

山 ふかく さ こそ 心 はかよ ふと もす まで 哀れ は 知らむ 物 か は 

西 行 上人み もすその 欺 合と 申して 判すべき よし 申しし 

をい ふかひな く 若 かりし 時に てた び < か へさ ひ 申し 

し を あながちに 申し をし ふる 故 侍りし かば 書きつ けて 

遣 はすと て  定  家 

山水の 深 かれ とても かき やらす 君が 契 をむ すぶ ばかり ぞ (gs^lg) 

かへ し  西  行 • 

結び 流す 末に 心 をた た ふれば 深く み ゆる を 山川の 水 

又 

神路 やま 松の 棺に かかる 藤の 花の 榮ぇを a ひこ そやれ 

又 かへ し  定  家 


文治 五 SS 

四 義經死 

文治 五 七 

上 西 門院 

崩御 


神路 やま 君が 心の 色 をみ む 下葉の 藤の 花し 開けば 

と 申し送りし 頃少將 になり て あくる 年 涵 ま 思 ふ 故 あり 

て 望み 申さ ざり し 四 位に して 侍りき 

宮川敬 合のお くに  定  家 

君 はまつ 憂世の 夢 はさめぬ とも 月と 花と を 眺めお かなむ (宫) 

かへ し  西  行 

. 春秋 を 君お も ひ 出でば われ はまた 月と 花と を 眺めお かなむ へ官) 

作 年 未 勘 ノ歌ド モノ 中 一 一 


鎮 ザ 奸. 將！ 1^. ォ 

仁ノ  ：！； 孫 坂 R 

判官^ 藤^ 明 

ノ孫 二 テヽ 西 

疔トハ 義理 ノ 

再 從兄弟 


人々 まう で來 て、 山里 戀 とい ふこと を f§l」！il^f^$M 


よみけ るに. 

(竹 柏 園 本)： 


筧 にも 君が つら.^ やむ すぶ らん 心細く もた えぬな るかな 

阿 闍梨朥 命、 千 人 あつめて 法 華 輕結緣 させ け るに まゐ 

りて、 又の日つ か はしける 


つらなりし 昔に 露 も か はら じと 思 ひ しられし 法の 庭 かな 


ガヲ « 法人 s 

S 揮^ 然カ J>§ 

ラま 7t ノ  eg 
ク ト集 さ， 25 な 
別セコ 子. ひ 3 
SI ル レ "'ハー 


素 名^ マ 

基、 

® 成ノ  ii- 兄； 


久元生 

レ歿年 KSP ナ 

ル モ長壽 


行  二 六 0 

人に か はりて、 これ もっか はしける 

古 へ にもれ けんことの 悲し さは 昨日の 庭に 心 ゆきに き 

^  良 かもと にて、 後 Isu 蓮 

^  0 合て、 fJR し 侍.. -に (ィ) 

何事に とまる 心の ありければ 更にし もまた 世の いと はしき 

俊 惠天王 寺に こもりて、 ひと <,\ ぐして 住吉に まゐり 

て馱 よみけ るに ぐして 

住吉の 松が 根 あら ふ 波のお と を 梢に かくる 沖津 白浪 

西 ズィ) 

忍 西 入道 西 山の ふもとに 住みけ るに、 秋の 花い かにお 

もしろ からん と ゆかしう と 申しつ か はしける 返リ 事に、 

いろいろの 花 を 折り あつめて S3 化 S お と？ 、被 11^ お^ 折 

9  忍 西 

鹿の ね や 心ならねば 止る らん さらで は 野べ をみ なみす るかな 

かへ し  . 

鹿の 立つ 野べ の 錦の きりはし は 殘り多 かる、 い 地 こそ すれ 


公 衡ノ事 

ナ ラント 

尾 山氏ィ 

フ 


肚に 仕へ ぬべき やうなる ゆかり あまた ありけ る 人の、 

さもな かりけ る 事 をお も ひて、 淸 水に 年 越 t/_ 籠りたり 

ける に、 つか はしける  ， 

この 春 は 枝々 ごとに 榮ゅ べし 枯れた る 木 だに 花 はさく めり 

是 もぐして 

あはれ びの 深き ちか ひに 賴 もしき 淸き 流の S くまれつ、 

i にっか ふべ かりけ る 人の、 こもり ゐ たりけ る もとへ 

つか はしける 

世の中に すまぬ もよ しゃ 秋の 月 濁れる 水の 湛ふ 盛りに 

鹽 湯に まゐ りたり ける に、 俱 したりけ る 人 九月 晦日に 

さきへ 上りければ、 つか はしける 人に か はりて 

秋 はくれ 君 は 都へ 上りな ば あはれ なるべき 旅の空 かな 

かへ. し  大宮の 女房 加 S 

君 をお きて 立ち いづる 空の 露け さは 秋 さへ くる、 旅の 悲し さ 

西 行傳闢 係歌抄  二 六 一 


西 二 。一 

福^"! «f  しほ 湯いで て 都へ 歸り まう で來 て、 故 §^ の 花霜枯 にけ 

力  る あはれ なりけ り 0 いそぎ 歸 りし 人の 許へ 又 か はりて 

露お きし 庭の 小 萩 も かれに けり いづち 都 に 秋と まるらん 

力へ し  おなじ 人 

した ふ 秋 は 露 もとまらぬ 都へ と. などて 急ぎし 舟 出なる らん 

i お 頭に 侍りけ る ものに、 ある 所の はした もの 物申し 

けり 0 いとお もふ樣 にもな かりければ、 六月 晦日に、 

つか はしける に、 か はりて 

我が 爲 につら き 心 を 水無月の 手づ から やがて 祓ひ 捨てなん 

天 王 寺に まゐ りけ るに、 雨の ふりければ、 江 口と 申す 

所に 宿 を かりけ るに、 かさ V りければ 

世の中 をい とふまで こそ かたから めかり の 宿り を 惜む君 かな 

返し  遂女 たへ (ィ) 

家 を 出づる 人と し M けば 假の 宿に 心と むな と 思 ふば かり ぞ 


かく 申して やどしたり けり (ィ) 


待 宵 小 侍 

從 ノコ ト 


西 行 西 住 

理性 院ノ 

法 脈ヲ傳 

フ 


0  0 


院の 小侍從 例なら ぬ こと 大事に ふし 沈みて、 とし 月へ 

にけ りと 聞きて とぶら ひに まかりた りけ るに、 此 ほど 

少しよ ろしき 由 申して、 人に も 聞かせぬ 和 琴の 手 ひき 

ならしけ る を 聞きて 

琴の ねに 淚をそ へ てながす 加な 絕ぇ なまし かばと 思 ふ あはれ に 

かへ I  小侍從 

賴 むべき こ ともなき み を 今日まで も 何に 懸れる 玉の緒な らん 

酸 醐に東 安寺と 申して 理性 房の 法眼の 房に まかりたり 

ける に、 遽に 例なら ぬ こと ありて 大事な りければ、 同 

行に 侍りけ る 上人 達まで 來ぁ ひたりけ るに、 雪の 深く 

降りたり ける をみ て、 心に おも ふこと ありて よみけ る 

賴 もしな 雪 をみ る こそ 知られぬ る 積る おも ひの ふりに けりと は (キ) 

かへ し  西 住 上人 

さぞな 君 こ」 ろの 月 をみ がくに は數々 四方に 雪ぞ しきけ る (キ ) 

傳關 係默抄  二 六 三 


資ノ' w 

n  二 中， 
膝 突 
？ I 女 、n お 
好 房 03 & 

大 上?？ 基 家 


北 白 河の もといへの 三位の 許に、 行 蓮 法 S にあ ひて ま 

かりたり ける に、 心に か な はざる 戀と いふ こ と を 人 々 

よみけ るに、 まかり あ ひて 

物 ひて 結ぶ たす きのお ひめより ほどけ やすなる 君なら なくに 

秋 物へ まかりけ る 道に て S (ィ) 琴し-つす (•i- 古) 

心なき 身に も あはれ は 知られけ り 鳴た っ澤の 秋の 夕 ぐれ 

傳 記上ノ 暗示 ヲ含ミ 、又 ハ參考 トナ〃 べキ 歌ドモ 

はるかなる 所に こもりて 都な りけ る 人の もとへ 月の こ 

ろつ か はしける 放に まかりて (ィ) 

月の みやう はの 空なる 形見に て 田 」 ひも 出でば、.： J 通に し 

修行して とほく まかりけ る をり、 人の &) ひへ だてた る 

やうなる ことの 侍りければ 

よし さらば 幾重 ともなく 山越えて 纏 も 人に 隔てられなん 

はかなくな りて 年へ にけ る 人の ふみを、 物の 中より 見 


as て、 むすめに t: りけ る 人の 許へ みせに つか はすと て 

淚を やしの ばん 人 はなが すべき あはれ に 見 ゆる 水 室の あと 

ゆかり ありけ る 人 はかなく なりに ける、 とかくの わざ 

に 為 部 山 へ まかりて か へ りに 

かぎりなく 悲し かりけ り 鳥べ 山な きを 送りて か へ る 心 は 

八月つ きの 比 夜 ふけて 北 白 川へ まかりけ り。 よしある 

樣 なる 家の 侍りけ るに、 琴のお とのし ければ、 立 どま 

りてき k けり。 折哀に 秋風 樂と 申す がくな りけ り。 庭 

をみ いれければ、 淺ぢの 露に 月の やどれる けしき あは 

れ なり。 垣に そ ひたる 荻の かぜ 身に しむらん とおぼえ 

て、 申入れ てと ほりたり 

秋風の 殊に 身に しむ 今宵 かな 月 さへ すめる 宿の 景色に 

とし 比、 申し なれたり ける 人に、 とほく 修行す るよ し 

申して まかりた りけ るに、 名殘ぉ ほくて 立ちけ るに、 

お葉の したりけ る を 見せ まほし くて 侍り つ るか ひなく 

いかにと 由-しければ、 木の下に 立ちより てよ みける 

sit 傳爾^^^^！^抄  二 六 五 


s 


&  二 六 六 

心 をば 深き 紅葉の 色に 染めて 別れて 行く や 散る に.^ H やらん 

年 比 申された る 人の 伏 見に 住む と 聞て 尋ね まかりた り 

ける に、 庭の 道 も 見えす しげりて 蟲 鳴きければ 

昔 申 なれたり し 入の * のが h て 後、 伏 見に すみ 侍し *f -、  ^てま かりて、 庭の 

簟ふ か、 り，) を cf-, 人て 侍しに、 s のこ ゑみ はれに て (ィ) 

分けて 入る 袖に 哀を かけよと て 露け き 庭に 蟲さ へ ぞ. なく 

ある 人世 をの がれて、 北山 寺に こもり ゐた りと 聞きて 

尋ね まかりけ るに、 月 あか k りければ 

世 を 捨て 、ズ 合ぞ こに 住む 人 見よ と嶺の 木の ま を いづる 月 かげ 

人 を 尋ねて、 小 野に まかりけ るに、 鹿の 鳴ければ 

鹿の ね を 聞く につけても 住む 人の 心しら る k 小 野の 山里 

東 山に 淸水 谷と まう す 山寺に、 世 遣れて 籠り ゐ たりけ 

る 人の、 例なら ぬ こと 大事な りと き-. て、 とぶら ひに 

まかりた りけ るに、 跡の 事な ど 田 ひ 捨てぬ やうに 申し 

置きけ る をき X てよ み i& りけ る 

へたで 露の こと を も 田 ：3 ひ 置かで 草の 庵の 假 初めの 世ぞ (キ) 


かく 申したり ける をき.. て、 何事 も ひ棄 て.. - 終りよ ，； 

く 侍りけ り  1 

故 宅 四 首  題 しらず  ハ 

いその かみ 古き すみかに 分け入れば 庭の 淺 茅に 露ぞ こぼる & 一 

百 首の 歌よ み 侍りけ るに (新 古今)  ^ 

こわ や 見し 昔す みけん 跡な らんよ もぎが 露に 月の やどれる (く 

月す みし 宿 も 昔の 宿なら で 我み も あらぬ 

拔身 なりけ り li  ,1 

庭 (新 古今)  ,  . 

昔 見し 宿の 小 松に 年 ふりて 嵐の 音 を 褙にぞ 聞く  7)  一 

風 ゎづら ひて 山寺へ かへ り 入りけ るに、 . ^々訪 ひて、  丄 

よろしくな りなば 又と 申 侍りけ るに、 おのく 志 を 思  ； 

ひ 知りて  .  ) 

.  一 

さだめな し 風 ゎづら はぬ 折 だに も 又 こん こと を賴 むべき 世に ： 

遠く 修行 乙け るに、 人々 まう できて 餞し ける に、 よみ  一 

西； t 傳關 係歌抄   一 


s  &  二 六 八 

侍りけ る 

たのめお かむ 君 も 心 やなぐ さむと か へ らんこと はいつ とた けれど 

相 知りたり ける 人の、 みちの くにへ まかりけ るに、 別  (ィ) 

のうた よむ とて 

君い なば 月 待つ とても 眺め やらん 吾妻の 方の 夕 * の 空 

年頃き k 渡りけ る 人に、 初て 對面 申して かへ る 朝に 

別る ともなる- r 思 ひ を 重ね まし 過ぎに し 方の 今脊 なりせば 

0 言 行  無言な りけ る 比 時鳥の 初聲 をき k て 

時鳥 人に 語らぬ 折に しも はつ 音き くこ そ 甲斐. V なかり けれ 

連 作  淺 からず 契り ありけ る 人の みまかりに ける。 あとの 男、 

心の いろか はりて、 昔に も 遠 返る やうに 聞え けり。 古 

里に まかりた りけ るに、 庭の 霜 をみ て 

折りに あへば 人 も 心ぞ變 りけ る枯 る- i に 庭の 萚の みか は (gl キハ) 

あはれ みし 袖の露 をば 結 ひか へ て 霜に しみ ゆく 冬 がれの 野邊 


亡き 跡 を誰訪 ふべ しとお も ひて か 人の 心の 變り ゆく らん 

墓に まかりて 

おも ひいでし 尾 上の 塚の 路絕 えて 松風 かなし 秋の 夕闇 

あさ ぢ 深くな り ゆく あと を 分け いれば 袂こ そま づ露は 散りけ る 

かへ り まう できて、 男の 許へ、 なき かげに も かく やと 

おぼえ 侍りつ ると、 まう しっか はしける 

思 ひ 出で てみ 山お ろしの 悲レさ を 時々 だに も 訪ふ人 もがな 

補 遣 

治 承 四  熊 野に 籠りけ る 頃 正月に 下向す る 人に 

と 推す  . つけて 寂 蓮に 遣し ける 文の 奧に ただ今 

覺 ゆる 事 を 筆に まかす 也と 書きて 

霞し く 熊 野が はら を 見渡せば 波の音 さへ ゆるくな りぬ る (II 法) 

西 行 傳闢 係歌抄  二 六 九 


s 


ー仃  二 七 o 

かへ し  寂  蓮 

霞 さ へ あにれ 重ぬ. るみ 熊 野の 濱ゅ ふぐれ を 思 ひこ そやれ 


本文 中に も 屢述の 如く、 私 は 撰集抄 • 西 行 物語 • 西 行 一 生涯 草紙 其 他 一 切の 

假託書 • 僞 書 • 傳說 • 小 說の類 (約言 すれば 西行說 話なる もの) を 撥 無して 「西 

行」 を 書いた。 此の方 法に 就いては 勿論 異議 を豫 期す る。 說 話の 中には 往々 に 

して 多分の 眞 實を藏 し、 それら を 加味す る 事に よって、 入 間 西 行が 完全に 一； く 

再現す るで はない か、 とい ふ 異議で ある。 それ も 甚だ 尤もな 考へ 方で あらう け 

れ ども、 愚按 によれば、 惜しむ らく は、 鎌 倉 以降 現代に 至る まで、 西 行 說話は 

大抵 善く 利用され やして、 惡く、 又は 誤って 使用され た 場合の 方が 多い。 大日 

本史の 如きに 於いて さへ さう であった。 それで、 淺學の 私 は、 東圃 博士の 敎に 

從ひ、 危 きに 近寄らざる 方法 を 採るべく 決意した 次第で ある。 才分に 自信 ある 


s  0  二 七 二 

人 は、 虎穴に 入って 虎兒を 捕る がよ い。 

小 著 執筆に 當 つて は、 古今 さまぐ G 人々 から 援助 を 蒙った こと、 言 ふ 迄 も 

ない。 就中、 いちじるし きも Q を擧げ て、 謝意 を 表する。 藤 岡東圃 博士の 遺文 

に 就いては、 旣に小 著 G 「序」 に 書いて おいた。 博士 歿後、 學 問の 進 步ゃ 新資 

料 Q 發見 等に よって、 博士 0 西 行 論に 幾何 か Q 誤謬 を 認めねば ならな くな つた 

としても、 それ は 已むを 得ぬ こと だ。 私 は 博士から 直接 敎 へて 戴く 幸福 を 有し 

なかった。 唯一度、 ある 夏、 年少 Q 時、 佐 佐 木 信 綱 大人のお 伴して 大磯 0 海濱 

を步 いて ゐ ると、 行きあった。 大人と 博士と、 暫時 何事 か 立ち話 された。 博士 

は 瘠せて、 小柄で、 色く ろく、 塔  1 衣が け、 村夫子と いった やうな 外見であった 

と おぼろげに 記憶す る。 さう して、 こんな 事 さへ、 今日な つかしい 思 ひ as とな 

つた。 昭和 四 年 三月 信 綱 大人に よって 學界に 紹介され た 聞 書 集、 並に 同 九 年 四 

月、 伊藤嘉夫 氏に よって 發 見され た 聞 書殘集 は、 共に 私共 研究者に 貴重なる 資 


料 を 提供し、 人間 及び 歌人と しての 西 行 を擴大 する 結果と なった。 二つの 發見 

は 劃期的 事實 である。 尾 山 篤ニ郞 氏の 「西 行 法師 全集」 .t<^ 汁 其. ffi の 編著 は、 

西 行と 交涉 あ、 りし 人々、 西行關 係の 地 跡 等を箇 別に 取調べ、 確實 なる 資料 を 整 

備 して 實傳に 着手しょう とする 態度 を 示した。 西 行 研究 上 かやう の 態度 を 執つ 

たの は、 尾 山 氏が 最初 かと 思 ふ。 高 根 政次郞 氏の 「歌人 西 行」 I 和虮 は 尾 山 氏 

と 同樣の 方法 を 採り、 研究 內容が 更に 一層 綿密 精確に なった 觀が ある。 高 根 氏 

は 近頃 死去 せられた 由、 傳聞 する。 惜しむべき 人 を 亡くした。 私の 「西 行」 が 

尾山丄 咼根兩 氏に 負 ふ 所 頗る 多き は、 申す 迄 もない。 又、 まとまった 著述で な 

くと も、 「心の 花」 牧ー .^ に揭 げられ た 伊藤嘉夫 氏の 西 行と 明惠 との 關 係に 就 

いての 文章、 「多 磨」 it^ll に 連載され た 富 倉ニ郞 氏の 大原三 寂の 研究、 「水 

甕」 S 和 1 ナ S に 出た 上田 英夫 氏の 西 行の 淨土的 志向 云々 の 論說等 は、 いづれ も 

私に 有益なる 知識 を與 ベて くれた。 西 行 は 大物で ある。 衆智 を あつめて、 はじ 
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めて 描出し 得る に 庶幾い-つ 

此 〇 小 著、 もとより、 取 立てて 獨 創と 云 ふべき 程の もの を 含まない。 むしろ 

屢々、 未熟の 斷 定を敢 へて した， だ も 知れぬ。 西 行傳記 Q 期 別に 就いては、 數年 

前、 私 は 初期 • 中期 • 末期に 三 大別す る 案 を 考 へた G- であった が、 そ Q 後、 熟 

盧 Q 結果、 五 期 案に 改めた。 出家 直後 は 洛外に 居住した も G と 推定し、 これ を 

第二 期と した 事に 就いては、 異論 も 多 かる 可し と豫 期す る。 第三 • 第 四 0 雨期 

三十 餘年を 高 野中 心に 生活し 仁と する 私案に 對 して は、 一 層 反對 論が 多から う 

と 思 ふ。 高 野 を 中心に して 京都 や 地方に 出掛けた も Q か、 京都 (精し く 云へば 

洛外の 隱棲 地) を 中心に して * 々高 野に 往復した もの か、 實は、 いづれ とも 考 

へられ、 又 いづれ にも m 證は 無い ので ある。 かう いふ 問題に 硏究 した 擧 句の 勘 

で勇斷 する より 他 は 無い。 

將に 校正 を 了らん とする に 際し、 ； i まく 伊藤嘉夫 氏から 速達郵便が 屆けら 


れた。 被いて 見る と、 西 行の 歌 數首發 見 云々 の 報告で、 その 中に、 

ありし 娘の こと 常に 思 ひ 出 でられて 

山 かげの 庵 は 人目ば かりにて け ふ は 心の すまば こそ あらめ 

とい ふ 一首 あり、 さう して 新發 見の 歌の 出典 は いづれ も 竹 柏 園 架 藏七家 和歌 集 

合 綴 本山 家集 云々、 とのこと であった。 これで、 西 行を獨 身と する 愚案 はと ど 

め を 刺された のか も 知れぬ。 但、 伊藤 氏の 擧 げた 竹 柏 園架藏 山家 集なる ものの 

傳來ゃ 價値を 私 は 未だ 承知して ゐ ない。 かう して、 西 行 研究 は 無限に 續く。 
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創 元 選書 〇 刊 行に ついて 


良書 は 永遠の 若さに. 揮き、 萬 人に 必讀 さる 

る こと を 深く 欲する。 如何なる 新しき ものよ 

り も 常に 新しく、 あらゆる 文化の 源泉と なつ 

て盡 くる こと を 知らない。 良書の 普及 こそ は 

身 を 出版に ささげる 者の 片時 も 忘る る こと を 

得ない 責務で ある。 吾人 は絕ぇ やその 點に留 

意し、 あくまで 一公 明なる 手段と 眞摯 なる 努力 

を 以て、 躍進 日本の 要望に 副 ひ、 且 出版 事業 

の眞 使命に 悖ら ざらん こと を 念願と して 來た。 

如上の 徵意 に 基づ き 吾人 は兹 に 『創 元 選書』 

を 刊行 せんとす る。 收 むる 所 は 眞に萬 人の 血 

となり 肉と なる ベ き あらゆる 種類の 良書で あ 


るが、 これが 選擇に は獨自 の 立場から 慎重な 

る 檢討を 重ね、 有名 無名た る を 問 はす、 專ら 

そ の 本質的 價値 にの みよる 可き こと を 主眼と 

した ものである。 しかも 體 裁の 典雅、 印刷の 

鮮明、 製本の 堅牢、 價 格の 低下 等に 細心の 注 

意 を はら ひ、 飽くまで も 世 讀書 子の 共有た 

らんこと を 期した。 吾人 は 本 選書 が 徴カ な が 

らも 民の 敎妻を 高め、 正しき 批判的 精神と 

良心的 行動との 良き 指針の 一 助，. こもな り、 將 

來 日本の 文化 建設の 襟 石と ならん こと を 切望 

して 歡 まぬ。 

昭和 十三 年 十二月 


柳 田 國男著 昔話ぐ」 文 學 2  g  I  J 圓 一一 ナ誠 

本邦 01- 俗 學の泰 やた る 柳 田 先生が、 昔話と 文學 との 間の 未決 着な 問題 を、 鴛 

くべき 豐 富な 資料から 究明し、 わが 民族の 過去に 於け る 精神 生活 を 明瞭に すると 

共 に 言 語 藝銜 と しての 文學 の^ 來を も _ ほ 示 された もの。 

野 上 豊 一郎 著 世 阿 彌 元 淸 2  S 續 ^5• 翻 

世 阿彌の 組織 立てた 薬^ 理論 は 日本の 全ての 藝 術.^ - 現の 原理と して 現代で も 普 

遍 的と 認めら 4^ る。 世 阿彌を 多年 研鑽せ る 野 上 氏の 本書 は、 現在に 於け る 最も 信 

憑すべき 世 阿彌傳 であり、 中世 文化の 一 側面 史 である。 

宇 野 浩ニ著 ゴ 才 ゴ リ？)  簡ト圓 一一 ナ麵 

宇 野 氏 は 多年 ゴォ ゴリに 私淑し、 日本の ゴォゴ リと言 はれ、 その抒情的ォ^；-と 

諷剌的 才能と はゴ ォゴ リを 彷彿させる。 氏 は 不幸な 一 生 を 送った ゴォ ゴリの 人と 

その 作品に 就いて、 前人未踏の 傳記 文學を 打ち 樹 てた。 

撗 光利 二者 家族 會議 2  S  I ト圆？ 舰 

東京と 人阪 との 商人 氣質、 pi 慣、 家法な どの 對立 を韓 とし、 男女 人物の 道義と 

愛情との 衝夹を 健 とした 横 光 氏が 苦心の 小說 であって、 恰も 近 松の 世話物に も 匹 

敵す る 構想の 妙と 文藻の 美 を 心 ゆく まで せる 名篇。 

小 林 秀雄著 文 、 學 ？)  ^  ^  ^ 麵 

批評家と は 言へ .^>林氏は現^^::のどの作家ょりも作家らしぃ活動をしてゐる。 世 

の 俗論に 對 して 痛烈な 批評 を 加へ た 本書 は、 現代 日本の 誠赏な 良心に 與 へる 貴重 

な 警告で あり、 新 文化 ^造の ための よき 靖 であらう。 


錄目刊 旣蓄選 元 割 


^ ク村ス 孝 レれ固 思想の 遍歴？)  S I  ii§ 

現代 英國 作家のう ち 最も^い 對社會 的な 感覺を もって その 行詰りと 頸錢 を 咸 i じ 

てゐる ハク ス レイが、 1^ 性、 一? 一一 想、 歷史、 昔樂、 風俗、 社會 理論、 敎育、 鲤^^、 

心理、 政治、 倫理に 就ても らした 小論 想 を 集む。 

河 上 徹太郞 著 音 樂、 こ 文化 (7)  JJ  I 1^ 

河 上 氏 はわが 樂境 の致侖 的な訣 陷を 指摘し、 良識の 必要 を！^ 力 主張して 敬 まな 

^B§^MS^M^i. この 個性的な I は 1 般 人の 

谷 崎 潤 一郎 著 春 琴 抄 2  g 難 f 十五 賊 

谷- ^ 氏が 齢 漸く 老境に 入る と共に 作風 一 轉期を 劃し、 すぐれた 物語 的 主題と 肉 

感的 1 赏を 含んだ 傑作 を續々 と 世に 示した。 「春 琴抄」 は その 期に 於け る 一 の最 

大 if 作で ある。 氏の 文章 は讀 者な 陶 IK させる であらう。  J 

チェ ー ホフ 著 vk ェ 1 お 7 り ui.* 占 、つ ン定價 1  圓 

神 西 淸譯チ オフの nt-.^ (9)  M  ^  ^ 细 

本書に はチュ ー ホフの 隨感、 作品の 腹案、 スケッチ、 心璺 え、 を 書きと めた 私 

錄と、 彼の 興味 ある 曰 記と を抄錄 す" 發表を 夢にも 豫想 しない もの だけに 却て 怍 

家チ H ホ ー フの 秘密の 句 ひが 高く 且つ 純粹 である。 

フロ オベル 著 ジョ ルジュ • つ ilk*?  ro ン定價 一 圓 二十 錢 

中 村 光夫 譯 サンドへ ジ -fp 稽 (ご 送料 十 -11 

s 匠フロ オベルが、 K 秀作 家ジョ ルジュ • サンドに 宛てた 書簡 を 纏めて ー卷と 

した ものである。 實 生活に 訣別し、 作品の 上で 「自己」 を 生かした フロ オベルの 

文 學截、 人生 截、 《 愛親が 接 如と して 流れて ゐる。 


 _  "\ 
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辰 野 隆： M、i&  d-  Is ェ ，1 レ、 Tsd 定價ー  圓 

お 田 喜 代 治 #璣 ^  I ュ.^  ノ  r し 送料 十 錢 

批評家 ボア ロォ をして 十七 世紀 最高の 詩人と 讃嘆 せしめた 大 喜劇 作者 モリエ 1 

ルの 全貌が、 辰 野 敎授と 本 田 氏の 協力に よって 兹 に餘蘊 なく 描き出された • フラ 

ン ス文學 愛好家 は 勿論 一 般讀書 人が 座右の書 である。 

岡 倉 天心 著 .la^  . 券リ， 里： a;-  、2 ン定價 1  圓 

淺野 晃譯 1*^  び 理ネ、 ん 7) 送料 十 錢 

この 書 は 美術史と いふよりも 寧ろ 精神 史 である。 識見の 廣大 卓拔は 東洋 美術の 

粹 となって 高らかな 理想の 歌 を 聞く 思 ひが あり、 全篇 を 貰 流す る 浪漫的 情熱の 高 

鳴り は、 讀者 をして 思 はず 感奮せ しめる であらう。 

三 好 達 治 著 詩集 春 の 岬 3  難 J- 翻 

文學 の文學 ともい ふべき 近代 抒情詩の 大道 を悠々 濶步 して ゐる 著者の 詩境 は、 

何人の 追 隨をも 許さぬ 高次の ものである。 この ー卷の 詩集 は、 著者が 靑 春の 日の 

かたみで あると 共に 萬 人の 心に 宿る 靑 春の 委 でも ある。 

ァ ラ ン著 ス タノダ ァレ 3 定價 八十 五錢 

大岡 昇平譯 フタ 二 タ丁ノ  (む 送料 十 錢 

本書 は フランス 評論 壇の 耆宿ァ ランが、 豫て師 と 呼んで ゐた 心理 小說の 互匠ス 

タンダ アル を、 懇切 丁寧に 興味深く 分析した 文學的 最上級の 結晶で あり、 一大 權 

烕書 である。 眞理^ 探究して 止まぬ 彼の 面目 躍如たり。 

柳 田 國男著 木綿 以前の 事 S  I  I ト阒？ 纖 

本書 は 一 代の 碩學が II りく どい 論理 を 排し具 體と實 證とを 以て、 有りと あら ゆ 

る 前 ほの 無名 無数の 母 や、 姉妹の 身の上が 残りな く 見渡し 採 上げられて ゐ ると 言 

ふ、 俳諧の 奧を 探って 紅 紫と り <\ の 女性の 歷 史を閬 明しょう とした ものである 


錄目刊 旣害選 元 創 


眞 船 豊 著 見知らぬ 人 S  g 難 ト圓 一？ 銭 

眞ぉ 氏ぐ らい 强 鞍な 生活力 を 持ち、 それ を その 作品の 上で 嘘 偽りな く&』 明して 

見せて くれる 劇作家け. きい。 いづれ も 作品の 一 \ ^に は、 靜 かな 妖氣 がた だよ ひ、 紋 

切 型に 陷ら ず、 現代人の 中の ドラ マ 性 を摑み 出した 最も 底 深い 感動が ある。 

堀 辰 雄 著 かげろ ふの 日記 C")  S  ， ト 鋼 

「源氏物語」 等に 深い 影 饗を與 へて ゐる 「靖. 蹄 日記」 の 本質的な もの を、 著者 堀 

氏 は 今日の われわれの 新しい 言葉 を もって 生かし、 同時に 日記 作者た る 一 女性 ひ 

湊剌 たる 感情 及び 心理 を 完全に 描き出した。 文壇 近時の V 大收 接。 

ヴァレ リイ 著 生円^^-り^^^ムコ^^-へ^ソ定價ー  圓 

吉田健 一 譯 n ^び 、、化 #  (む 送料 十 錢 

ヴァ レ リイの 不朽の 名著 『ヴァ リ ェ テ 3』 の 中から、 「精神の 政治 學」 「知性に 

ついて」 「地中海の 感興】 r レオナルドと 哲學者 達」 を譯 出した。 現代 ョ ー ロッ パ 

精神の 解說 書と して、 萬 人の 必讀を 要請して やまない。 

チュ 1 ホフ 著 iik  、り uutkfrQM 定價 一圓 二十 錢 

湯淺芳 子譯 1*  〈び 送料 十 錢 

本書 は、 チヱ ー ホフの 興 深い 私的 生活 や、 演劇への 示唆 を 含み、， また 彼が 如何 

に 人間の 價値 才能 を 高く 評價 し、 それ を 生かす 爲に 如何に 自身の 不自由 や 苦痛 を 

堪 へた 人で あつたか を敎 へる。 彼の 文學を 愛し 研究す る 人に とって 最適の 書 だ。 

佐 藤 信衞 著 冬の 一夜 S  S 難 ^w^?^ 

この 對話體 を もって 書き つづられた 一 卷に は、 若い 科學 者と 小說 家と が 登場し 

て、 自然、 道德、 人生、 社會、 宇宙 等々 ヒ關 する 諸 間 題 を 忌憚な く 討究し、 人性 

を 正し、 恒久 普遍なる リア リテを 求めよう とする。 現代人 必讀の 書。 


錄目刊 旣書選 元 創 


岸 田 國士著 歳 . 月 S  g 難た 謂 

フランス 近代劇の 精髓を 優れた 個性 を もって 移植し、 我國 演劇界に 純正 演劇の 

地歩と 簿統を 樹立した 輝かしい 名作 「紙 風船」 「牛 山 ホテル」 r 歲月」 の 三 篇を收 

めた 傑作 菓 n 他の 戯曲 は 自ら 抹殺しても よいと さへ 云 はれる 代表作 菓 である。 

山上 A 郞著 日本の 甲胄 § 絲 欄 J. 圓罕銭 

學士院 賞 を 獲た る 「日本 甲冑の 新 研究」 の 中から、 著者 自ら 萬 人の 興味 を そそ 

るべき 箇所 を拔萃 し、 その後の 研究の 1^ 果を 加へ て 首尾一貫 せる 小册に 纏め、 以 

て 原著の 精 髓を傳 へた 貴重な 文獻。 名實 共に 斯界 第一 の 書で ある。 

ド ラクロア 著 is  r3 ソ定價 1 圓 二十 錢 • 

植村魔 千代 譯囊 霄 鬍 r..-) 送料 十 錢 

ュ I. セ ー ヌ • ドラ ク 口 ァは、 フラン ス大 革命の 精神 を體 得した 「新しい 人間」 

の 典型で あり、 フランス 緣蘭 に^ける 天才 的 表現 者であった。 眞實の 美の 意識に 

透徹した 互 匠の この 藝術論 こそ、 近代 文化史 上に 璨然 たる 光 を 放つ 無二の 名著。 

萩原 朔太郞 著 1 宿  命 C き g 續 、s.} 

宿命 は 「散文詩」 と 「抒情詩」 と 書 下しの r 附錄」 散文詩 自註 = の 三部 を 合 

編した もので、 著者の 至純な 藝 境の 高次な ものの みが 點辍 して ある。 この 書 は、 

著者 を 知る 上に も 又 その 詩情に ふれる にも 又とない 好 書で ある。 

柳 田 國男著 國 語の 將來 S  g 龍 ^0J 

n: 本 を 愛する 者なら 誰でも、 それに 對 して 樣々 な疑間 や 興味 や 危惧 を 抱かず 

にはゐ まい 0 氏 は 高い 敎 養と 傑れた 見地から、 時 ii:: 環境の 變 化に 應じ、 より 立派 

に、 より 健全に 發 達し 得る よう、 これが 眞の 愛護 を說 きその 將 來を豫 測され た。 


谷 崎 潤 一郎 著 士ロ 野 


葛 (き S  i  1 


名作 r 吉野 葛」 及び 「盲目 物語」 を收 む。 前者 は 神秘 境 臭 吉野を 舞臺に 南朝の 

^裔^ 天 王の 秘史と 傳說を 背景に 上方 人情 を 描く もの、 後者 は；；^ 戰國 。の裡 に 

^く 佳人の 哀話、 和文の 正铰を 踏んだ 大 文章と して嘖 々たる 名壓 ある^ 作 
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一 了  、7  ノ定價 一 圓 二十 錢 

i,,^  S 、送料 十 錢 


歌人 西 ラの溥 —— 特に、 西 ー仃 の 遁世の 原因、 生存 中の 行動、 その 作 と 溥稱さ 

れる もの 等 i:M ザ、 二」、 多年 眞摯 なる 研 缓を積 まれた 著者が、 4^ に 幾多の 新 實證を 

獲て、 自 の歡點 より 新ら たに 筆 を 起した 西 行 學の正 典で あり、 又正傳 である。 
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